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序

史跡上之国勝山館跡環境整備事業は昭和54年度の開始以来、今年で18年を

経過することとなり、この間の調査で、百数十年の長期に亘る館の存続と各

種の遺構、遺物を知り得るところとなりました。

今年度は第2平坦面東側及び西側中央部の遺構調査を実施しました。その結

果、館の東側を走る通路跡、掘立柱建物跡、竪穴建物跡、土境等当時の館内

の様子が窺われる多数の発見がありました。

本年度の事業推進にあたり、文化庁記念物課を初めとする関係各機関の諸

先生、勝山館跡調査研究専門員としてご指導をお願いしている朝尾直弘、網

野善彦、石井進、榎森進、仲野浩の諸先生には、ご多忙中のところ多大なご

指導を賜りました。厚く感謝申し上げます。

今後も本事業を継続して推進して参りたく思うところでありますので、関

係機関、諸先生にはなお一層のご指導、ご鞭捷を賜りますようお願い申し上

げます。

平成 9年 3月

北海道槍山郡上ノ国町教育委員会

教育長 和泉定夫
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伊l

1.本書は史跡上之国勝山館跡の平成 8年度

発掘調査及び環境整備事業について概要をま

とめたものである。

2.本年度の発掘調査は次の体制でのぞんだ。

調査主体者 上ノ国町教育委員会

教育長 和泉定夫

指導 上ノ国町文化財保護審議会特別委員

福山大学教授足達冨土夫

文化学院講師鈴木亘

同勝山館跡調査研究専門員

橘女子大学教授朝尾直弘

神奈川大学特任教授網野善彦

国立歴史民俗博物館館長石井進

東北学院大学教授榎森進

東北芸術工科大学教授仲野浩

主管上ノ国町教育委員会文化財課課長

木村幹郎、主事笹浪甲衛

勝山館跡修景技術専門員 北島譲

発掘担当者学芸員斉藤邦典

調査員 学芸員松崎水穂佐藤一志

松田輝哉発掘調査員柳沼弥生

調査補助員 山崎洋子笠谷奈智子竹内江

美子山岸佳代新関久子高田靖彦久

場かおり 岩下佳代

(東北芸術工科大学)

作業員 青木千秋、浅原すみ、井越祥子、小

田川喜美子、大谷弓子、奥寺京子、川合冴

子、 J11日泰子、斉藤圭子、笹浪竹志、杉村

八重子、杉山稲子、鈴木千春、住吉春子、

竹内正章、田畑康子、沼沢国枝、八回綾子、

入国揚子、細川キヨ子、松本津枝子、目黒

加奈子、森恵美子

保存処理作業員 木村洋子、池谷和枝

3.本書の編集は斉藤、松崎、松田が協議の上、

斉藤が行った。

本書の作成は Iを松田、 IIを斉藤、佐藤、松田、

柳沼、 IIIを斉藤、 IVを松田、 Vを松崎の分担

で行い、文末に分担者名を記した。尚遺物観

察表、集計表は山崎、土層の観察表は竹内、

掘立柱建物跡の想定図は笠谷の各調査補助員

が作成したものに基づいている。

4.挿図の作成は担当者、調査員の指示により補

助員、作業員が行った。挿図中の方位は真北

"" 

を示す。

5 .土層の土色は「新版標準土色帖J(農林水産技

術会議事務局〉を遺物の色調名は「標準色彩

図表AJ(日本色研事業株式会社〕を用い、目

測で比定した。

6.本書の調査時の写真は斉藤、松崎、佐藤、松

田、柳沼が撮影した。

7.調査にあたっては次の関係機関と各位に多大

な御指導と御援助を賜った。

文化庁記念物課岸本直文津田利夫、建造

物課武藤正幸、伝統文化課千葉秀夫、北

海道教育庁文化課木村尚俊大沼忠春種

市幸生千葉英一藤原秀樹竹永良美笹

島淳子成田政紀、国立歴史民俗博物館西

本豊弘、北海道大学天野哲也、東京大学宇

田川洋、中央学院大学 市村高男、北海道埋

蔵文化財センタ一 越田賢一郎福井淳一、

八戸市博物館 佐々木浩一、浪岡町史編纂室

工藤清泰、七戸町教育委員会 小山彦逸、平

泉町郷土館荒木伸介、福井県立一乗谷朝倉

氏遺跡資料館 岩田隆、波佐見町教育委員会

中野雄二、波佐見町商工企画課 山口浩一、

波佐見町陶芸の館 池田雅秋、函館市教育委

員会佐藤智雄、乙部町教育委員会森広樹

藤田巧、南茅部町教育委員会 福田祐二、豊

原照司 (順不同敬称略〉
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I 調査の概要

1 調査

史跡上之国勝山館跡は、槍山郡上ノ国町字勝山

に位置し、前方には天然の良港大澗湾を臨み、後

方には夷王山を配する。館の主体部は、両側を宮

ノ沢・華ノ沢に挟まれた台地となっている。また、

大きく 3つの平坦面に分かれており、下から第一

平坦面、第二平坦面、第三平坦面としている。第

一平坦面は虎口から大手側の空壕までの平坦面

で、面積は約5，000m'。第二平坦面は面積約7，000

d と最も広く、勝山館の中心的な建物をはじめ多

くの建物跡等が検出されている。また第一平坦面

との境には深さ約 2m (第二平坦面までの落差約

8 m)の空壕が2本掘られている。第三平坦面は、

館神八幡宮等があった箇所で‘面積は約3，500m'最

後部には土塁が作られ、さらにその外側には空壕

が切られている。第二平坦面と第三平坦面を囲む

様にして栂列が巡らされていた。

本年度は、平成2年度より継続している第二平

坦面の調査を行し、、中央通路を挟んで第二平坦面

と第三平坦面の一部の約1，300討を 5月28日-11

月2日の期開発掘調査を実施した。

調査方法の概要は以下の通りである。発掘区の

設定は、 20mX20mの大グリッドを分割した 4

mX4mの小グリッド方式を採用した。また、建

物の概要を知るために柱穴配置略図(縮尺 1/40)

を作成し、柱穴聞の重複・覆土の状態を観察しな

がら柱穴を掘り下げた。焼土・土撲などは半裁し、

セクション図を作成した後に掘り下げ、土壌のサ

ンプリングを行った。遺物の取り上げ方法は、九

「層は 4mx4mのグリッドを 2mX2mに4分

割して一括して取り上げ、遺構面の」層は実演u図に

記録した後にレベノレを附して取り上げた。尚、遺

構図は柱穴・溝は1/20、竪穴・焼土・土壌は 1/

10、遺物分布図は 1/20で平板及び遺り方測量を採

用した。

5月28日 発掘作業開始。調査区内表土除去作業。

6月7日 調査区内のII層までの堆積土除去作業

終了。遺構確認調査開始。

6月 19K・191・20J区遺構確認調査。

7月 第70・75・76竪穴建物跡他遺構調査。

7月25日 18K・18L区遺構写真撮影。

8月 第70・74・75号竪穴建物跡・土嬢23・19L・

19K・19J ・20K・20J区他遺構調査。

8月23日 集中豪雨のため大手空壕の芝が崩落す

る(平成 7年崩落した隣接地)。

8月29日 18L・19J区写真撮影。

9月 第70・73・76・77号竪穴建物跡、土媛、 5・

11・16、20K20J区他遺構調査。

9月12日 第73・77号竪穴建物跡写真撮影・実測。

10月 第70・76・78・79号竪穴建物跡、土境12・

35-38、20K20J区他遺構調査。

10月11日 第70号竪穴建物跡炭化材取り上げ作業

完了。

10月24・25日調査区全景他写真撮影。

11月 調査区内遺構確認調査最終点検。

11月7日 鈴木亘先生現地指導。

11月25日人力による埋め戻し作業。

11月28日 重機による最終埋め戻し作業を終え、

今年度の発掘調査作業を終了。

2 基本層序

I層表土層。 10YR3/3暗褐-10YR4/4褐、ンル

ト。草根多量、ハード。

II層 館廃絶後の自然堆積層。10YR3/3暗褐-10

YR4/4褐シルトやや密。炭化物・Os-a混入。細

分される。 Os-a純層も含まれる。

III層館機能時の整地盛土層。10YR4/4褐-10Y

R5/8貰褐、密。ソフトロ ーム粒・炭化物等多量に

含有する。

IVa層 縄文期以後より館が形成されるまでの堆

積層。黒、ンルト -7.5YR3/3暗褐シ/レト。

IVb層 10Y R6/6明黄褐色火山灰。やや密。

IV c層 縄文期包含層。 10YR4/6褐シノレト、やや

密。

V層 10Y R5/4にぶい貰褐-10YR5/6黄褐。ソ

フトローム。

VI層ノ、ードローム o

3 保存処理

本年度は鉄製品1，400点、木製品200点、銅製品

270点の処理を行った。

l 
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II 遺構確認調査

1 調査目的

平成 4年度発掘調査以降、客量生空間をとりまく

周辺の状況が徐々に解明されつつある。第二平坦

面の客殿空間と帯曲輪とその周辺部以外は、中央

通路に直交する方向に長軸を持つ地割面が、整然

と配置される状況が確認された。また平成六年度

以降、華ノ沢に平行する細長い平坦面(帯曲輪〉

が検出され、柵列の作り替え、帯曲輸に平行する

長軸を持つ地割面と掘立柱建物跡などが続々と検

出さた。勝山館の中心部の中で最も広い第二平坦

面が、多種多様に分割され使い分けられている状

況が明らかになりつつある。

本年度は過年度までのこうした調査結果をうけ

て、昨年平成 7年度調査で明らかにし得なかった

掘立柱建物跡の規模、中央通路に対して直交する

地割面の配置状況の確認、第三平坦面地割の地業

状況の確認、平成 6・7年度に検出された帯曲輸

の延長とそれに伴う柵列の構築状況、また、帯曲

輸と一部平行してみられる華ノ沢側斜面の平坦面

との関係、建物相互、通路相互の連絡路などを解

明することが主な課題となった。

2 検出遺構と出土遺物

(1) 位置・概要

平成 8年度の調査地区は、第二平坦函南西、中

央通路をはさみ寺ノ沢側が約270m'、筆ノ沢側が第

二平坦面と第 3平坦面の一部を含む約1030m'、計

約1，300げである(第 1・2・5図〉。

寺ノ沢側では 2つの地割と南北棟の 6棟の掘立

柱建物跡、 2棟の竪穴建物跡、華ノ沢側は、 9つ

の地割と20棟の掘立柱建物跡、 9棟の竪穴建物跡

を検出した。このうち第70・76号竪穴建物跡は焼

失建物跡であり、炭化材等が多量に出土した。ま

た、華ノ沢側で平成6・7年度検出した帯曲輸の

延長を検出した。昨年度の調査結果同様、盛土に

よる整地がなされていたことが確認できた。帯曲

輪縁の棚列も 4回以上の作り替えがなされている

ことを確認した。また、 20121区周辺等で、平成

7年度調査検出の溝77の様に、華ノ沢側斜面に落

ちる溝を 2条(溝59・72)検出した。 21J 3区周

辺では第 2平坦面と第 3平坦面を画す段の中程に

深い溝(溝45)を検出した。小柱穴が多数見られ

4 

るので区画溝の l種と思われる。今後出土遺物と

遺構の関係を整理し、改めて構築年代等を検討し

て行きたい。

(2) 層序

遺構の形成等を捉える為に、調査区内に東西方

向4本、南北方向 3本、第三平坦面斜面~第二平

坦面~帯曲輸にかけて 1本の土層観察用の畦を設

定した(第 3・4図、表 1-8)。調査区全体は後

世に削平を受けていて、 20J 6・7区等はII層が

存在しない上、中世の遺構掘り込み面が完全に失

われ、 I層直下がVI層である所が多い。調査区20

J11・16区付近、第21号建物跡などがある地割面

は基盤礁・粒等を含む黒色土等によって盛土がな

されていて、柱穴の掘り込み面の違いを確認でき

たが、一番新しいIII層上面は削平を受けて北東方

向になだらかに傾斜している。他に19J 11・16区

付近でもIII層が良好に残っていた。平静曲輸では昨

年同様盛土が複数回なされている状況が確認され

た。また、 20J 15-20 1 21区付近には土器を多量

に含んだ縄文時代の盛土があり、中世の竪穴建物

などはそれを掘り込んで構築しているため、遺構

の平面規模等の確認が困難な場所もあった。(松

田〉

(3) 掘立柱建物跡

第1号建物跡 (第6図) 調査区北端18K16、17、

21、22、18L20、25、19KL2区の地割面内に位

置し、同地区全体にまたがっている。桁行6問、梁

間3聞の南北棟を想定した。建物軸線はN40. Wで

ある。桁行は全長41尺で、柱聞は北から2聞は7.3

尺等問、南側~4聞は6.6尺等間である。梁聞は全長

18.9尺で、柱聞は6.3尺等間である。北側柱穴を欠

失する。建物内部は桁行部分では北から2間目及び

4間自に間仕切を持つ。また梁間南側部分では東か

ら1間目に間仕切を持つ。東側桁行柱穴P87、P174

が2号建物跡柱穴に切られている。西側桁行4間目

P192が3号建物跡柱穴に切られる。地割面積83.7

dのうち建物跡面積71.16m'。この地割面の溝で最

も内側の溝51がこの建物跡に付属すると考えられ

る。

第2号建物跡(第7図〉 調査区北端18K16、17、

21、22、18L20、25、19KL2区の地割面内に位
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表 21 ..J 5 ・ 20..J 25 ・ 20 ・ 15 ・ 10 ・ 5東西セクション北壁土層 <A~A'>
1 -1 10YR3/4 暗褐 礁粒 P ム車立 焼土粒徴量 ソフト

2 1 10YR3/4 暗褐 榛粒ローム粒小礁 ややソフト 土器

II -1 10YR3/4 踏褐 事量粒 ロ ム車立小際基盤位 ややハ ド

2 1 10YR3/3 暗褐 様粒ローム粒小喋喋基盤粒 ハード

焼土粒炭粒

日H 7.5YR3/3 精褐 際粒 ローム粒炭粒徴量 ソフト

217.5YR3/3 賭褐 礁粒 ローム控火山灰徴量炭粒少 ソフト

量
317.5YR3/3 暗褐 際粒 ローム粒鉄津少量炭粒少量 ソフト

417.5YR3/3 暗褐 捜粒ロム粒 ソフト

517.5YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒炭位少量 ソフト

617.5YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ソフト 土器
717.5YR3/4 暗褐 礁粒基盤粒基盤礁焼土粒 ソフト

10YR3/4 炭粒徴量
817.5YR3/3 陪褐 礁粒ロム粒基盤礁焼土粒 ややソフト

炭粒徴量

917.5YR4/4 褐 礁粒ローム粒基盤穣焼土粒 ややハード
10YR4/4 炭粒徴量

10 1 10YR4/4 褐 礁粒炭粒徴量 ハード

11 17.5YR3/3 陪褐 理粒 ローム粒 ロームプロ γP 基 ハード 土器

盤粒焼土粒
炭粒少量

12 1 10YR3/4 暗褐 礁位ローム粒基盤粒焼土粒 ややハード 土器
炭粒徴量

13 1 10YR3/4 陥褐 礎控基盤粒炭粒微量 ハード

4/4 褐
1417.5YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒焼土粒 ソフト

15 1 7. 5YR3/3 暗褐 E聖位 ローム粒炭粒少量 ソフト 土器
1617.5YR4/4 褐 焼土粒鍛量炭数微量 ややソフト

1717.5YR3/4 暗褐 際粒基盤粒焼土粒炭粒少量 ハード 土器
18 1 7. 5YR3/3 賠褐 ローム粒焼土位 ソフト

VH 7.5YR4/4 褐 全基盤礁多量基盤粒炭粒微量 ハド

構68-あ 7.5YR3/2 然絡 礁粒 ローム粒炭化物多量骨徴量 ソフト

い 7ιYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒炭粒少量 ソフト

潤44イ 7.5YR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒炭粒微量 Yフト lII-lよりやや明るい
ロ 7.5YR3/3 暗褐 事聖粒 ローム位焼土粒炭粒少量 ソフト

ハ 7.5YR3/2 烈褐 残粒 ローム粒焼土粒炭粒少量 ソフト

溝a 7.5YR2/2 黒褐 礁粒ロム位焼土粒炭粒多畳 ソフト

潤85あ 7.5YR3/3 陪褐 喋粒基盤礁炭粒微量 ややソフト
い 7.5YR3/3 暗褐 際粒 ローム粒炭粒微量
う 7.5YR3/4 暗褐 草署粒 ローム粒炭粒少量 ソフト

潤22ーイ 10YR4/3 にぶい'pi褐 礁 粒 ロ ム 粒 基 盤 栓 礁 焼 土 粒 ややソフト
炭粒

ロlOYR4/3 にぶい'pi褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ややソフト

糟23イ 10YR4/3 にぶい貰褐 礎粒ロム粒基盤粒礁炭粒 ややソフト

睦覆土あ 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒焼土粒炭粒徴量 ハード
い 7.5YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒基盤粒焼土粒 ソフト

炭粒少量
う 10YR3/4暗褐 礁粒ローム粒基盤粒焼土粒 ややハード

7.5YR3/4 炭粒微量
え 10YR3/3踏褐 礁粒ローム粒基盤粒焼土栓 ソフト

7.5YR3/3 炭粒少量
お 7.5YR3/3 陪褐 際粒 ロームプロック ソフト

炭粒徴量

か 7.5YR3/3 暗褐 様粒 ローム粒基盤粒炭粒少量 ソフト

き 7.5YR3/3 陪褐 際粒 ローム粒 ロームプロック ソフト 粗

玉砂利火山灰多量炭粒少量
く 7.5YR3/4 暗褐 礁粒 ローム位基盤粒 ソフト 土器
け 10YR3/4 暗裕 礁粒 ローム粒炭位微量 ハード

こ 10YR4/6 循 礎粒基盤粒炭粒徴畳 ハード
糟か?ーあ 7.5YR3/4 陪褐 礁粒 ローム位基盤粒 ややハード

炭粒微量
い 7.5YR3/3 略褐 礎粒 ローム粒 ロームプロック 炭 ソフト

粒少量
う 7.5YR3/4 陪褐 ローム粒焼土粒炭粒徴量 ソフト 粗

糟66ーイ 10YR3/3 暗褐 ローム粒火山灰少量炭粒徴量 ソフト

ロlOYR3/3 陪褐 礁粒ロ ム粒火山灰炭粒少量 ソフト

ハ 10YR4/3 にぷい賞褐 ローム粒多量炭粒少量 ソフト

ニ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒火山灰炭粒少量 ややソフト

P1l41イ 10YR4/4 褐 礁粒ロム粒基盤粒炭粒 ハド

ロ 10YR4/4 褐 礎粒ローム粒韮盤粒炭粒 ハード

P1l37イ 10YR4/4 褐 礁位ロム粒基盤勉焼土粒 ハド

炭粒

P1l34イ 10YR3/4 賠褐 礁 粒 礁 ロ ム 粒 基 盤 粒 焼 土 佐 J、ド

炭粒
ロ 10YR3/4 暗褐 E聖粒礎ローム粒基盤粒焼土粒 ハード

炭粒
ハ 10YR3/4 暗褐 事聖粒礁 ローム粒基盤粒炭粒 ハード
ニlOYR3/4 暗褐 際 粒 際 小 礁 ロ ー ム 粒 基 盤 粒

焼土粒炭粒
ホ 10YR3/4 階褐 線粒小礁ローム粒基盤粒焼土 ハード

粒炭粒
P-a 10YR2/3 E県褐 残粒ロム粒基盤粒 ソフト

P-b 7.5YR3/3 陪褐 際粒ロ ム粒焼土粒炭粒徴量 ソフト

P-c 10YR2/3 黒褐 ロ ム粒基盤粒炭粒徴量 ソフト 土器

P-d 10YR2/3 黒褐 軍軍粒ロ ム粒基盤粒焼土粒炭 ソフト 骨
粒少量

P-e 10YR3/4 暗褐 礁粒焼土粒炭粒少量 ソフト

9 



ローム粒炭位徴量 |ソフト |粗

礁粒 ローム粒炭粒少量 |ソフト |粗
hI 7.5YR3/4 踏褐 |ローム君主 炭粒叡量 |ソフト

表 2 21J3 ・ 20J23 ・ 18 ・ 13 ・ 8 ・ 3東西セクション北壁土層 <B~B'>
1 -1 IOYR3/3 暗褐 軍事粒 ロ ム粒炭粒微量 ややソフト

II -1 10YR2/2 燕褐 礁位ローム粒火山灰焼土粒 ソフト

2/3 炭粒少量
2110YR3/3 陪褐黒褐 礁粒ローム粒火山灰焼土粒 ソフト

2/3 炭位微量

3 I 10YR4/4 褐 礁位 ローム粒火山灰炭粒徴量 ソフト

4 110YR3/3 暗褐黒褐 線粒ローム粒火山灰基盤粒 ソフト

2/3 炭粒少量

lII-l 10YR3/4 暗褐 礁粒ロ ム粒炭位徴量 ソフト

2110YR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒炭粒微量 ソフト

3 I 7.5YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック基 ソフト

盤粒
炭粒徴量

4 110YR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒基盤粒炭粒少量 ゾフト

5 I 10YR2/2 黒褐 礁粒基盤粒焼土佐炭粒多量 ソフト

6 I 10YR2/2 ~褐 礁粒焼土佐炭粒多量 ソフト

7 I 7.5YR4/4 褐 粘質草壁粒 ローム粒 ロームプロッ ややハード
ク

8 I 7.5YR4/3 褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック ソフト

炭粒少量
9 I 7.5YR3/2 黒褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒少量 ソフト

10 10YR4/4 褐 礁粒ローム粒焼土粒 ややソフト

11 10YR3/3 踏褐褐 ローム粒焼土粒 ソフト やや湿性
7.5YR4/4 

12 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 全粕質事聖粒 ローム粒 宇宇ハード

13 10YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒基盤粒焼土粒 ややハード

炭粒少量
14 110YR2/3 黒褐 E聖位 ローム粒炭粒少量 ソフト

15 10YR4/4 褐 全粘質 ハード

16110YR2/3 黒褐 ロー ム粒 火山 灰炭 粒少 量 ソフト

17 110YR3/4 暗褐 礎粒 ローム粒 ロームプロヅク焼 ソフト

土粒
炭位少量

18110YR3/3 暗褐 E聖位 ローム位炭粒少量 ややソフト

19 I 7.5YR4/4 褐 全ローム 炭粒微量 ややハード 湿性
20 7.5YR3/3 暗褐 礁車宣 ローム粒基~位玉砂利 ソフト

10YR3/3 炭位微量
21 7.5YR4/3 褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック 火 ソフト

山灰
炭粒微量

22 7.5YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 粒炭粒少量 ややソフト

VI-l 10YR4/4 褐 全粘質 事聖粒 炭粒少量 ，、ド

VI-2 IOYR4/4 褐 全粘質 礁粒粒焼焼土粒 ハド

土績35-イ 10YR2/2 県褐 礁粒ローム 土粒炭粒少量 ソフト

ロ IOYR2/3 黒褐 確粒 ローム粒 ロームプロック ソフト

基盤粒焼土粒炭粒少量
ハ 10YR3/3 摘褐 碑粒 ローム粒 ロームプロヲク ソフト

3/4 基盤粒炭粒少量
= 110YR2/3 黒褐 礁 位 ロ ー ム 粒 基 盤 粒 炭 粒 少 量 ソフト

ホ 10YR2/3 烈褐 事聖粒 ローム粒炭粒徴量 ソフト

へ 10YR2/3 黒褐 穣粒 ローム位焼土粧微量炭粒骸 ソフト

2/2 量

土損36- 10YR2/3 黒褐 ロ ム粒炭位多量 ソフト
イ
ロ 10YR4/3 にぶい貰褐 ローム粒火山灰 ソフト

円 10YR3/4 暗褐 全火山灰 ソフト

ニ IOYR4/4 褐 事聖位 基盤粒 ハード
ホ 10YR4/3 にぶい葉褐 礁粒火山灰多量 ややハード

糟45ーイ 10YR2/3 黒褐 礁粒ローム粒基盤粒炭化物 ソフト

焼土位炭粒多量
ロ 10YR2/3 県褐 礎粒ローム粒基盤粒焼土粒 ソフト 4イ)より炭位多量

炭粒多量
ρ10YR2/3 黒褐 礁粒ローム粒基盤粒焼土粒 ソフト (イ)よりしまりなし

炭粒多量
二 7.5YR2/2 黒褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 基 鍵 粒 炭 粒 少 量 ソフト

ホ 10YR3/4 陪褐 ローム位基盤魁焼土粒 ソフト

へ 7.5YR2/2 泉褐 ローム粒炭粒微量 ソフト

ト 10YR3/3 踏褐 E聖位 ローム粒基鍵粒炭位少量 ソフト

チ 10YR3/2 黒褐 穣粒基盤粒焼土粒炭粒少量 ソフト

リ 7.5YR2/3 極陪褐 礁粒焼土粒炭数少量 ソフト

ヌ 7.5YR3/2 県褐 礁粒 ローム粒基盤粒炭位少量 ソフト 〈ト )より基盤粒多量
Jレ 10YR3/2 ~褐 礎位 炭粒少量 ソフト

満85あ 10YR3/3 賠i褐 E聖粒 焼土粒炭粒少量 ソフト

溝22-あ 10YR2/2 無褐 礁粒 焼土佐炭粒少量 ソフト

し、 IOYR4/4 褐 礁位 ローム粒 ロームプロック ソフト

火山灰焼土粒
う IOYR4/3 にふ;ぃ黄褐 全 粘 土 礁 粒 ローム粒 ロームプロ ソフト 湿性

7.5YR4/4 褐 ツク 炭粒少量
え 10YR3/3 陪褐 ロ ー ム 粒 火山灰少量焼土粒炭粒 ソフト

少量
お 10YR3/2 県褐 際粒ローム粒炭粒少量 ソフト 湿性

測92-あ 7.5YR4/3 褐 礁粒火山灰焼土粒炭粒少量 ソフト

い 7.5YR4/4 褐 粘質穣粒 ローム粒ロームプロッ ハード
タ火山灰

糟38あ 7.5YR3/2 黒褐 援粒ロム粒基盤粒炭化物 ソフト

炭粒微量
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い 7.5YR4/4 褐 礁粒ローム粒ロ ムプロック ソフト

炭粒少量

漕47イ 10YR3/3 陪褐 離粒ロム粒ロムプロック ややソフト

基盤喋粒
ロ 7.5YR3/2 黒褐 礁粒 ローム粒 ロームプロッタ ソフト

基盤粒炭粒少量

精82-a 7.5YR3/2 黒褐 礁粒ロム濫基盤粒焼土粒 ソフト

炭粒少量
b I 7.5YR3/2 泉褐 礁粒ローム位炭粒少量 ソフト

c I 7.5YR2/2 泉褐 礁粒ロ ム粒焼土粒炭粒多量 ソフト

d I 7.5YR3/3 陪褐 穣粒 ローム粒炭粒少量 ソフト

潤14イ lOYR3/3 陪褐 礁位ロ ム 粒 砂 利 多 量 焼 土 粒 ソフト

炭粒少量

構か?ーあ 10YR3/3 暗褐 礁位ロ ム粒焼土粒炭粒徴量 ソフト

い 10YR4/3 にふ;ぃ賞褐 礁粒ロ ム粒炭粒微量 ややハード

Pl:時十島 10YR2/3 黒褐 礎控ロ ム粒焼土粒炭粒少量 Yフト

い 10YR2/3 無褐 礁粒ロ ム粒焼土粒炭粒多量 ソフト

う 10YR2/3 黒褐 穣粒ローム粒焼土粒炭粒多量 ソフト

え 10YR2/3 録褐 礁魁ローム粒焼土粒炭粒多量 ソフト

お 10YR2/3 m電褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒多量 ソフト

PllO~イ 7.5YR3/2 黒褐 礁粒ロ ム 粒 火 山 灰 徴 量 炭 魁 徴 ソフト

量
ロ 7.5YR3/3 賠褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 焼 土 粒 炭 粒 少 量 ソフト

ハ 10YR4/2 灰賞褐 礁粒 P ーム 粒火 山灰 多量 焼土 粒 ソフト

炭粒少量
ニl OYR4/3 にふ;ぃ黄褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック ソフト

玉砂利少量火山灰多量
ホ 7.5YR4/4 褐 全粘質様粒ローム粒 ，、ード

Pl103ーイ 10YR4/3 にふ;ぃ菰褐 火山灰多量焼土粒炭粒少量 ソフト

ロ 10YR4/3にふ;ぃ賞褐 礁粒ローム粒基盤粒火山灰 ソフト

3/3 陪褐 焼土粒炭粒少量
ハ 10YR3/3 暗褐 礁位ロ ム粒ロームプロック ソフト

焼土粒炭粒少量
ニ 7.5YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒基盤粒炭粒徴量 ややハード
ホ

へ 7.5YR4/4 褐 全粘質 ローム粒焼土粒 ハード

PIlYl8ーイ 7.5YR3/3 踏褐 全ロ ムプロック 焼土粒炭粒少量 ハド

ロ 7.5YR3/2 賂褐 ロームプロック 焼土粒炭粒少量 ソフト

P998ーイ 10YR3/3 時褐 礁粒ロ ム粒火山灰炭粒少量 ソフト

P705イ 10YR2/3 占思褐 礁粒ロム粒砂利炭粒少量 ソフト

表3 20-..121・16・11・6.1・19-..121・16・11東西セクション北壁土層 <C-C')
1 -1 10YR2/3 県褐 粗粒砂小礁粒多量 ソフト やや粗草根多量

II -1 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小礁粒基盤粒30% ソフト 密
2 I 10YR3/3 陪褐 粗 粒 砂 礁 粒10% 火山灰少量焼土

粒徴量炭粒徴量

1Il-1 10YR4/3 にぶい貰褐 粗粒砂ロ ム粒多量基盤小磯20% ややソフト やや粗

2 I 10YR3/4 暗褐 粗粒砂小礁粒徴量 ローム粒 ソフト 密
10YR8/4火山灰徴量基盤礁粒
焼土粒

3 I 10YR3/4 階褐 粗粒砂 ローム位50% 基盤礁粒10% ややハード 密
焼土粒炭粒徴量

4 I IOYR4/4 褐 粗粒砂小磯粒少量 ローム粒基盤 ハード 密
礁粒50% 炭粒

5110YR2/3烈褐暗褐 粗粒砂小榛粒ロ ム粒基盤礁粒 ソフト やや密

3/3 少量炭粒
6110YR3/4陪褐 J烈褐 粗粒砂小磯粒ローム粒基盤機 ソフト やや粗

2/3 焼 土 粒 炭 粒
7110YR3/3陪褐 粗粒砂ローム粒基盤礁粒焼土粒 ソフト やや祖

3/4 炭粒
8110YR3/2 m褐 やや粗粒砂礁粒徴量 ロ ムプロッ ソフト やや粗

タ40% 炭粒徴量
9110YR3/3 時褐 I!¥褐 細粒砂礁粒ローム粒 ソフトロー ソフト やや粗

3/4 3/2 2/2 ム焼土粒徴量炭位徴量

10 IIOYR3/4 暗褐褐 粗粒砂小礎粒ローム粒 IOYR2/1 ソフト 密
4/4 ソフトローム 基盤礁粒炭粒

11110YR4/4裕暗褐 粗粒砂ローム粒基盤楳粒炭位鬼 ソフト 密

3/4 少量炭粒少量
12 I 10YR2/3 黒褐 粗粒砂 10YR2/1ソフトローム50% ソフト 密

炭粒5%
13110YR3/4 陪褐 組粒砂小膝粒多量炭数鬼炭粒少 ソフト 密

量
14 I IOYR2/2 黒褐 粗粒砂lOYR3/3粗粒砂5% 炭粒l ソフト 密骨小片10%

% 
IV-I IOYR2/1 県 ソフトロ ム炭粒徴量 ソフト 密

V-I 10YR4/6 褐 ソフトローム 基盤礎粒少量 ゾフト 密

2 I IOYR4/3 にふ九、黄褐 細位砂穣粒ローム粒ソフトロ ソフト 密
4/4 3/3 2/2褐暗褐黒褐 ム焼土粒炭粒

VI-1 10YR4/4 褐 ローム粒基盤礁粒50% 基盤撲少量 宇やハード やや密

2 IIOYR4/4 褐暗褐 ローム粒基盤撲粒徴量基盤礁50% ややソフト 粗

3/4 
3 I 10YR4/4 褐 ローム粒基盤礁粒多量 ハード 密

4 IIOYR3/4 暗褐 ローム基盤礁70% ハード 密
5 I 10YR4/4 褐 喋粒少量 ソフ トローム炭粒 ソフト 密土器片

E穴77あ 10YR3/4 陪褐 礁粒少量 ロ ム粒少量 ソフト

潤7-イ IOYR3/4 暗褐 粗粒砂 ローム粒 lOYR7/2 7/3 ややハード 密
3/3 火山灰少量基盤礁

ロ 10YR3/4 暗褐 粗粒 砂ロ ム粒30% 基盤礁粒40% ややハード やや粗

炭粒10%
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，、 10YR3/4 暗褐 粗位砂小礁粒多量ロ ム粒50% ソフト 粗
炭粒

ユ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂ロ ム粒少量基盤喋粒50% ソフト 密

炭粒少量
ホ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂ロ ム粒少量基盤穣30% ゾフト 粗

基盤礁粒多量炭粒
へ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂 ローム粒50% 炭粒少量 ややハード 密
ト 10YR4/4 褐 粗粒砂 ローム粒少量基盤礁粒少量 ソフト 密

炭粒微量

糟30い 10YR3/4 暗褐 粗粒砂炭粒微量 ソフト や宇密

ろ 10YR4/4 褐 粗粒砂小礁粒少量 ローム位基盤 ソフト やや密

礁粒50% 炭粒
は 10YR3/3 陪褐 粗粒砂 ローム粒少量基盤礁粒10% ソフト やや粗

炭粒5%
に 10YR4/4 褐 粗粒砂小礁粒多量 ローム粒基盤 ややハード 密

5/4 に』よし、貰褐 礁粒多量

満29イ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂ロ ム粒基盤礁粒30% ハド や宇粗
炭粒

ロ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂ロ ム粒 10YR6/3火山灰 ソフト やや密
少量基盤礁少量炭粒

ハ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂ローム粒基盤礁粒少量焼 ソフト 密
土粒5%
炭粒5%

潤69あ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂ロ ム粒基盤礁粒20% 焼 ソフト やや密
土粒少量
炭粒少量

満28-a 10YR2/2 無褐 粗粒砂ロ ム粒10% 基縫礁粒40% ややJ、 ド 密
炭位

b I 10YR2/3 黒褐 粗粒砂小礁粒少量 ローム少量 ソフト 密
基盤礁粒1%

c I lOYR3/3 陥縄県 褐 粗位砂 ローム粒基盤礁粒少量 ソフト 粗

3/2 
D I lOYR3/3 陪褐 粗粒砂小礁粒少量 ローム粒少量 ソフト 密

糟38い 10YR2/3 思褐 粗粒砂ロ ム粒徴量基盤様 ソフト 密

ろ lOYR3/2 県褐 粗 粒 砂 礁 盤50% ローム粒種徴量 ソフト 組

満10イ 10YR4/3 にぶし、賞褐 粗粒砂小撲粒多量焼土粒徴量 ソフト 密
炭粒微量

ロ lOYR3/3 踏褐 粗粒砂小礁粒30% ローム粒少量 ソフト やや密
基盤礁粒10% 焼土粒微量

ハ 10YR2/3 黒褐 粗 粒 砂 小 残 基 盤 礁 粒 炭 粒 微 量 ソフト 粗
ニ 10YR2/3 烈裕 粗粒砂小E聖位少量炭粒少量 ソフト やや粗

構39-あ
い lOYR3/3 陪裕 粗粒砂小礁粒50% ローム粒 ソフト 粗

基盤礁粒40% 炭位少量

満100-1 lOYR2/3 黒褐 粗粒砂ロ ム粒基盤礁粒焼土粒 ソフト 密
極微量炭粒

2 IlOYR3/3 暗褐 粗粒砂小榛粒 10YR6/3火山灰5% ソフト やや組
炭粒少量

311OYR2/3 J品褐 粗粒砂小礁粒10% 基盤礁粒 ソフト やや密
炭粒少量

4 I 10YR3/3 陥褐 粗粒砂小礁粒基盤礁粒炭粒少量 ソフト 密

5 110YR4/4 褐 10YR3/3粗粒砂少量ローム基盤 ややハード 密
礁粒30% 炭粒

6 I lOYR3/3 暗褐 粗粒砂小磯粒10% 基盤礁粒1% ソフト やや密

炭粒少量
7 I 10YR3/4 陪褐 粗粒砂小膿粒 ローム粒基盤礁粒 ややハード 密

少量

満20あ 10YR3/2 m褐 粗粒砂礁粒少量ロ ム粒塊 ソフト やや密

4/3 に.s:ぃ賞褐 ローム粒徴量

潤14イ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂礁粒微量ロ ム粒微量 ソフト や宇密
基盤穣粒5%

ロ lOYR2/2 黒褐 粗粒砂礁粒音量量 10YR7/3火山灰 ソフト 密
極徴量

ハ lOYR4/3 にぷい貰褐 組粒砂礁粒ローム粒 10YR7/8 ややソフト 密

3/4 略拠 火山灰微量

満15-a lOYR3/2 黒褐 粗粒砂礁粒少量 ローム塊 ローム ソフト 宇宇粗

4/3 にぷい賞褐 粒微量

満14イ lOYR3/3 陪褐 粗粒砂礁粒徴量ロ ム粒徴量 ソフト やや密

基盤礁粒5%
ロ 10YR2/2 互1褐 粗粒砂礁粒微量 10YR7/3火山灰 ソフト 密

極徴量
，、 10YR4/3 に.s:い黄褐 粗粒砂礁粒ローム粒 10YR7/8 ややソフト 密

3/4 陪褐 火山灰微量

満15-a 10YR3/2 黒褐踏褐 中盤砂混りの粗粒砂礁魁徴量 ソフト 粗

3/3 ローム粒徴盆焼土位徴量

糟4イ 10YR3/4 陪褐 粗粒砂喋粒多量 ローム粒微量 ややハード やや粗
炭位極徴量

ロ 10YR3/3 陪褐 中粒砂混りの粗粒砂礁粒小礁粒 ハード 密

4/3 にぶい貰褐 ローム(粗粒砂混り〕 ロームプロッ
ク

潤い 10YR4/3 にぷい賞褐 礁粒少量 ロ ム粒少量焼土粒少量 ソフト やや密
炭粒少量

ろ 10YR3/3 時褐 礁粒徴量 ローム粒炭粒徴量 やや密
は 10YR3/3陪褐黒褐 軍曹粒少量 ローム 炭粒微量 ソフト やや粗

3/2 
。こ 10YR5/6 業褐 ローム主体礁粒徴量焼土粒徴畳 ややハード 密

炭粒微量

9滞58ーあ 10YR4/4 褐 礁粒少量ロ ム粒ロ ムプロック ややソフト

4/3 にぶい賞褐 火山灰20% 焼土粒少量炭粒
い 10YR3/4 踏褐 礎栓少量 ローム粒少量炭粒少量 やや密
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う LOYR3/3 陪褐 礁粒少量 ローム粒少量炭粒少量 ソフト 宇宇粗

え 10YR4/4 褐 事聖粒少量 ローム粒少量炭粒少量 ソフト

P1329イ 10YR3/3 陪褐黒褐 粗粒砂基tn聖位基fIl礁炭粒 ソフト やや粗

3/2 
ロ 10YR4/4 褐 粗粒砂基盤礁粒少量進盤礁 ややJ、ード 密

4/3 にぶい黄褐

10YR3/3 陪褐 粗粒砂基盤喋粒多量 ソフト や宇密
イ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂小磯粒30% ローム粒基盤 ソフト 密

際粒30% 炭粒少量

P1323ロ 10YR4/4 褐 粗粒砂ロ ム粒80% 基盤際位10% ソフト 粗
ハ 10YR4/3 にぶい黄褐 粗粒砂礁粒70% ロームプロック 10 ソフト やや粗

% 基盤礁少量
ニ 10YR3/4 陪格 粗粒砂小破粒50% ソフト 粗
ホ 10YR4/4 褐 粗粒砂基盤礁粒50% 基盤礁少量 ソフト 粗
へ 10YR3/4 陪褐 粗粒砂基盤稜少量 ソフト やや密

ト 10YR4/4 褐 租粒砂基盤礁粒多量基盤礁少量 ややハード や宇密

イ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂ロ ム粒微量基盤礁粒少量 ハド やや粗

P1277ロ 10YR4/4 褐 租粒砂小穣粒 ローム粒基盤礁粒 ソフト 粗

4/6 
ハ 10YR3/3 暗褐 細位砂小礎濫多量 ローム粒基盤 ソフト 密

3/4 E聖焼土粒微量
ニ 10YR4/3 にぶい貰褐 細粒砂子基fIl礁粒 Yプト 密
ホ 10YR5/6 賞褐 小礁粒少量 ローム粒基盤破粒 ややソフト 密

P1254イ 10YR3/4 陪褐 粗粒砂小礁粒多量 10YR6/4火山 ソフト 密
3/3 灰少量基盤傑粒焼土粒徴量

ロ 10YR3/3 陪褐 粗粒砂 ローム粒基盤礁粒基盤礁 ソフト 密
ρ10YR3/4 陪褐 粗粒砂 ローム粒基盤礁 Yフト 密

P1401イ 10YR2/3 I!.¥褐陪褐 粗粒砂ロ ム粒基盤礁粒炭粒少 ソフト やや粗

3/3 量
ロ LOYR3/4 陪褐 粗粒砂小磯粒多量ローム粒少量 ソフト やや粗

ロ ムプロック少量炭粒5%
，、 10YR4/3 にぶい賀補 粗粒砂小礁粒多量 ローム位微量 ソフト やや密
~ IIOYR3/4 踏褐 粗粒砂礁粒多量 ローム粒徴量 ソフト やや密
ホ 10YR4/4 褐 粗粒砂ローム基盤礁粒50% ややソフト 宇や密

P1244- 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小礁粒基盤礁粒30% 基盤 ソフト 租
イ 様10% 焼土粒少量炭位少量
ロ 10YR2/3 烈褐 粗粒砂小礁粒30% ローム粒微量 ソフト やや粗

炭粒徴量
ハ 10YR4/3 にふ;ぃ黄褐 粗粒砂 ローム粒微量基盤礁80% ソフト やや粗
ニ 10YR4/4 褐 粗粒砂 ロームプロック30% 基盤礁 ソフト 粗

少量
ホ 10YR3/3 陪褐 粗粒砂際粒50% 小礁粒多量基盤 ソフト 粗

疎少量基盤礁少量炭粒少量
へ 10YR3/3 暗褐 粗位砂軍聖位 ローム粒少量基盤礁 ソフト 密

粒少量焼土粒微量炭粒微量

P1243-a 10YR2/3 照褐 粗粒砂 小礁粒30% ローム粒微量 ソフト 密
b IIOYR3/3 陥褐 粗粒砂小磯粒多量 ローム粒基盤 ソフト 密

3/4 礁粒少量炭粒微量

P938ーイ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小磯粒 10YR2/1ソフトロ ソフト やや粗
ーム30% ロームプロック40% 基盤

E聖粒
ロ LOYR3/3 時褐 粗粒砂 ロームプロッタ80% 基盤礁 ややハード やや密

基盤E聖位多量

ハ 10YR4/4 褐 ローム+10YR3/3租粒砂少量 ソフト 粗
着盤E聖位少量炭位少量

二 10YR4/3 にふ;ぃ黄褐 10YR4/3中粒砂 ローム粒30% ソフト 密
基盤礁少量基盤膜粒少量炭粒少量

P920イ 10YR4/4 褐 組粒砂礁粒ロムロムプロッ ソフト 粗

4/3 にふ;ぃ貰褐 タ炭粒少量
ロ LOYR3/4 陪褐褐 礁粒少量 ローム焼土粒少量 ややハード 密

4/4 
ハ 10YR3/3 陪褐 粗位砂礎粒多量 ローム位少量 ソフト 粗

3/4 ロ ムプロック少量炭粒少量

ニ 10YR4/3 にぷい賀補 粗粒砂 ローム粒 ロームプロック80 ソフト 粗
% 炭粒少量;

P919-イ 10YR4/3 にふ;し、賞褐 粗粒砂諜粒ロム塊 ソフト やや粗

3/3 時褐

P634-イ 10YR3/4 踏裕 粗 駐 砂 礁 粒 (全体に混入) ロ ム ソフト 粗

3/3 粒50% ロームプロック5% 炭粒少

量

Pあ 10YR4/4 褐 粗粒砂 LOYR3/3粗粒砂20% i聖位 ソフト 密
少量 ソフトローム焼土粒徴量
炭粒微量

P627-イ 10YR3/4 陪褐 粗粒 砂 模 小 礁 粒 少 量 ロ ム プ ロ ソフト 粗
ツタ3096

ロ JOYR4/4 褐 10YR3/4粗粒砂30% 小榛粒30% 宇宇ソフト 密鉄(釘?)
ローム 炭粒少量

ハ 10YR4/4 褐 10YR3/4粗 位 砂 少 量 礁 粒 ロ ー ム ハード 密
焼土粒少量炭数少量

ニ 10YR3/4 陪褐 粗粒砂小礁粒10% ロームプロッタ ハード 密
50% 炭魁微量

P614イ 10YR3/4 陪褐褐 粗粒砂礁粒少量小礁粒少量 ロ ソフト 粗
4/4 ム ローム粒微量炭粒微量

P444イ 10YR3/4 陪褐 様粒少量ロ ム粒少量炭粒 ややソフト 宇宇密
ロ 10YR3/4 陪褐 残粒少量 ローム粒2% 炭粒1% ややソフト

ハ 10YR3/4 暗褐 礁粒少量 ローム粒少量火山灰5% ややソフト やや密
炭粒

ニ 10YR4/3 にふ;ぃ黄褐 礁粒15% ローム粒5% 炭粒3% ややソフト やや粗

ホ 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 礁粒少量 ロームプロック焼土粒 ハード やや密
5/8 賞褐 炭粒
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へ 10YR4/3 tこぶし、責褐 礁位1% ロームプロック80% 炭粒l ハード

5/8 貰褐 % 
Pヵ‘ワ a 10YR3/3 時褐 礁位ロム粒焼土粒炭粒

b 110YR2/3 無褐 礁粒少量 ロ ム粒少量焼土粒少量
炭位

c 110YR3/2 黒褐暗褐 ロ ム粒ロ ム プ ロ ッ ク 火 山 灰 ソフト

10YR3/3 炭車立
D 110YR2/2 黒褐褐 ロームプロック 火山灰多量 ソフト

4/4.4/3.5/3にふ;ぃ賀褐

P374イ 10YR2/3 黒褐陥褐 礁粒ロ ム粒基盤粒焼土粒

10YR3/3 炭粒
ロ 10YR3/2 暗褐 粗粒砂礎粒少量 ローム粒少量 ソフト

ロ ムプロック 火山灰炭栓

ハ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂礁粒少量 ローム粒少量 ソフト
ロームプロック 火山灰炭粒

ユ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂火山灰炭粒 ソフト 密
10YR4/3 にふ;ぃ黄褐

Pイ 10YR3/3 暗褐 礁粒ロ ム粒少量焼土粒徴量
炭粒微量

ロ 10YR3/3 暗褐黒褐 楳位 ローム粒焼土粒徴量 ハート

10YR3/2 
ハ 10YR3/2 黒褐 礁粒少量 ローム位少量 ソフト

10YR2/3 
P341イ 10YR2/3 黒褐陪褐 礁粒少量 ロ ム粒少量焼土粒少量

10YR3/3 炭粒徴量
ロ 10YR2/3 黒褐 礁粒少量 ローム粒少量炭粒微量
ハ 10YR2/2 黒褐 型車粒少量 ローム極少量焼土粒微量 ソフト

二 10YR3/3 踏褐 ローム粒少量 ソフト

表 4 20K9 ・ 10 ・ 20J6 ・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 10 ・ 2016 ・ 7 ・ 8南北セクション酉壁土層 <D~D'>
1 -1 10YR3/3 暗褐 !J.¥褐 礁 粒 ロ ム 粒 基 盤 際 砂 利 砂 粒 ややソフト 組草根

2/3.3/4.4/4褐 砕石

2 I 10YR4/3 にぶい賞褐 小磯粒型車粒 ローム粒基盤粒 宇やハード 土器
3/3.3/4 暗褐 』日褐 焼土粒粗粒砂火山灰炭粒
2/3.4/4 褐

II -1 10YR3/4 陪褐 礁粒徴量ロ ム粒徴量砂粒5% ややハ ド

炭粒微量
2 I 10YR3/4 暗褐 様粒ローム粒基盤礁砂粒微量 ソフト

火山灰炭粒徴量
3110YR3/4 暗褐 礁粒ローム粒炭粒 ややソフト

1II-1 10YR3/4 陪褐 喜望粒ロ ム粒炭粒徴量 宇平ソフト

2 110YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒炭粒微量 ややソフト
3 I 10YR3/4 階褐 礁粒基盤礁7cm大30cm大2こ ハード

4 110YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ハード

5 I 10YR3/3 暗褐 ローム粒炭粒徴量 ややソフト

6 I 10YR3/4 暗褐 ローム粒炭粒微量 ややソフト

7 
8110YR3/4 暗褐 粘質礁粒 ハード

9 I 10YR3/4 時褐黒褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック ややソフト

10YR2/2 炭粒
10 I 10YR3/4 暗褐 粘質礁粒 ハード

11 I 10YR4/4 褐 粘質礁粒 ハード I1I-I0より明るい
12 I 10YR4/2 灰賞褐 礁粒 ローム粒基盤位少量火山灰 宇宇 γフト

30% 炭粒
13 I 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 E車位礁ローム位基盤粒炭粒 円一ド 土器焼土粒
14 110YR2/3 県褐 礁粒ローム粒基盤粒炭魁 ソフト

15 I 7. 5YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒ロ ムプロック状 ハード 土器
焼土粒炭粒微量

16 I 7. 5YR4/3 褐黒 整地ローム粒焼土位炭粒
7.5YR2/1 

17 I 7.5YR3/3 暗褐黒褐 碑粒 ローム粒 ロームプロッ ク ソフト

7.5YR3/2 焼 土 粒 炭 粒
18 I 7. 5YR3/3 暗褐 整地 ローム粒 ロームプロヅク ややハード

焼土粒炭粒微量
19 I 7. 5YR4/3 褐 礁位 ローム粒炭位微量 ややハード
20 7.5YR3/1!J.¥褐陪褐 整地 ローム粒 ロームプロック少量 ソフト 土器

3/2.3/3 焼土粒炭粒多量
21 7.5YR3/3 暗褐 際粒ローム位焼土位炭粒微量 ソフト 土器
22 7.5YR3/3 陪褐 ロ ム粒ロ ムプロック焼土魁 ややハード

炭粒少量
23 7.5YR4/4 褐 ローム粒 ロームプロッタ 焼土粒 陶磁器1こ 土器

7.5YR4/3 炭粒少量
24 7.5YR3/3 踏褐 穣粒 ローム粒炭粒少量 ソフト

7.5YR3/4 
25 7.5YR4/4 褐 事聖位 ローム粒 ロームプロック ハード

炭粒微量
26 7.5YR4/3 褐 礁粒ローム粒炭粒少量 ハード

土境30 10YR2/3 黒褐 ロ ム粒火山灰多量焼土粒炭化 ソフト

材

満56イ 7.5YR3/3 踏褐 礁粒ロ ム粒炭粒微量 ソフト

糟6あ 7.5YR3/3 賠褐 ローム粒炭粒徴量 ソフト

い 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒炭粒徴量 ハード

満73あ 10YR2/2 黒褐褐 確粒ロム位ロムプロック ソフト 粘性
10YR4/6 炭粒

い 10YR4/3 にふ:，、賀褐 礁粒 ローム粒 ややソフト

満72A 10YR3/1 黒褐 瞳粒ロム粒ロムプロッ ク基 ソフト

盤粒
炭粒

満治、ワー 10YR3/3 倍褐 穣粒礁ロム粧基盤粒基盤機 ソフト
イ 炭粒
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満49イ 10YR3/3 階褐 碑粒 ロ ー ム粒ロ ー ムプロ~ 17 ソフト

炭粒
ロ 10YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒基盤粒焼土粒 ややソフト

炭誼

糟50あ 10YR3/4 陪褐褐 碑粒ロム粒ロムプロッタ

10YR4/4 炭位徴最

段覆土 10YR3/3 陪褐 礁 粒ロム粒基盤粒炭粒 ややソフト

あ
い 10YR2/3 w.凋 喋粒ローム粒基盤粒玉石 ややソフト
う 10YR3/3 陪褐 ローム粒 ロームプロ， 17 ソフト

え 10YR2/3 黒褐 礁 粒ロム粒基盤粒炭粒 ソフト

お 7.5YR3/2 黒褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック ソフト

炭粒少量
か 10YR4/3 にふ九、賞褐 碑粒 ローム粒ロームプロ~!7 ソフト

満66イ 10YR2/3 泉褐 礁粒ローム粒基盤粒火山灰596 ややソフト
玉石

ロ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒全ローム質基盤粒 ややソフト
ハ 10YR3/3 踏褐 礁粒喋ローム粒基盤粒玉石 ややソフト

糟a 10YR4/4 褐にぶい貰 模粒 ローム粒基盤粒焼土粒 ハード

10YR4/3 褐 全ローム質炭粒

糟b 7.5YR3/2 黒褐 理粒ロム粒ロムプロッ F ソフト

火山灰焼土粒

溝c 7.5YR3/3 嫡褐 礁粒ロ ム粒炭粒微量 ややソフト

糟d 7.5YR3/2 熱格 ロ ム魁ロ ムプロック火山灰 ソフト

焼土粒

潤47イ 10YR3/2 黒褐 ロ ム粒焼土粒炭粒多量 ややソフト
ロ 10YR2/1 泉 ローム粒焼土粒炭粒多量 ややソフト

潤82あ 10YR2/2 黒褐 ロ ム粒炭粒多量 ややソフト

糟39イ 10YR3/3 暗褐 礁粒ロ ム 粒 粗 粒 砂 焼 土 粒 極 徴 ややハド
量 炭粒種微量

ロ 10YR4/4 褐 ローム粒粗粒砂炭粒種微量 ややハード
ハ 10YR3/3 暗褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 粗 粒 砂 炭 粒 徴 量 ややハード
ニ 10YR4/3 にぶい賞褐 ロ ム粒粗粒砂基盤礁炭粒微量 ややハード

10YR4/4 褐

P845イ 7.5YR3/2 黒褐 礁粒ロム粒焼土粒 ややハド

ロ 10YR3/4 暗褐 膿粒ローム粒ロームプロ， 17 ややハード

7.5YR3/3 焼土盤炭粒少量
ハ 10YR4/4 褐 様粒全ローム粒焼土粒炭粒徴量 ハード
ニ 7.5YR4/3 褐 碑粒ローム粒ロームプロ， 17 ややハード

焼土粒炭粒徴量
ホ 7.5YR4/2 灰褐 礁粒 ローム粒焼土粒炭粒徴量 ややソフト
へ 7.5YR4/4 褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 焼 土 粒 炭 粒 微 量 ややソフト
ト 7.5YR4/4 褐 様粒 ローム粒全ロームプロック ややハード

チ 7.5YR4/4 褐 残粒 ローム粒全ロームプロック ソフト

P844イ 10YR2/1 占E 礁粒ロム粒炭粒 ソフト

ロ 10YR3/3 略褐 膿粒 ローム粒 ロームプロッタ ソフト

炭粒
ハ 10YR2/2 m褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック ソフト

炭粒

P999イ 10YR3/3 陪褐 礁粒ロ ム粒焼土粒炭粒少量 ややソフト

P995イ 10YR4/4 褐 礁粒 ロームプロック 基盤礁粒 ソフト

粗粒砂焼土粒炭粒
ロ 10YR3/4 暗褐 韓粒 ローム粒 ロームプロ γ ク ソフト

基盤礁粒粗粒砂炭粒徴量
ハ 10YR4/4 褐 碑粒 ローム粒 ロームプロ~!7 ややハード

粗粒砂炭粒少量
ニ 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒ロームプロック 粗 粒 砂 中 粒 ソフト

砂
ホ 10YR3/4 暗褐 礁粒ロームプロ γタ粗粒砂炭粒 ソフト

徴量

P1003 10YR3/3 暗褐 礁粒粗 粒 砂 焼 土 粒 炭 粒 ややソフト
イ

ロ 10YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒基盤礁位粗位砂 ソフト

炭粒徴量
ハ 10YR3/3 府褐 礁粒ローム粒多量粗粒砂中粒砂 ソフト

10YR3/4 炭粒徴量
ニ 10YR3/4 暗褐褐 礁粒ローム粒基盤礁粒中粒砂 ソフト

3/3.4/4 粗粒砂焼土粒炭粒

P1000 10YR4/4 褐 碑世ロム粒ロムプロック ソフト

イ 10YR4/6 基盤礁中粒砂
ロ 10YR4/4 褐 礁粒基盤礁粒粗粒砂中粒砂 ハード

炭粒少量
ハ 10YR4/6 褐 ロームプロック 基 盤 礁 粒 粗 粒 砂 ややハード

中粒砂

P963-あ 10YR2/3 占県褐 礁粒ロ ム プ ロ ッ タ 中 粒 砂 炭 粒 ソフト

少量

P903イ 10YR3/3 暗褐 礁粒ロ ム粒炭粒微量 ややハド
ロ 10YR3/3 暗褐 基盤礁4cm大5% ややハード

ハ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック 基盤礁50% 炭粒徴
量

表 5 20I18 ・ 17 ・ 16南北セクション西壁土層<E~E'>
I-1 110YR4/3 にぷい黄褐 |榛粒炭粒

1]-] IlOYR3/4 暗褐 |礁位焼土粒玉砂利少量炭粒

凹 117.5YR3/4 暗褐 |ローム粒
217.5YR3/3 陪褐 |礁位 ローム誼炭粒微量 |ソフト
3110YR4/3 にぷい黄褐 |穣粒焼土粒炭位徴量 1/、ード
4110YR3/3 暗褐 |穣粒 ローム粒焼士粒やや多量 |ややソフト

10YR4/3 にぶい賞褐 |炭粒徴量

土器

土器

やや粗

やや密
やや粗
密

密
湿性

混性

密

密

密

やや粗

やや密

平宇粗草根

密

やや密

密

やや粗

やや粗

やや密

粗

土器

土器

やや暗い
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51 10YR4/3 にぷい貰褐 理粒 ローム粒 ロームプロック ややハード
焼土濫やや多量炭粒徴量

61 10YR3/3 暗褐 E聖粒 焼土 粒炭 位徴 量 ややソフト

717.5YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒焼土粒 ソフト

817.5YR3/3 陪褐 穣粒ローム粒焼土粒 ややハード
9110YR4/4 褐 礁粒焼土粒玉砂利 土器
10 1 lOYR4/3 にぶい貰褐 破粒ロームプロック焼土粒炭粒 ややハード

微量
11 1 7. 5YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒多量 ソフト

12 1 lOYR4/4 褐 E聖粒 ロームプロック状焼土粒 ハード
玉砂利炭粒徴量

13 1 7. 5YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック ソフト <llI-11>より明るい
炭粒少量

14 1 7. 5YR3/3 暗褐 礎粒 ロームプロック焼土粒炭粒 ややソフト 土器

少量
15 
16 1 lOYR4/3 にぷい貰褐 礁粒焼土位炭数微量 ややソフト

IOYR3/3 
17110YR4/4 褐 礁粒焼土粒炭栓徴量 ハード 土器
18 1 7. 5YR3/3 暗褐 礁粒ロームプロ γ夕焼土栓炭粒 ハード 土器

微量
19 
20 lOYR4/3 にぷい賞褐 E聖粒 焼土 位炭 位徴 最 ハード

21 
22 7.5YR4/3 褐 諜粒 ローム粒やや多量焼土粒 ハート

23 7.5YR4/4 褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒やや多 ややソフト 土器
量;

24 1 7. 5YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒玉砂利炭粒少量 ややJ、ード

25 7.5YR3/3 陪褐 礁粒 ロームやや多量 ロームプロッ ややハード 明るい
タ 炭粒多量

261 7.5YR3/4 陪褐 磯粒ローム粒 ロームプロック炭 ハード
粒多量

271 7.5YR4/4 褐 ローム粒炭粒微量 ソフト 土器
281 7ιYR4/3 褐 ローム粒火山灰少量 ソフト

土割腔トあ 7.5YR3/3 暗褐 礁粒ロ ム粒焼土粒炭粒徴量 ややハド
い 7.5YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒徴量 ややソフト
う 7.5YR3/3 暗褐 礁粒焼土粒炭粒少量 ややハード
え 7.5YR4/4 褐 全粘質軍聖位焼土粒炭誼微量 ハード
お 7.5YR4/4 褐 礁粒焼土粒炭位置世量 ソフト

満イ 7.5YR3/3 暗褐 礁粒焼土粒微量 土器
ロ 7.5YR2/1 照 礁粒 ローム粒全炭粒多量
ハ 7.5YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒微量

構56イ 7.5YR3/3 時褐 事理粒焼土粒炭位徴量
ロ 7.5YR3/3 陪褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック ハード

焼土位炭粒微量
ハ 7.5YR3/3 暗褐 時褐色 混りなし
ニ 7.5YR3/3 陪褐 礁粒玉砂利少量
ホ 7.5YR3/3 陪褐 E聖位 ローム粒炭粒微量
へ 7.5YR3/3 暗褐 E聖粒 ローム粒火山灰少量炭粒徴

最
糟ワあ 7.5YR4/3 褐 礁粒ロ ム 粒 焼 土 粒 徴 量 玉 砂 利 平宇ハ ド

糟6-イ 7.5YR3/3 陪褐 礁粒ロ ム粒炭粒微量 やや暗い

構イ 10YR4/3 にぷい賞褐 軍軍粒ロ ム粒焼土粒炭粒微量 ややハ ド
ロ 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒ローム粒焼土粒 やや，、ード

ハ 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 やや粘質礁粒ローム位焼土粒 ハード
玉砂利少量炭粒微量

ニユ 10YR4/3 にぶい貰褐 E聖粒 ローム粒炭粒微量
p-イ 7.5YR3/3 階褐 礁粒炭粒微量

ロ 10YR4/3 tこぶし、賞褐 礁粒ローム粒焼土粒炭粒少量 ややソフト
ハ 7.5YR3/3 陪褐 E聖粒 ローム粒 ロームプロァタ 炭 土器

粒少量

表 6 21 日・ 20122東西セクション南壁土層 <F~F'>
1 -1 10YR2I3 黒褐 機粒ロム粒基盤粒 ややソフト C 
1ll-1 10YR3/3 陪褐 軍軍粒 ロ ム粒 ソフト C少量土告書

2 IIOYR2/3 県褐 喋粒 ローム粒 ややソフト C 焼土粒少量
3 1 lOYR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック少量 ハード

lOYR3/4 基盤粒礁

4 1 lOYR3/3 時褐 全ローム質 ややハード
5 IIOYR4/4 褐 全ローム質 ハード 焼土粒徴量
6 1 lOYR4/3 Vこぶし、賞褐 全ローム質小礁 ややJ、ード C微量
7 IIOYR4/3 にぶい賞褐 全ローム質小糠 ややハード C 焼土粒
8110YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒小磯 ややハード C少量
91 10YR3/3 踏褐 礎粒ローム位基盤粒 ややハード C徴量

杭穴ーイ 10YR4/3 に五九、貰褐 援粒ロ ム位ロ ムプロック少量 ソフト

小磯

満57-あ 10YR4/3 にふ;ぃ黄褐 礁粒ロム粒 ややソフト

満56-イ 10YR3/3 陪褐 穣粒ロ ム粒ロ ムプロック少量 ややソフト C 
基盤粒礁

ロ 7.5YR3/3 陪褐 礁位ローム粒礁 ソフト
ハ 10YR4/3 にぶい貰褐 E聖位 ローム位基盤位 ややハード C 
ニ lOYR3/3 踏褐 軍聖位 ローム粒緑黄色礁粒基盤粒 ややソフト C 

少量礁
ホ lOYR3/3 暗褐 礁粒ローム粒基盤粒 ややJ、ード C少量
へ lOYR3/3 暗褐 礁粒ローム粒基盤粒 ややソフト
ト lOYR3/3 時褐 様粒 ローム粒基盤詮 ソフト C 

満6あ lOYR3/3 踏褐 確粒ロム粒ロムプロック ソフト 土器
い 7.5YR3/3 陪褐 E聖位 ローム粒 ロームプロック ややソフト

満59イ lOYR4/3 にぶい糞褐 碑駐ロム粒ロムプロ，" ややJ、 ド C 焼土粒
基盤粒

ロ lOYR4/3 にぶい貰褐 礁粧 ローム粒 ロームプロック多量 ハード C徴量
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ハ 10YR4/3 にぶい貰褐 礎粒ローム粒小糠 ややソフト
二 10YR4/4 褐 礎粒ローム粒基盤粒小礁 ややソフト C 
ホ 10YR3/4 陪褐 硬粒 ローム粒 ロームプロック ハード C 

基盤粒
へ 10YR3/4 陪褐 礁粒ローム粒小磯 ソフト C 土器
ト 10YR3/3 暗褐 事聖粒 ローム粒小礁 ソフト C 
チ 10YR3/3 時褐 礁粒ローム粒小礁 ソフト C 

漕22イ 10YR3/4 踏褐 礁粒 ローム粒火山灰 ややハード

ロ 10YR3/4 時褐 際粒 ローム位 ハード C 
ハ 10YR3/4 踏褐 礁粒 ローム位 ややハード C 

表 19K12 ・ 7 ・ 2 ・ 18K22東西セクション北壁土層 <G~G'>
1 -1 lOYR3/3 暗褐 礁粒砂礁 粗木根

2! 10YR3/4 暗褐 諜粒基盤礁炭粒 ハート

1lI-1 10YR4/3 にぶい黄褐 礎粒 基 盤 礁 J、ド

2 !10YR3/4 暗褐 礁粧ローム20% 砂粒 ハード

3! 10YR3/4 陪褐 礁粒砂粒 ，、ード

4 !10YR3/4 暗褐 礁粒砂粒 ハード

5 ! 10YR3/4 時褐 礁粒砂粒 ハード

満21-イ 10YR3/4 暗褐 礁粒小礁1こロム位 ややJ、 ド

ロ 10YR3/3 時褐 礁粒小E聖火山灰5% 炭粒 ややソフト

ハlOYR3/3 暗褐 礁粒微量 ローム粒 ソフト

潤25あ 10YR3/3 陪褐 礁粒火山灰5% 炭粒 ややハ ド

い 10YR3/4 陪褐 榛粒 ローム粒 ややハード

潤52ーい 10YR3/4 暗褐 礁粒ロ ム粒微量 ソフト

ろ 10YR3/3 時褐 際粒徴量 ローム粒 ソフト

溝24-イ 10YR3/3 時褐 礁粒微量ロ ム粒火山灰40% ソフト

ロ 10YR2/2 J品褐 礁粒 ローム粒徴量 ソフト

ハ 10YR2/2 よ日褐 礁粒微量 ローム粒微量火山灰徴量 ソフト

ニlOYR2/2 占民褐 礁粒微量 ローム粒 ソフト

満51あ 10YR3/4 陪i褐 軍軍粒ロ ム粒火山灰40% ややハ ド

い 10YR3/4 陪褐 礁粒ローム40% ややハード

P39イ 10YR3/4 略褐 礁粒ロム40%
ロ 10YR3/3 時褐 礁粒ローム10%
ハ 10YR3/4 時褐 礁粒ローム50%

P17ーイ 10YR3/4 踏褐 ロームプロッタ30% 砂利 火山灰 ハド

ロ 10YR3/3 暗褐 ロームプロック5% 砂 利 火 山 灰 ややハード
ハ 10YR3/3 踏褐 礁粒ローム濫砂利 ややハード

P53あ 10YR4/4 褐 ロム60% 砂利

P165イ 10YR3/4 暗禍 ロム粒基盤礁砂利 ハド

P195イ 10YR3/1 烈褐 様粒ロ ム粒徴量焼土粒 ソフト

P284イ 102/3 県褐 礁粒小礁ロム粒 ややソフト

表 19L1 0 ・ 19K6 ・ 7 ・ 8南北セクション東壁土層<H~H'>
1 -1 10YR3/4 陪褐 礁粒ロ ムプロック砂粒炭粒 ノ、ド 革、木根

10YR4/3 にぷい賞褐
2 !10YR3/3 附褐 礁粒ローム粒砂粒焼土粒極小 ハード

炭粒徴量
3 !10YR3/4 時褐 草壁粒 ローム粒 ロームプロック 砂 ハード 粗草、木根多量

10YR3/3 粒玉砂利炭粒微量

III-l 10YR3/4 時褐 E聖粒徴量 ロ ム位 J、ド

2 ! lOYR3/3 陪褐 礁 粒微量門様 Iこ ローム粒ロ ハード

3/4 4/3 にふ;し、演褐 ムプロッタ40% 砂利砂粒5%
3! 10YR3/4 時褐 E聖粒徴量基盤礁I叩大 ハード

4 !10YR4/6 褐 礁粒 ローム質 ハード

5 [10YR4/4 褐 際粒ローム質砂粒微量 ハード

6! 10YR4/4 褐 E聖粒 ローム質砂粒微量 ハード

7 [10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 礁粒微量 ローム60% ハード

糟53イ 10YR3/4 踏褐 事聖粒 ロ ム位微量 ややハド

ロ 10YR4/3 にぷい貰褐 型車粒 砂粒徴量 ハード

糟101-あ 10YR4/4 褐 礁粒40% 火山灰微量 ，、ド

い 10YR4/4 褐 E聖粒徴量 ハード

P26ーイ 10YR4/3 にぷい賞褐 礁粒徴量ロ ム10% 炭粒

Pa 10YR4/4 褐 礁粒 ローム質砂粒徴量

PllOィ 10YR4/6 褐 礁粒ロム質 ハド

ロ 10YR4/4 褐 礁粒微量 ローム質砂粒微量 ハード

P1l3イ 10YR3/3 踏褐 礁粒鍛量ロ ム20% 砂利微量
炭粒5%

P195-イ 10YR3/4 陪褐 穣粒微量 ロ ムプロッタ50% 砂粒 ややハ ド

微量炭粒微量
ロ 10YR3/3 陪褐 E聖位徴量 ロームプロック20% 炭位 ややソフト

P196-あ 10YR3/4 暗褐 E聖位徴量 ロ ムプロック30% 砂位 ややJ、 ド

YR103/3 徴量炭粒微量
い 10YR3/3 暗褐 ロームプロッタ30% 砂栓炭粒 5% ややρ ード

P201い 10YR4/4 褐 楳粒徴量 ロ ムプロック60% 砂粒 ハド

P237イ 10YR4/4 裕 礁粒微量 ロ ムプロック50% 砂位砂利炭 ハド

粒

P241-イ 10YR2/3 よ毘褐 礁粒ロム粒砂粒鍛量炭粒 ソフト

ロ 10YR3/4 暗褐 礁粒ローム60% 砂粒徴量炭粒 ，、ード

ハ 10YR2/2 黒褐 礁粒ローム粒炭粒 ソフト 木根
ニ 10YR3/3 時褐 喋粒ローム粒砂粒炭粒 ややハード

P242あ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム80% 砂粒徴量 ，、ード
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置し、同地区全体にまたがっている。桁行6問、梁

間3聞の南北棟を想定した。建物軸線はN39"Wで

ある。桁行は全長36尺で、柱聞は6尺等間である。

南端柱穴を欠失する。梁聞は全長19.5尺で、柱聞

は6.5尺等間である。建物内部は北側部分では桁行

2間目及び梁間部分にも間仕切が入札総柱状とな

る。南側部分でも桁行2間自に間仕切が入札梁間

部分にも東1JWl間自に間仕切を持つ。他建物跡との

関係では東側桁行 P173が1号建物跡柱穴に切ら

れ、北側梁間ではP67、57が3号建物跡柱穴に切ら

れる。地割面積64.54m'、建物跡面積もほぼ同じで

ある。溝52がこの建物跡に付属すると考えられ

る。

第3号建物跡(第8図〉 調査区北端18K16、17、

21、22、18L20、25、19K1， 2区の地割面内に位

置し、同地区全体にまたがっている。桁行5問、梁

間3聞の南北棟を想定した。建物軸線はN38.5" W 

である。桁行は全長33尺で、柱聞は6.6尺等間であ

る。南端柱穴を欠失する。梁聞は全長19.2尺で、

柱聞は6.4尺等間である。建物内部は北側部分では

桁行l問、梁聞は東から1間自に間仕切が入る。南

側部分では桁行2問、梁聞はこの部分にすべて間仕

切が入札総柱状となる。他建物跡との関係では

西側桁行柱穴P191は1号建物跡柱穴、 P56は2号建

物跡柱穴を切っている。地割面積64.54m'、建物跡

面積58.2m'。溝24がこの建物跡に付属すると考え

られる。

第4号建物跡(第9図) 調査区内19L5、19K6、

7、11、12の地割面内に位置し、この内19K6、7区

を中心に位置する。桁行3問、梁間3間の南北棟を

想定した。建物軸線はN40"Wである。桁行は全

長19.8尺で柱聞は6.6尺等聞である。梁間は桁行と

全長、柱聞は全く同じである。東西桁行、南側梁

間の柱穴l基を欠失する。南西端柱穴はこの筒所で

の柱穴の切り合いが激しくつかめなかった。他建

物跡との関係では、残存している柱穴すべてが7号

建物跡柱穴に切られている。同地割面内にある竪

穴74、75よりも新しい。地割面積94.5m'の内建物

面積36m'である。

第5号建物跡(第10図) 調査区内19L5、19K

6、7、11、12の地割面内に位置し、この内19K6、

7区を中心に位置する。桁行4問、梁間3間の南北棟

を想定した。建物軸線はN40・Wである。桁行は

全長25.7尺。柱聞は北から6.6尺、 7.9尺、 5.6尺、
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5.6尺である。梁聞は全長19.2尺。柱聞は6.4尺等

間である。建物内部は桁行北から2間自に間仕切、

それをさらに梁間1聞で仕切っている。他建物跡と

の関係では、 6号建物跡柱穴により、南側梁間柱穴

P242、229が切られている。 地割面積94.5m'の

内建物面積45.18m'である。溝38がこの建物に付属

する。尚中世の通路側溝である溝55がこの溝38と

同時に機能したと考えられる

第6号建物跡(第11図〉 調査区内19L5、19K

6、7、11、12の地割面内に位置し、この内19K6、

7区を中心に位置する。桁行4問、梁間3聞の南北棟

を想定した。建物軸線はN3TWである。桁行は

全長23.1尺。柱聞は北から8.9尺、 6.6尺、 7.6尺で

ある。梁聞は全長19.1尺。柱聞は東から6.6尺、 6.6

尺、 5.5尺である。建物内部は側柱のみで間仕切も

なく、比較的小規模な建物である。他建物跡との

関係では南側梁間P241、228が5号建物跡を構成す

る柱穴を切り、 7号建物跡柱穴に切られている。ま

た西側桁行P150、205が7号建物跡柱穴に切られ

る。地割面積94.5m'のうち建物面積40.53げであ

る。溝25がこの建物跡に付属する。なおこの溝25

と中世の通路倶~溝である溝55が同時に機能したと

考えられる。

第7号建物跡(第12図〉 調査区内19L5、19K

6、7、11、12の地割面内に位置し、この内19K6、

7区を中心に位置する。桁行6問、梁間3聞の南北棟

を想定した。建物軸線はN39・Wである。桁行は

全長38.4尺、柱聞は北側2問、南側2聞は5.9尺で中

央部分2聞は6.9尺、 7.9尺となる。梁聞は全長19.8

尺。柱聞は6.6尺等間である。建物内部は北側部分

では桁行2問自に間仕切が入札この空間の中でさ

らに梁間北側西から1間目が仕切られる。南側部分

では桁行、梁間ともすべてに間仕切が入り総柱状

となる。またこの建物跡中央部分P109、199、158、

141で固まれた空間には堅致な盛土層が厚く堆積

している。他建物跡との関係では東側桁行P109、

199、240f-.t4号建物跡柱穴を、西側桁行中央部P148

は6号及び4号建物跡柱穴を切っている。梁間部分

でも P226、217は、 4号及び6号建物跡の柱穴を切

っている。地割面積94.5m'のうち建物跡面積は

69.84m'である。この地割面の中で最も新しい建物

跡である。溝21がこの建物跡に付属する。

第8号建物跡(第13図〉調査区内19L5、19K6、

7、11、12区の地割面内に位置し、この内19K6、
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7、11、12区に位置する。桁行3問、梁間2聞の南北

棟を想定した。桁行は全長21.7尺。柱聞は北から

2聞は7.6尺、南側1聞は6.5尺である。梁聞は全長

14.2尺で、柱聞は7.1尺等聞である。建物跡は側柱

の建物で、同じ地割面のどの建物跡とも柱穴が重

複していなし、。またこの建物跡を区画する溝も検

出されていない。同じ地割面内の4-7号の建物跡

は相互に柱穴の切り合いが見られ、竪穴74、75と

も重複し竪穴より新しいが、この建物跡について

は竪穴とも切りあっておらず新旧関係も不明であ

る。地割面積94.5m'のうち建物跡面積28.251m'

櫛列 (付図〉

櫛列①・・・前述の4-8号建物跡が存在する地割面北

端部にP29、20、10、7を結ぶラインがある。全長

19.8尺で3間であり、柱聞は6.6尺等聞である。柱

痕跡は10cm内外で細い。

栂列②・・・前述の4-8号建物跡が存在する地割面北

端部にP27、19、12、4を結ぶライン。全長18.9尺

で3間である。柱聞は6.3尺等間である。柱痕跡は

10cm以上あり、櫛列①に比し太い。軸線、建物跡

との距離からみてこの2列の柵列はこの地割面で

最も新しい7号建物跡に付属するものと考えられ

る。(第1-8号建物跡:斉藤〉

第 g号建物跡(第14図) 調査区東、 19K15区周

辺に位置する。桁行2間以上、梁間 2聞の南北棟?

の建物跡を想定した。柱間寸法は、桁行方向は 6

尺 6寸等問、梁間方向は6尺 9寸等間である。柱

穴の切り合い関係により第10号建物跡より古いも

のと考えられる。

第1日号建物跡(第15図):調査区東、 19K20区周

辺に位置する。桁行 3問、梁間 2聞の東西棟の建

物跡を想定した。柱間寸法は、桁行方向は6尺 3

寸等問、梁間方向は 8尺等間である。柱穴の切り

合い関係により第11号建物跡より古いものと考え

られる。(第 9・10号建物跡:松田〉

第11号建物跡(第16図):調査区東、 19K20区周

辺に位置する。桁行 5問、梁間 3聞の南北棟の建

物跡を想定した。建物の北を中央通路に平行に掘

った溝48と建物の西側を掘った溝2によって区画

される。柱間寸法は、桁行方向は南第 2・3聞が

5尺 9寸、他は 6尺 9寸、梁間方向は東第 1聞が

4尺 8寸、他は 5尺 9寸である。(柳沼〉

第12号建物跡(第17図):調査区東19K20区周辺

に位置する。桁行 6間×梁間 3聞の南北棟の建物

跡を想定した。間取りは二通り考えられる。 1つ

はP413・436により 3間X3間(九間〉の 2部屋

に仕切られ、さらに北側は、部屋の東側を 3間×

1聞に仕切っている案。もう一つは、南第 l間で

1 x 3聞に仕切られ、北第 2聞で P363と土嬢

39 (柱穴?)に仕切られる案である。前者では、

北より 3間x1問、 3間x2問、 2間x3問、 3

間x3間となり、後者では北から 2間x1問、 2

間x2問、 l間x3問、 2間x3問、 l関x3間

とし、う部屋割りになる。柱間寸法は、桁行方向は

北第 1・2聞が 6尺 6寸で、他は6尺 2寸、梁間

方向は 6尺 6寸等間である。建物の北は、中央通

路に平行に掘られた溝12によって区画されてい

る。柱穴の切り合い関係により第11号建物跡より

も新しいものと考えられる。(柳沼・松田)

第13号建物跡(第18図〉 調査区東、 19K20区周

辺に位置する。桁行 6問、梁間 3聞の南北棟の建

物跡を想定した。建物の北及び西をL字形に掘っ

た溝4によって区画される。長軸は若干東に傾く。

P364・370・425・451によって、 3つの 2間x3 

聞の部屋に仕切られ、さらに北の部屋ではP310に

よって 2間x1間と 2間x2聞に、南の部屋でも

P443によって 2間x2間と 2間x1聞に仕切ら

れると考えられる。桁行方向は中央の 2聞が 7尺

6寸、他は6尺 6寸、梁間方向は東第 1聞のみ 6

尺 3寸、他は6尺 6寸である。柱穴の切り合い関

係により第11号建物跡よりと考えられる。(柳沼〉

第14号建物跡(第19図〉 調査区東、 19J 18区周

辺に位置する。南側を溝38(95年調査番号〉で画

される桁行 3間×梁間 3聞の東西棟の建物跡を想

定した。柱間寸法は、桁行方向は西第 1聞のみ 7

尺で、他は 7尺 9寸、梁間方向は北第 1聞のみ 5

尺 3寸で、他は 4尺 1寸であり桁行方向の柱間寸

法がかなり長い。

P507・521は平成 7年度調査第26号建物跡 (平

成 7年度調査概報P28・56)の想定柱穴と重複す

るため、後日改めて検討したし、。(松田)

第15号建物跡(第20図〕 調査区内東側19J 21、

22、19K25、20k5、2111、2区の地割面内にあり、

この内19J 21、2011区を中心として位置する。桁

行3問、梁間3聞の南北棟を想定した。建物軸線は

N31" Wである。桁行は全長18.7尺で、柱聞は北

から2聞は5.9尺、残り 1聞は6.9尺である。梁間は

全長19.1尺で、柱聞は東倶n聞は7.3尺、残り 2聞は

21 
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5.9尺である。建物平面形は側柱のみで、間仕切も

なく小規模な建物である。溝15がこの建物跡に付

属する溝と考えられるが、他建物跡との重複関係

もなく不明な点、が多い。地割面積72げの内建物跡

面積は32.83m'と半分にも満たない。

第16号建物跡(第21図〉 調査区内東側19J 21、

22、19K25、20k5、21]1、2区の地割面内にあり、

この内19J 21、22、19K25、20K5区を中心として

位置する。桁行5問、梁間3聞の南北棟を想定した。

建物軸線はN30.5・Wである。桁行は全長33.3尺

で柱聞は北から6.4尺、 7.1尺、南側3聞は6.6尺等

聞である。梁聞は全長18.6尺で、6.2尺等聞である。

建物内部は桁行北から2間目、南から1間目に間仕

切をもっ。北側梁間2基の柱穴には底部分に平坦な

れきが据えられている。他建物跡との関係では西

側桁行P606、633が17号建物跡柱穴に切られる。

竪穴72より新しい。溝19がこの建物跡に付属する

と考えられる。地割面積72m'、建物跡面積61.5m'。

第17号建物跡(第22図〉 調査区内東側19J 21、

22、19K25、20K5、21]1、2区の地割面内にあり、

この内19J 21、22、19K25、20K5区を中心として

位置する。桁行4問、梁間3聞の南北棟を想定した。

建物軸線はN29" Wである。桁行は全長26.1尺で、

柱聞は北から6.9尺、 6.3尺、 6.3尺、 6尺である。

梁聞は全長19.5尺で、柱聞は東から7.3尺、残り2

聞は6.1尺である。欠失柱穴が3分のl程あり、西側

桁行のみ柱穴がすべてそろっている状態である。

他建物跡との関係では西側桁行柱穴P632、東側桁

行柱穴P649が16号建物跡柱穴を切っている。竪穴

73より新しい。溝14がこの建物跡に付属する。地

割面積72m'の内建物跡面積46.5m'。

第18号建物跡(第23図) 20 J 6、7、11、12、

20K10、15区の地割面内にあり、 20J6、 7、11、

12区を中心として位置する。桁行5問、梁間3間の

南北棟を想定した。建物軸線はN30"Wである。

桁行は全長35尺、柱聞は北から2閉までは7.3尺、

残りは6.6尺、7.3尺、6.3尺である。梁聞は全長16.5

尺、柱聞は、東から5.9尺、残り2聞は5.3尺である。

建物内部は桁行南側1間目に間仕切を持つ。他建物

跡との関係では東西桁行北から2間目までの柱穴

は19号建物跡柱穴に切られている。溝39がこの建

物跡に付属する。地割面積72m'の内建物跡面積

53.3m'。

第19号建物跡(第24図) 20 J 6、7、11、12、

36 

20K10、15区の地割面内にあり、 20J6、 7、11、

12区を中心として位置する。桁行6問、梁間3聞の

南北棟を想定した。建物軸線はN29"Wである。

桁行は全長36.9尺、柱聞は北から2間目までは6.6

尺、残りは6.9尺、 5.1尺、 5.1尺、 6.6尺となる。

梁聞は全長17.4尺で5.8尺等間である。建物内部は

桁行南側l聞に間仕切を持つ。他建物跡との関係で

は東西桁行の2間目及び3間目の柱穴が18号建物跡

柱穴を切っている。また西側桁行北から5間目 P

10日、北側梁間 P893が20号建物跡柱穴に切られ

る。溝38がこの建物跡に付属する。地割面積72m'

の内建物跡面積59.1m'。

第20号建物跡(第25図) 20 J 6、7、11、12、

20K10、15区の地割面内にあり、 20J6、 7、11、

12区を中心として位置する。桁行6問、梁間3聞の

南北棟を想定した。建物軸線はN29.5"Wである。

桁行は全長40.3尺、柱聞は北から5聞は6.6尺等問、

残り南倶ijl聞は7.3尺となる。梁聞は全長18.6尺、

柱聞は6.2尺等聞である。建物内部は桁行の北から

2聞に間仕切、梁間では東からl間目に間仕切を持

つ。さらに桁行の南からl間自にも間仕切を持つ。

他建物跡との関係では桁行の北から6間目 P1014、

梁聞東から2間目 P892が19号建物跡柱穴を切って

いる。溝10がこの建物跡に付属する。地割面積72

m'の内建物跡面積68.9m'o (斉藤)

第21号建物跡(第26図):調査区西、 20J 11区周

辺に位置する。桁行 5間以上、梁間 2聞の南北棟

の建物跡と想定した。北西側の柱は失われてしま

ったと考えられる。柱間寸法は、桁行方向は東第

1間~第 3閉までは5尺 6寸、他は6尺 6寸、梁

間方向は 6尺 6寸等間である。南第 3間で P

1256・1265によって仕切られると推する。 P1239・
1286には根石がある。柱穴の切り合い関係から、

第22号建物跡より古いものと考えられる。

第22号建物跡(第27図〉 調査区西、 20J 11区周

辺に位置する。桁行 5問、梁間 3聞の南北棟の建

物跡と想定した。南側と西側を溝 7で画されてい

ると考えられる。北第 1間と南第 1聞に間仕切り

があり、中央に 3間x3間(九間〉の部屋を持ち、

南北両側に 1間X3聞の部屋を持つ。柱間寸法は、

桁行方向は南第 2聞のみ 6尺 6寸、他は 7尺 1寸、

梁間方向は東第 1聞が 7尺 6寸と広く、他は 6尺

6寸である。 P1205・1242には根石がある。柱穴

の切り合い関係から、第21号建物跡より新しく、



第23号建物跡より古いものと考えられる。

第23号建物跡(第28図) 調査区西、 20J 11区周

辺に位置する。桁行 6問、梁間 3聞の南北棟の建

物跡を想定した。南第 1間と北第 2聞を間仕切り、

中央に 3間x3間(九間)の部屋をもっ。さらに

北側の 2間x3間分は、 2間x1間と 2間x2聞

に仕切られる。この間取りは隣接する地割 C20K

5区他〉に位置する第20号建物跡と共通である。

柱間寸法は、桁行方向は南第 1聞のみ 6尺 1寸で、

他は6尺 6寸。梁間方向は東第 l聞が 6尺 3寸、

他は5尺 9寸であり同じ間取りの第20号建物跡よ

りは若干短い寸法である。柱穴の切り合い関係に

より第22号建物跡より新しいものと考えられる。

第24号建物跡(第29図):調査区南、 20J 9区周

辺に位置する。桁行 6問、梁間 3聞の南北棟の建

物跡と想定した。南第 2間と北第 2聞に間仕切り

があり、中央に 2間x3間(六間〉の部屋を持つ。

北第 l聞は庇と考えられるが、この建物を区画す

る溝66を切っているため、後の増築であることも

考えられる。後述の第26号建物跡と共通点が見ら

れる。推測ではあるが南側 2間x3聞は、さらに

2間x2聞と 1間X2聞の部屋割になっていたと

考えられる。南側は立木のため未調査であり不明、

又南東部分は緩やかに傾斜しており削平されてい

ると考えれる。柱間寸法は、桁行方向は南第 1・

2聞が 6尺 6寸、他は5尺 9寸、梁間方向は5尺

9寸等間である。北庇は3尺である。南の側柱列

に見られる溝は、建築史の鈴木亘先生から地覆の

痕跡ではないかとのご教示を得た。しかし、溝49

には区画溝に見られるような小柱穴も見られ、区

画溝の可能性もある。また、 P761には柱材が残っ

ていた(第46図11)。切り合い関係から第77・80号

竪穴建物跡よりもあたらしいものと考えられる。

第25号建物跡(第30図):調査区南東、 20J 19区

周辺に位置する。桁行三問、梁間二聞の南北棟の

建物跡を想定した。柱間寸法は、桁行方向は北か

ら6尺 6寸、 5尺 2寸、 5尺 9寸と不揃いだが、

梁間方向は 6尺 6寸等間である。切り合い関係か

ら第26号建物跡より古いものと考えられる。

第26号建物跡(第31図):調査区南東、 20J 19区

周辺に位置する。 2間X3聞の空間(六間〉が 2

っと l間X3間の空聞を 1つ持ち、東面と北面に

庇をもっ南北棟の建物を想定した。間仕切りは南

第 2聞と第 4間にある。本年度調査区の中で一番

大型の建物跡である。柱間寸法は、身舎の桁行方

向が 7尺 2寸等問、梁間方向は6尺 8寸等間で、

北庇は 4尺 6寸、東庇は5尺である。身舎の柱間

寸法は、勝山館跡の掘立柱建物で見られる柱間寸

法としては長い。 P1055・1062・1067.1073・1103・

1106・1109・1110・1121・1131と南側の柱穴想定

位置には根石があり、特にP1041には平らな石を

3枚も重ねていた。 P1180には柱材も残っていた

(第46図12)020121区周辺が若干空閑地があり常

曲輸との段差も少ないので、ここが建物のアプロ

ーチのーっとも考えられる。区画の南東区付近の

段縁は、第76号竪穴建物跡の東壁を若干削って作

られており、その部分に石積を約 4mにわたって

検出した。切り合い関係により第76・78・79号竪

穴建物跡よりも新しいものと考えれる。また、建

物を区画する溝22が、一番新しく作られた櫛列(溝

6)を切っている状況から溝 6より後か、ほぼ同

時期に存在していたと考えられる。(第21-26号建

物跡松田)

(4)竪穴建物跡、土坑、通路跡

a 竪穴建物跡

第66号竪穴建物跡(第32図):平成 7年度調査区

と重複する19J 11・12区に位置する。北角にある

入口は、 7年度調査で土墳としたが、覆土がほと

んど同じで切り合い及び壁の立ち上がりがはっき

りしないこと、柱穴がこの付近にないことから 7

年度調査結果を修整して入口とした。柱は前述し

た北角を除く四隅及びその中聞に 1本ずつの計 7

本で、規模が小さい割にはしっかりした建物であ

る。壁の内側には板を打ち込んだ跡と思われる細

長し、小穴が並んでいるが、北西壁のものが柱の間

にあるのに対し、南西と北東の壁のものは柱穴の

やや外側に位置する。中央には根太跡と思われる

溝があった。また、分布が集中していないため図

示し得なかったが、底面と根太跡からは砂利が検

出されので、底面に砂利を敷いて使用していた可

能性がある。

覆土は、基盤礁を多く含んだやや赤みがかった

暗褐色土が中心である。この土は周囲の地山と同

じであることから、整地等で生じた土を使って一

気に埋め戻したものと考えられる。

遺物は陶磁器、鉄製品、スラッグ、骨角器、石

製品が出土したが、底面に近いものがあるものの、

全て覆土中から出土したものである。陶磁器は白
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磁皿(遺物分布図18、20、31、以下同じ〉、染付碗

(2、4、18、27、30)、染付皿(3、 10、15、16、

23、24、28、29)、瀬戸美濃灰粕碗 (20)、瀬戸美

濃灰粕皿cl、6、8、9、12、22、25、26)、瀬

戸美濃鉄勅碗c7、 13)、越前播鉢(5)、陶鍍(14)

が出土した。鉄製品は、釘cl、 2、3、4、 5)

と鍋 (6)が出土した。石製品は砥石(1)、用途

不明(3)、縄文期の装飾品 (2)が出土した。骨

角器は全て基部のみの欠損品で用途不明だが中柄

と思われる。この竪穴の北東約 2mの地点に骨角

器が23点出土した'95土嬢40があり、何らかの関

連があるかも知れないが、ここでは可能性を示す

に留める。(佐藤〉

第70号竪穴建物跡(第34・35図 PL. 2) 調査

区東、 19K20区に位置する。東方向に張り出した

入り口を持ち、長辺約2.8m、短辺約2.3mの規模で

ある。焼失建物跡である。上部は若干削平されて

いるようだが、炭化材が多量に残っていたため建

物構造を推定するうえで貴重な資料が得られた。

底面には 1-2cm大の玉砂利を敷き、中央北寄り

にある東西潟は転ばし根太の痕跡と考えられる。

柱穴は全部で 8本で、柱材は約12cmの角材を半分

にした半柱を使用している。柱はすべて長辺を南

東一北西方向に向けてあり、間柱は大きな面を壁

に接していなかったことがうかがえる。西壁と北

壁には細長いピットが検出され、板状の杭のよう

なものが打ち込まれていたと考えれる。切り合い

関係により第14号建物跡より古いものと考えられ

る。

遺物(第35図〉の 1-3は和釘。 4は碁筒底の

染付皿で、見込みには寿の文字が描かれている。

5-8・10はガラス玉で、無色透明(3)のもの

と淡い青緑色の半透明のもの (5・6• 9・10)

の計 5点、出土している。 8のピーズ玉が2つ重な

った様な形状のものは、玉の一種と思われるが材

質は不明である。鉄鍋は二枚が重なった状態 (11

が上、 12が下)で出土している。ほぼ水平状態で

置かれたような状況で出土したので、竪穴建物焼

失時のもので、そのまま放置されたものと考えら

れる。 12は吊耳式のもので底部には 3足が付く。

接合は出来なかったが、一括出土した底部片は一

文字湯口である。 11も吊耳式のものと思われる。

炭化物には小豆や米が見られるが、他にも穀物の

一種と考えられるものが多量に出土している。

50 

砂利数の底面であることや、焼失建物跡である

ことは、平成 6年度調査で検出した第59号竪穴建

物跡と同じであるため、今後比較検討を加えて、

併せて後日詳細な報告をしたい。(松田〉

第71号竪穴建物跡(第33図)19K24、25区、第

15-17号建物跡がある地割面北端に位置する。平

面形は隅丸方形であり、南南東方向に軸線を持つ。

規模は2.1mx2.4m程である。入り口張り出し残

存部は60cmX75cm程である。第72号建物跡に切

られている。深さは5cm内外である。面積5.04m'、

張り出し部分0.45m'

第72号竪穴建物跡(第33図) 19K24、25区第

15-17号建物跡がある地割面北端に位置する。平

面形は隅丸方形であり、南南東方向に軸線を持つ。

規模は2.1mX2.2m、深さは20cm程である。入り

口張り出し部分は70cmx60cmである。内部は壁

面に添うように6基の柱穴が確認されている。柱穴

は軸方向に直交する EP B-B'間では全長5.5尺

程であり、柱聞は2.75尺等聞である。それに対し

て直交する方向は全長5.1尺で2.55尺等間となる。

覆土全体はさほど堅致ではなく、ロームプロック

の比率も低い。面積4.62mヘ張り出し部分0.42凶。

他遺構との関係では第16号建物跡、溝14、15、95

等に切られ、第71号竪穴建物跡を切っている。

第73号竪穴建物跡(第32図) 19K24、25区第

15-17号建物跡がある地割面中央に位置する。平

面形はほぼ方形を呈し、北東方向に軸線をもっ。

規模は2.3mX2.4m、深さは最も深いところで約

70cmである。入り口張り出し部分は1.1mx70cm

であり、緩い傾斜を持つ。内部には壁面に添うよ

うに8基の柱穴が確認されている。軸方向であるE

PB-B¥E PD-D'間では、全長6.6尺で、柱

聞は3.3尺等間である。直交する EP A-A'間で

は全長6.3尺で、柱聞は3.3尺、 3尺である。 EPC

-C'聞では全長が6尺であり、 3尺等間となる。そ

れぞれ5-6cm程の隅丸、円形の柱痕跡がある。ま

た幅2-3cm、長さ15-30cmの板材を土に埋め込

んだと考えられる溝状の痕跡も確認されており、

柱穴に沿って内部を回る。覆土の状態は入り口張

り出し部分には床面直上に厚さ数cmの小砂利の

堆積が見られる。また床面より 10cmほど高い箇所

に炭化物が2-3cm程堆積する。特に西側に厚い堆

積が見られる。覆土全体はロームが主体をなした

土であり、非常に固くしまっており埋め戻しの状



況を呈している。面積5.52m'ヘ張り出し部分0.77

d。他建物跡との関係では、 17号建物跡柱穴に切

られている。

第74号竪穴建物跡(第33図) 19K7区第4-8号

建物跡がある地割面南側に位置する。平面形は隅

丸方形を呈する。規模は2.5mx2.5m程。深さは10

cmで極めて浅L、。入り口張り出し部分は確認でき

なかった。内部には壁面に沿うように8基の柱穴が

確認されている。 EP A-A'聞では全長6.9尺、、

柱聞は北西より、 3.6尺、 3.3尺である。直行する

E PD-D'聞では全長6.5尺、柱聞は南西から3

尺、 3.5尺である。いずれも確認された柱痕跡は8

cm内外で、細い。面積6.25m'。他建物跡との関係

ではこの地割面で確認された5-8号建物跡柱穴に

切られており、深さも極めて浅く、この地割面が

作られる際に壁面が削平されたと考えられ、第

4-8号建物跡が作られる以前の遺構と考えられ

る。

第75号竪穴建物跡(第33図) 19K712区第4-8

号建物跡がある地割面南側にあり、第74号竪穴建

物跡の南西部に位置する。規模は約2.7mx2. 7m、

深さは20cmである。入り口張り出し部分は南西部

大礁の東側の若干の壁面の張り出しと思われる。

内部には壁面に沿うように6基の柱穴が確認され

ている。 EP A-A'間では全長6.6尺で、柱聞は

3.3尺等聞である。 EPD-D'間では全長6.8尺、

柱聞は東から4.1尺、 2.7尺となる。覆土にはロー

ムプロック、炭化物等が入札下部はややソフト

であるが、上面は聞くしまっており、埋め戻しの

状態を呈する。面積7.29m'。他建物跡との関係で

は5-7号建物跡に付属する3つの溝より古い。また

この地割菌の第4-8号建物跡の柱穴に切られてい

るため、第74号竪穴建物跡と同様第4-8号建物跡

が作られる以前の遺構と考えられる。

(第71-75号竪穴建物跡:斉藤〉

第76号竪穴建物跡〔第36図):調査区20J 16区に

位置する。第26号建物跡が存在する地割造成時に

東壁が一部切られているため正確なプランは不明

だが、推定方約3.1m規模に西方向に出入口となる

張り出しを持つ、焼失建物跡である。屋根材と思

われる萱のような炭化材が、南北方向に束になっ

て多量に出土した。茅の方向から東西棟の妻入と

推測される。また、北壁際では炭化した板材(壁

材?)を検出した。 P1124とP1132が西壁の柱穴

と推される。南壁には柱穴の聞に浅い溝が検出さ

れ、西壁には板状のものが打ち込まれたと考えら

れる溝と小柱穴が検出された。入り口では左右に

小柱穴を 2個づっ検出した。切り合い関係から第

26号建物跡よりも古いものと考えられる。

第77号竪穴建物跡(第36図):調査区南20J 9区

に位置する。長辺約2.2m、短辺約 2m。柱穴が壁

よりやや外側に作られるという特異な形態であ

る。柱穴は2個重複していることから、作り替え

がなされたと考えられる。底面に転ばし狼太の痕

跡と思われる浅く細い溝が南北方向に 3条、それ

を繋ぐ様に直交する溝が 2条検出された。南半分

でも同様の溝を確認したが、図化する前に失って

しまった。この様に縦横に走る転ばし根太痕跡か

ら床張構造であったと推測する。遺物は越前菱、

白磁皿、鉄鍋(第46図7)などがある。切り合い

関係から第24号建物跡より古いものと考えられ

る。

第78号竪穴建物跡(第37図):調査区20J 25区に

位置する。第79号竪穴建物跡に先行して存在した

と推される。覆土の観察では別の掘り込みが見ら

れないことから、主体部の規模は第79号建物跡よ

り小さいか、若しくは同じと考えられる。北方向

に出入口と思われる張り出しを持ち、小柱穴を左

3右 2個づっ検出した。柱穴はP1153・1159・

1403・1171・1175?がこの竪穴に属する柱穴と考

えられるが、他にも第79号竪穴建物跡に属するも

のや、 P1150・1155・1169・1173・1179で一つの

建物を構成すると考えられる柱穴群が存在し複雑

である為、全体的に再検討が必要である。

第79号竪穴建物跡(第37図〉 調査区南西、 20J 

25区に位置する。東方向に出入口と思われる張り

出しを持ち、長辺3.1m、短辺2.7mの規模である。

主体部は第78号竪穴をそのまま、若しくは拡張し

た利用していると考えられる。柱穴痕跡の形態か

ら柱は半柱を用いていたようである。柱穴はP

1151・1158・1162・1164・1166・1170・1175・の

8個が属すると考えられる。底面には土止めの壁

や床を支える材(根太?)の痕跡と思われる溝が

2・3条検出されたが、第78号竪穴建物跡に属す

るものもありそうなので再検討が必要である。東

壁南よりに炭化物範囲が見られ鉄鍋の底部が出土

した。覆土には埋め立てに使用されたと考えられ

る大量の礁が集中して見られた。切り合い関係に
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より第26号建物跡よりも古いと推される。

第80号竪穴建物跡(第 5図):調査区南東、 20J 

10区に位置する。立木のため完掘できなつかった

のでプランは確定できなかったが、長辺1.7m以

上、短辺1.6mの長方形と推定する。壁際の西・南

部分に浅い溝を検出したが、竪穴建物跡に伴うと

思われる柱穴は見られない。竪穴建物跡というよ

りは大型の土壌と考える方がよいのかも知れな

い。切り合い関係により第24号建物跡より古いと

推される。

第81号竪穴建物跡(第36図):調査区南東、 201

1区に位置する。昨年度調査区に隣接して発見さ

れた。東半分は平成7年度調査検出の第41号建物

跡等4回の立て替えが確認された地割面の造成に

より削り取られているが、南方向に張り出しの出

入口を持つ方約 2mのプランを想定できる。底面

中央西寄りに、骨片を多量に含んだ炭化物範闘を

検出した。西・北壁際には柱穴を繋ぐ溝が検出さ

れた。柱穴は全部で 7個検出した。東部に集中す

る小柱穴は、平成 7年度調査建物跡に伴う区画溝

のものと考えれる。

(第76-81号竪穴建物跡松田)
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表 9 竪穴建物跡セクション土層観察表

竪穴74
(SPA-A') 

イ 10YR4/4 褐 全面ローム 砂位徴量 ハード
ロ 10YR3/3 暗褐 ロームプロ ック 基盤礎砂位徴量 ，、ード

ハ 10YR3/3 陪褐 ロームプロ ック 40%ローム粒礎控 ややハード C微量
砂粒徴量

ニ 10YR3/2 暗褐 ロ ー ム 粒 礁 粒 砂 粒 微 量 や宇，、ード C徴量
ホ 10YR3/2 陪褐 基盤礁砂利徴量 やや，、ード C30% 
へ 10YR4/4 裕 全面ロ ム ハード C極少
ト 10YR4/4 褐 全面ローム ，、ード C極少
チ 10YR4/3 にふ;ぃ賞褐 ロームプロッタ ハード C徴量
り 10YR3/3 暗褐 砂粒徴量砂利4-3cm大2個 や宇ソフト C40% 
ヌ 10YR3/2 黒褐 ロームプロック20% i聖位徴量 ややソフト
ル 10YR3/3 時褐 ロームプロック 礁粒微量 ややソフト
ヲ 10YR3/3 時褐 ロ ム粒穣粒徴量 ややハード
ワ 10YR4/4 褐 ロームプロ.1'70% ややソフト
カlOYR3/3 暗褐 ローム粒礁粒徴量 ややソフト C2% 
ヨ 10YR3/3 時褐 ローム栓礁粒徴量 ややハード C微量
タ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック 礁粒砂利徴量 や宇ソフト
ν lOYR3/3 暗褐 ローム粒礁粒微量 ソフト C微量
ソlOYR3/3 暗褐 ローム粒礁粒徴量 ハード C微量
ツ 10YR3/2 黒褐 ローム粒礁粒微量砂粒 ハード
ネ 10YR2/3 烈褐 ローム粒砂粒微量 ややハード C微量
ナlOYR4/4 裕 ロ ム80% 礁位徴量 ハード C徴量
ラ 10YR3/3 時褐 ロームプロック 砂粒徴量 ややハード
ム 10YR3/4 陪褐 ローム40% 礁粒微量 ハード

竪穴
(SPA-A') 

1 110YR3/4 暗褐 ロームプロック 礎粒砂粒微量 ややハード
2 110YR3/4 暗褐 ロ ムプロッタ20% 砂利砂粒微量 ハード
3110YR4/2 褐 ロームプロック90% 礎粒徴量 ハード
4 110YR4/4 褐 ロームプロック60% 基盤礁10% ハード

火山灰徴量
5 I 10YR4/3 にふJい貰褐 ロームプロック 10% 礎位徴量火山 ややソフト

灰20%
61 10YR4/3 にぷい賞褐 ロームプロッタ70% 基盤楳10% ハード

火山灰微量
7 110YR4/3 にぷい賞褐 ロームプロック 10% 砂粒徴量 ややハード

火山灰30%
8110YR4/4 褐 全面ローム ハード
9 110YR3/4 時褐 ローム30% 砂粒微量 ハード
10 110YR4/4 褐 全面ローム ハード
11 110YR3/4 階褐 ローム粒火山灰徴量 ソフト
12 110YR4/4 褐 ロームプロック80% 砂粒微量 ハード
13110YR4/3 にぶい貰褐 礁 粒 砂 数 微 量 火 山 灰20% ややソフト
14110YR4/4 褐 ローム40% 基盤礁30% 砂利 ハード

火山灰徴量
15 I 10YR3/4 暗褐 ローム30% 基盤礁30% 砂利 ハード

火山灰微量
16 I 10YR3/4 略褐 基盤諜30% 砂位徴量 ややハード
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171 10YR3/3 騎褐 ロ ムプロック30% 基盤穣砂粒徴 ややソフト

量火山灰徴量
18110YR2/2 烈 砂粒極少火山灰10% 密
19110YR4/3 にぷい賞褐 ローム80% ハード

砂粒徴量
20 10YR3/4 陪褐 ロームプロック30% 基盤礎10% 火 ややハード

山灰徴量
21 10YR4/3 にぷい賀褐 ロームプロック 10% 礁粒砂粒微量 ややソフト

22 10YR4/3 にふ入、賞褐 ロームプロック 10% 礁粒砂栓徴量 ややソフト

23 10YR4/3 にぶい黄褐 ローム40% 基盤礁10% 砂粒 ハード

火山灰徴量
24 10YR4/3 にふ;し、賞褐 ロ ム80% 基盤礁火山灰徴量 ハード

25 lOYR3/4 陪褐 ローム20% 礁粒徴量 ややソフト

26 10YR3/4 陪褐 玉砂利2こ砂粒種少火山灰10% ソフト

27 10YR3/3 陪褐 礁粒微量 ソフト

28 10YR3/4 陪褐 ロームプロック60% 砂粒微量 ハード

29 10YR4/4 褐 ロ ム80% 砂粒微量火山灰5% ハード

30 10YR4/3 に.;;し、貰褐 ロームプロック30% 礁粒砂粒 ややソフト
火山灰

31 10YR4/4 褐 ローム80% 砂粒微量火山灰5% ハード

32 10YR4/3 Vこぶし、賞褐 ロームプロック ローム粒微量 ハード

33 10YR4/4 褐 ローム80% 礁粒徴量 ハード

34 10YR4/4 褐 ローム40% 基盤礁30% 砂利 ハード
火山灰微量

35 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 ロームプロック 10% 礁粒微量 ややソフト C徴量
36 1 10YR4/4 褐 ローム50% 基盤礎5% 砂粒微量 ハード

37 1 10YR4/3 にぶい賞褐 ロームプロック 礁粒砂利2こ ややソフト
381 10YR4/4 褐 ロームプロック60% 礎粒砂粒 ややハード

砂利徴量
39110YR3/4 陪褐 ローム粒礁粒微量 ややソフト

401 10YR3/4 暗褐 ロームプロック5% 諜粒砂粒微量 ややソフト

41 110YR3/4 暗褐 ロームプロック5% 礁粒砂粒微量 ややソフト
42 1 10YR4/3 にぷい責褐 ロームプロック 10% 火山灰20% ややハード C微量
431 10YR4/4 褐 ロ ム80% 基盤様徴量 ハード C微量
44 110YR4/3 にぷい黄褐 ロームプロッタ40% 袈粒微量 ハード

451 10YR4/4 褐 ロームプロック80% 礁粒微量 ややハード

46110YR4/4 褐 ローム90% 砂粒微量 ハート
47110YR4/4 褐 ローム80% 砂粒微量 ハード

48 
イ 10YR4/4 褐 ローム60% 礁粒微量基盤礎50m大 ハード

Iこ
ロ

ハ 10YR4/3 にぶい貰褐 ローム粒礁粒砂粒微量火山灰40 ややソフト

% 
ニ 10YR5/4 褐 礁粒鍛量火山灰50%
ホ 10YR4/6 禍 礁粒徴量火山灰30%
へ 10YR4/4 褐 ロームプロック50% 基盤礁砂利徴 ハード

量
ト 10YR3/4 暗褐 ロームプロッタ30% 基盤際砂利徴 ハード

量
チ 10YR4/4 褐 ローム60% 礁粒砂粒微量 ハード

り 10YR3/4 階褐 p-ムプロッタ40% 砂粒5% ハード

際粒5%
竪穴72

(SPA-Aヲ
竪穴72イ 10YR3/4 陪褐 ロ ムプロック 5% 礁粒焼土粒 ハード

C徴
ロ 10YR4/3 にぶい賞褐 ロームプロック C 焼土粒徴量 ややハード
ハ 10YR3/4 陪褐 ロームプロック 10% 炭化物徴量
ユlOYR2/3 県褐 ローム粒礁粒微量 CI0% ややソフト
ホ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック40% 礁粒砂粒徴量 ややソフト

へ 10YR2/3 J思褐 ローム位徴量礁粒 C2% ややソフト
ト 10YR2/3 よ品褐 礁 粒 焼 土 控2% C2% ややソフト
チ 10YR3/4 陪褐 ローム位礎粒徴量焼土粒徴量 ややハード

C徴量
リlOYR3/4 陪褐 ロームプロック60% 礁粒10% 焼土 ハード

位 C徴量
ヌ 10YR3/4 陪褐 ロームプロック 30% 礁粒微量

C2% 
Jレ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック20% 礎粒微量焼土

粒 C5%
ヲ 10YR3/4 陪褐 ローム粒礁粒微量焼土粒10% ややハード

CI0% 
ワ 10YR3/4 時褐 ローム粒礁粒微量焼土粒 C
カ 10YR3/4 陪褐 ロームプロック40% 硬粒微量 C ハード

竪穴71
(SPA-A') 
E穴71-イ 10YR3/4 陪褐 ロームプロック 礁詮砂位微量 ややハード

ロ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック 礁粒 ローム位徴量 ハード

C2% 
ハ 10YR4/4 褐 礁粒微量 粘土質

柱穴あ 10YR3/4 暗縄 基盤礁lcm大2こ 礁粒 ローム位徴量 ハード

C 
い 10YR3/4 陪褐 ローム粒微量礁粒 C2% ハード

う 10YR3/4 暗褐 ロームプロック50% 楳粒 C徴量 ハード

柱穴 a 10YR3/4 陪褐 ロ ムプロック 礎粒微量 C2% J、ド

竪穴70
(SPA-A') 

V-l 10YR3/4 暗褐 ロ ム粒1% 焼土粒少量炭粒1% ハド 密
2 110YR3/4 陪褐 小礁粒微量 ソフトローム 焼土粒徴 ややハード 密

量
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3 I 10YR4/3 に.0;，、賞褐 礁粒少量 ローム粒少量炭粒 密

竪穴70ーイ 10YR2/2 黒褐 粗粒砂小糠粒少量ロ ムプロック ソフト 密
5% 焼土粒5% m粒30%

ロ 10YR2/3 無褐 粗粒砂礁粒少量焼土粒少量 ハード 密
ハ 10YR3/4 暗褐 粗粒砂礁粒90% 粗
ニユ 10YR3/2 県褐 粗粒砂小糠粒60% ローム粒10% ソフト やや粗

焼土粒炭粒微量
ホ 10YR2/3 』匝褐 粗粒砂礁粒多量焼土粒少量炭粒 宇宇ソフト 密

10% 
へ 10YR3/3 陪褐 粗粒砂小磯粒少量焼土粒少量 ややソフト 密
ト 10YR2/3 黒褐 粗粒砂小磯粒多量 ローム粒少量 ソフト やや密

焼土粒5% 炭粒3%
チ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂小礎控多量 ロームプロック ソフト やや粗

10% 炭粒50%
リ 10YR17/1 黒 粗粒砂小礁粒80% 焼土位 粗
ヌ 10YR2/1 黒 粗 粒 砂 礁 粒70% ローム控5% ややハード 粗(釘)

炭粒多量
ル 10YR17/1 黒 粗粒砂穣粒多量焼土粒炭位少量 ソフト 粗
ヲ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂小礁粒50% 焼土粧炭粒少 ソフト 密

量
ヲ 10YR3/3 暗褐 粗粧砂小磯粒多量焼土粧徴量 ソフト 密

炭粒30%
カ 10YR2/3 黒褐 粗位砂小礁粒70% 火山灰徴量 ソフト 密

焼土粒少量炭粒
ヨ 10YR3/3 暗褐 粗 粒 砂 糠 粒90% 焼土粒微量 ハード 密
タ 10YR3/2 県褐 粗粒砂小礁粒多量 ロームプロック ソフト やや粗

3% 焼土粒微量
レ 10YR2/2 黒褐 粗位砂 ロームプロック5% 焼土粒 ソフト 粗

炭粒80%
ソ 10YR2/3 県褐 粗粒砂小E聖位多量炭(板状)90% 粗
ア1OYR4/3 。こぶし、賞褐 粗粒砂小型聖粒多量 ロームプロック ややハード 密

焼土粒少量
ネ1OYR2/2 黒褐 粗粒砂小書聖位徴量 ローム粒焼土 ソフト 密

粒徴量
ナ 10YR3/2 』品褐 組粒砂礁位少量炭塊 ソフト 粗
ラ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂 ローム数20% 焼土粒微量 ソフト やや密

炭塊
ム 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小E聖位多量焼土粒少量 ソフト やや粗

炭粒50%
ウ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小型聖粒少量炭粒微量 ソフト 密
ヰ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂礁栓10% ローム粒微量 ソフト 宇や粗
ノ 10YR2/3 i!¥褐 粗粒砂小礁粒少量ローム粒5% ソフト 宇や粗

炭粒
オ 10YR3/4 時褐 粗粒砂 円礁90% ローム粒少量 ソフト やや粗

焼土粒微量炭粒
タ 10YR3/3 陪褐 粗粒砂門事里90% ロームプロック ソフト 密

焼土粒微量炭粒5%
ヤ 10YR3/3 陪褐 粗粒砂小糠粒少量焼土粒10% ややソフト 密

炭位10%
マ 10YR2/3 県褐 粗粒砂小礁粒30% 火山灰焼土粒 ソフト やや粗

多量
ケ 10YR2/3 黒褐 粗粒砂小磯粒少量焼土粒5% ソフト 粗

炭化種子80%
フ 10YR3/3 陪褐 粗粒砂 ロームプロッタ 10% 火山灰 ハード 密

1% 炭塊少量
コ 10YR2/3 県褐 粗粒砂小礁粒多量 ロームプロッタ ソフト やや粗

焼土炭粒多量
エ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小礁佐多量礁粒焼土粒少 ソフト やや粗

量
テ 10YR4/4 褐 粗粒砂小操粒多量 ロームプロック ソフト やや密

50% 焼土粒炭粒
ア 10YR6/6 明貰褐 粗粒砂 ロームプロック 焼土粒少量 ハード 密

炭粒少量
サ 10YR4/3 に』九、'1Ii.褐 粗粒砂小磯粒少量 ローム粒 ソフト やや粗

焼 土 粒 炭 粒
キ 10YR3/3 暗褐 粗粒砂小磯粒 ローム粒微量 ソフト やや粗

焼土粒微量

精子あ 10YR2/3 県褐 粗粒砂小礁粒微量上面に白色火山 ややソフト 密
灰の堆甑有焼土粒

い 10YR3/3 暗褐 粗位砂小礁位30% ローム粒徴量 ややソフト やや密
焼土粒少量炭数少量

う 10YR3/3 陪褐 粗位砂小礁粒少量 ロームプロック ややγフト 密
5% 炭栓1%

え 10YR3/4 暗褐 粗粒砂小礁粒40% 基盤礁少量 ソフト 宇や粗
10YR7/3火山灰少量焼土粒
炭位微量

お 10YR4/3 にぷい貰褐 粗粒砂小礁粒少量 ロームプロッタ ややソフト 密
50% 炭位微量

か1OYR3/4 陪褐 粗位砂小礁粒全体に混 ロームプロ ややソフト 密
ック5% 焼土粒

小P-l 10YR4/4 褐 粗粒砂焼土粒少量炭粒 ソフト 粗

2 I 10YR4/3 にぷい賞褐 粗粒砂礁粒微量焼土粒微量 ソフト 粗

竪穴70
(SPB-B') 

1 -1 10YR3/3 結褐 事聖粒ロ ム数焼土粒砂利炭粒

11-1 10YR 暗褐 ロ ム栓徴量焼土粒微量火山灰
3/3-3/4 10% 

1II-1 10YR2/3 県褐 ロ ム粒徴量焼土粒微量炭粒 やや密

2 I 10YR3/2 黒褐 様粒少量焼土粒少量炭粒少量 宇や密
3 I 10YR3/2 県褐 様粒少量焼土粒炭粒微量 やや密
4 I 10YR3/2 黒褐 事聖粒 焼土粒 やや轡
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5 I 10YR3/2 占思褐 穣粒多量焼土粒炭粒

610YR3// 2 黒褐 礁粒焼土粒炭粒 ソフト 径3四大の炭lこ
7 I 10YR3/3 陪褐 礁粒50% ローム粒焼土粒徴量 ややハード

炭粒少量
8 I 10YR3/3 陪褐 礁粒5% ローム粒微量焼土粒少量 密
9 I 10YR3/3 陪褐 E聖位50% ローム粒少量 ソフト

10 I 10YR3/3 陪褐 礁数 ローム粒炭粒徴量 やや粗
11 I 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒炭位徴量 (U1-10)よりソフト

IY-1 10YR2/2 烈褐 ロ ム粒徴量 ソフト

V-1 10YR3/4 暗褐 焼土粒少量 ソフト

2 I lOYR2/3 黒褐 ローム位少量

ID¥:71f-イ 10YR 熱褐~暗褐 礎控ロ ム粒少量炭粒微量
3/2-3/3 

ロ 10YR3/2 県褐 礁粒15% 焼土粒
ハ 10YR2/2 黒褐 礁位 ローム粒少量焼土粒炭粒
ユ 10YR2/2 黒褐 礁粒焼土粒多量 ソフト 粗
ホ 10YR2/2 黒褐 礁控焼土粒炭粒
へ 10YR2/2 黒褐 礁粒焼土粧炭粒 ソフト

ト 10YR3/3 陪褐 ローム粒少量炭粒 サラサラ ソフト

チ 10YR2/2 黒褐 礎控少量炭位少量 サラサラ ソフト

9 110YR4/3 にぶい賞褐 炭粒徴量
ヌ 10YR3/2 黒褐 礁粒少量炭粒 ソフト
Jレ 10YR3/2 無褐 礁粒10% 焼土粒炭位 ソフト

ヲ 10YR2/2 J思褐 礁粒20% 炭粒 ソフト

ワlOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒少量炭粒 ややハード
カ 10YR2/2 烈褐 礁粒 ローム粒少量炭粒 ハード
ヨ 10YR3/2 黒褐 礁粒少量焼土粒炭粒
タ 10YR2/2 J瓜褐 礎粒焼土粒玉砂利多い炭粒
レ 10YR2/2 占毘褐 礁粒炭粒 ソフト 粗径3団大の炭lこ
ソ 10YR4/4 褐 粘土質 ロームプロック 炭粒徴量
ツ 10YR4/4 褐 粘土質 ロームプロック 炭粒
ネ 10YR3/3 陪褐 礁粒少量 ローム粒少量
ナ 10YR4/3 にぶい賞褐 やや粘性焼土粒微量

精子イ 注記なし
ロ 10YR3/4 陪褐 礁粒少量 ローム粒少量焼土位 Yフト

炭粒鍛量
ハ 10YR3/4 略褐 礁粒少量 ローム粒少量炭粒 (ロ)よりソフト
ニ 10YR3/4 時褐~褐 ロームプロッタ 炭粒 ややハード

-4/4 
ホ 10YR3/4 略褐 ロームプロァク 炭粒微量
へ 10YR3/4 時褐 礁粒少量 ローム粒少量炭粒徴量 サラサラ ソフト

ト 10YR4/4 褐 粘性硬粒少量 ローム粒少量炭粒
少量

柱穴llf-i!> 10YR3/3 陪褐 際粒ロ ム粒炭粒微量
い 10YR4/3 にぷい賞褐 粘土質喋粒 ローム粒15% 炭位徴

量
う 10YR3/2 m褐 様粒5% 炭粒少量
え 10YR4/3 にぷい寅褐 礁粒ローム粒炭粒徴量
お 10YR4/2 にぷい策褐 際粒 ローム粒5% 炭粒微量 ソフト

か 10YR3/1 県禍 礁粒ローム数炭粒 径3cm大の石lこ
きlOYR4/4 褐 粘土質礁位 ローム粒多量炭粒
< 110YR2/3 県褐 砂質礁粒ローム粒炭粒 サラサラ ソフト

け 10YR3/1 県褐 礁粒ローム数民粒 ソフト

こlOYR3/3 暗褐 礎粒少量焼土佐徴量 宇宇粗

さ 10YR3/3 時褐 礎粒少量 ローム粒少量 ソフト

柱穴71ーあ 10YR3/3 暗褐 E聖誼ロム粒焼土粒炭粒 ややソフト
L、 10YR3/4 にぶい貰褐 粘 土 質 礁 粒 ローム粒炭位徴量 宇やハード
う 10YR3/3 賠褐 礁粒 ローム粒 ソフト

-3/4 
え 10YR4/4 褐 粘土質 ローム炭粒徴量

-4/6 
おlOYR4/3 にぶい賞褐 礁粒ローム粒炭粒徴量
か 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒 (お)よりソフト

き 10YR4/3 にぷい賞褐 全面ローム
く 10YR5/6 賀補 全面ローム 炭粒多量 ややソフト
け 10YR5/4 にぶい賞褐質事正 ロームプロッタ #!粒多量 ややソフト 径3cm大の石 1こ
ζ10YR5/4 に ぷい ロームプロッタ 炭粒多量 ややソフト

-5/6 ~貰褐
柱穴 A 10YR3/3 踏褐 礁粒ロム粒焼土粒 径2聞大の炭2こ

B 110YR4/3 にぷい賞高 ロームプロック30% 炭位微量
-4/4 ~褐

C 110YR4/3 にぶい葉書 全面ローム 礁粒少量 ロームプロッ
-4/4 ~褐 ク20%

D 110YR5/4 にふ;ぃ貰褐 全面ローム 砂利少量炭粒微量
E 110YR4/3 にふ;ぃ黄褐 砂位少量 ローム粒炭粒微量 ソフト

F 110YR5/4 Vこぶし、賞褐 全面ローム 炭粒多量 径3佃大の石 lこ

竪穴66
(SPA-A') 
ID¥:66・ィ 10YR3/2 黒褐 E聖位基盤礁ロム粒ロムプロ やや密

ッタ 炭粒少量
ロ 10YR3/3 暗褐 礁位基盤機ローム粒ロームプロ 密

ック 砂利少量炭粒少量
ハ 10YR3/3 暗褐 礁数 ローム粒焼土粒少量炭粒少

量
ニ 10YR3/2 熟褐 礁粒 3凹大基盤礁lこ ソフト P守よりポロポロ
ホ 10YR3/3 暗褐ーにふ:し 礁粒基盤礎ローム位ロームプロ ややソフト

-4/3 賞褐 ック 焼土粒微量炭粒少量
へ 10YR3/3 暗褐~にぶし E聖粒基盤粒 ローム粒 ロームプロ

-4/3 賞褐 ツタ 焼土粒徴量炭粒
ト 10YR3/3 暗褐 E聖数基盤喋 ローム粒 ロームプロ ソフト ザラザラ粗

ツタ 炭粒徴量
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チ 10YR3/2 黒褐 E聖粒多量 ローム粒少量
日 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム位炭位微量 やや密

-3/4 
ヌ 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム位炭粒徴量 ややソフト
ル 10YR2/3 黒褐~陪i褐 礁粒多量ローム粒砂利焼土粒 ソフト 粗

-3/3 
ヲ 7.5YR4/4 褐 全面ローム 醍粒 ロームプロヲク

ー10YR4/4 60% 焼土粒微量炭粒少量
ヲ 10YR4/3 にぷい貰褐 粘土質礁粒少量 ロームプロッタ

火山灰微量炭粒少量
カ 10YR3/3 陪褐 礁粒基盤礁ローム粒砂利 ソフト ザラザラ

ヨ 10YR3/3 陪褐 礁粒基盤襖ローム粒砂利 やや密
タ 10YR3/3 陪褐 粘土質礁粒ローム粒砂利 ソフト

-3/4 
レ 10YR4/4 褐 粘土質礁粒ロームプロック砂利 ハード

-4/6 
ソ 10YR3/2 IJ.¥褐~暗褐 粘土質礁粒ローム粒

-3/4 
ア 10YR2/3 黒褐 粘土質礎控ローム粒砂利

竪穴73
ISPA-A') 

イ 10YR3/4 暗褐 基盤礁10m大5% 礁粒微量 ハド C徴量
ロ 10YR3/3 暗褐 基盤礎 ロームプロック 礁粒微量 ややハード C微量
ハ 10YR3/3 暗褐 基盤礁 ローム粒微量 やや，、ード C徴量
ニ 10YR3/4 陪褐 基盤礎ロームプロ γク 礁粒 ややハード C微量
ホ 10YR4/6 褐 基盤礁80% ローム粒敏量 ハード
へ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒火山灰微量 ソフト

ト 10YR3/4 暗褐 基盤礁5% ロームプロック10% ややハード C徴量
礁粒微量

チ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰徴量 ややハード
リ 10YR3/3 暗褐 E聖位徴量 ロームプロック5% ややソフト C5% 
ヌ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ロームプロック微量 ややハード C徴量
ル 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒微量 ソフト C微量
ヲ 10YR3/4 陪褐 基盤撲 ロームプロック 礁粒 宇宇ハード C徴量

石器1こ
ワ 10YR3/4 暗褐 基盤礁ロームプロッタ 礁粒砂利 や宇ハード C徴量

10m大lこ微量
カ 10YR4/4 褐 基盤礎 E聖位 ロームプロック40%徴 ハード C徴量

量
ヨ 10YR4/3 にふ;し、貰褐 礁位微量 ロームプロック30% ややJ、ード C微量
タ 10YR3/3 府褐 事聖位 ロームプロッタ 火山灰微量 ソフト C徴量
ν lOYR4/4 褐 基盤礁微量 ロームプロッタ30% ハード C微量
ソ 10YR4/3 にふ;し、賞褐 E聖位微量 ロームプロ γ ク40% ハード C 

火山灰
ツ 10YR3/4 暗褐 礁粒微量 ロームプロック 10% ハード

火山灰
ネ 10YR4/4 褐 ローム質70% 火山灰徴量 ハード C 
ナ 10YR4/4 褐 ローム質80% 火山灰礁粒徴量 ハード C 
ラ 10YR3/4 暗褐 ロームプロッタ20% ローム粒礁粒 ややソフト

火山灰5%
ム IOYR4/4 褐 ローム質80% 火山灰5% 砂数 ハード C微量
キ 10YR3/4 暗褐 ローム質40% 火山灰10% 棋盤 ハード C 
ノ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック30% 火山灰5% ハード C 

礁粒
オ 10YR4/4 褐 ローム質60% 火山灰10% ハード C徴量
タ 10YR4/3 にぶい糞褐 ロームプロック20% 火山灰60% 宇やハード C 

礁粒
ヤ 10YR4/4 褐 ロームプロック30% 火山灰30% ややハード C2% 

E里粧
マ 10YR4/3 にふ;し、黄褐 ロームプロック微量火山灰10% ややハード C 
ケ 10YR4/4 褐 ローム質80% 礎粒微量 ハード C微量
フ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック40% 様粒徴量 ややハード C5% 
コ 10YR3/4 踏褐 ロームプロック60% 火山灰徴量 ハード C微量
エ 10YR4/4 褐 ロームプロック90% 基盤礁5% ハード C2% 
テ 10YR4/4 褐 ロームプロック60% 火山灰徴量 ，、ード C徴量
7 I 10YR3/4 踏褐 ロームプロック 基盤礁礎粒徴量 ハード C微量
サ 10YR3/4 暗褐 ロームプロッタ 進鍵礎礁粒微量 ソフト C徴量
キ 10YR3/4 暗裕 ロームプロック30% 礁粒微量 宇やハード C徴量
ユ 10YR4/4 褐 ローム質80% 礁粧徴量 ややハード C微量
メ 10YR3/3 暗褐 ロームプロック 礎粒微量 ソフト C徴量

10YR3/4 暗褐 ロームプロック 礁粒徴量 宇宇ハード C 
'" I 10YR4/4 褐 ローム質80% 礁粒徴量 ρ ード C微量
あ 10YR4/4 褐 ローム質80% 礎君主微量 ハード C5% 
い 10YR3/4 府褐 ロームプロック30% 礎粒砂利微量 ややハード C徴量
う 10YR4/6 褐 ローム質90% 基盤礁微量 ハード C微量
え 10YR4/6 褐 ローム質90% 基ti礁微量 ハード C微量
お 10YR4/4 褐 ロームプロック80% 礎粒 ハード C 
か 10YR3/4 踏褐 ロームプロック40% 基盤型車 操粒 ハード C5% 
き 10YR3/3 略褐 ローム粒徴量基盤粒40% 粗，、ード C 
く 10YR3/3 時褐 ローム質40% 礁粒徴量 ハード C徴量
け 10YRl.7/1 熱 ソフト C100% 
こ 10YR3/3 暗褐 ロームプロック徴量基銀位30% ハード C徴貴
さ 10YR4/3 にぷい貰褐 ロームプロック 10% 火山灰20% ，、ード C徴量
し 10YR4/4 褐 ローム質90% 火山灰微量 ハード C徴量
す 10YR4/3 にぶい貰褐 ロ ムプロッタ 10% 火山灰微量 ハード C微量
せ 10YR4/4 褐 ロームプロック80% 礁粒鍛量 ハード C微量
そ 10YR3/3 暗褐 ロームプロック20% 礁粒 C5% 

P121a 10YR3/3 縮褐
b 110YR3/2 思褐
c 110YR3/3 賠褐
d 110YR3/3 暗褐
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竪穴19ーイ 10YR4/6 褐 ロ ムプロック80% 基盤穣10% ハード
ロ 10YR3/4 暗褐 ローム粒基盤礁炭粒微量 ややソフト
ハlOYR4/3 にふJい'lil'褐 事聖粒徴量 ロ ムプロック 10% や宇ハード

基盤礁20%
ニlOYR4/3 にぶいま買褐 炭粒5% ロ ムプロック20% や宇ハード

基盤礁微量砂粒極少量
ホ 10YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒徴量炭粒10% ソフト

へ 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒炭粒微量 ソフト

トlOYR3/3 暗褐 礁粒微量 ローム粒 ロームプロック Yフト
基盤疎5% 炭粒徴量

チ 10YR3/4 陪事E ロ ー ム 粒 火 山 灰 微 量 基 盤 礁5% ソフト

炭粒
リ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒10% 炭粒微量 ややハード
ヌ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒5% 砂粒徴量 やや，、ード

基盤礁5% 炭粒種少量
Jレ 10YR3/4 暗褐 礁粒ローム粒焼土粒微量炭粒 ハード

ヲ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ややハード
ワ 10YR3/4 暗褐 礁粒5% ローム粒5% 炭粒5% ややハード
カ 10YR4/3 にぶい糞褐 礁粒ローム栓炭粒5% ソフト

ヨ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ロームプロック 炭粒微量 ややハード
タ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ロームプロッタ 10% 炭粒微量 や宇ハード
レ 10YR3/4 暗褐 礁粒微量 ロームプロック 炭粒10% ややハード
ソ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック 基盤礁5% 炭粒徴 ややハード

量
ツ 10YR3/4 陪褐 礁栓微量 ロームプロック 炭粒10% ややハード
ネlOYR3/4 暗褐 礁粒微量 ローム粒炭粒 ソフト

ナ 10YR3/3 暗褐 草壁粒 ローム粒炭粒種少量 ソフト

ラ 10YR4/3 にふJい糞褐 型車粒 ローム粒炭粒種少量 ややソフト
ム 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒 ロームプロック 10% 炭粒10% ソフト

ウ 10YR3/4 暗褐 円礁5cm大lこ ローム粒砂粒種少量 ややハード
基盤礁炭粒徴量

牛 10YR4/6 褐 ローム粒基盤礁炭粒徴量 ハード

4/4 
ノ 10YR3/4 暗褐 礁粒徴量 ローム粒 ロームプロック ややハード

基盤礁徴量炭粒極少量
オ 10YR4/3 に.0;，、賞褐 基盤楳粒30% 基盤礁炭粒微量 ハード
ク 10YR3/4 暗褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 微 量 基 盤 礁 炭 粒 ハード

竪穴19-イ 10YR3/4 暗褐 事曜粒微量 ロ ム粒 ややハ ド
ロ 10YR3/4 暗褐 礁粒徴量 ロ ムプロック30% ハード
ハ 10YR4/6 褐 ロームプロック 基盤礁30% ハード
ニ 10YR3/4 暗褐 ローム位基盤撲粒火山灰徴量 ややソフト
ホ 10YR4/4 褐 ローム粒徴量基盤礁90% ハード
へ 10YR3/4 暗褐 ローム位基盤礁粒炭粒微量 ソフト

ト 10YR3/2 m褐 ロームプロック 40% 基盤穣炭粒徴 ややハード

量
チ 10YR3/4 暗褐 ロームプロッタ20% 基盤礁炭粒5 ややハード

% 
り 10YR3/2 県褐 ロームプロック20% 基盤礁炭粒5 ややハード

% 
ヌ 10YR4/3 にぶい賞褐 ローム粒 ロームプロック 10% 基盤 ハード

礁10% 火山灰微量
Jレ 10YR3/3 暗褐 蝶粒 ローム粒火山灰極少量 Yフト I <カ〉より暗い
ヲ 10YR3/4 暗褐 礁粒微量 ロームプロック 火山灰5 ややハード

% 
ワ 10YR2/3 』日褐 様粒徴量 ローム粒 ややソフト
カ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰極少量 ソフト

ヨ 10YR2/2 占日褐 ロームプロック5% 炭粒10% 火山 ソフト

灰
タ 10YR3/3 暗褐 礁粒微量 ロームプロック5% 火山 ソフト

灰20%
レ 10YR3/4 陪褐 軍軍粒徴量 ローム粒 ややソフト
ソ 10YR3/4 暗褐 ローム粒基盤榛炭粒 ややソフト
ツ 10YR3/2 m褐 ローム栓基盤礁炭位 ややハード
ネ 10YR2/3 』民褐 事曜粒徴量 ローム粒炭粒10% ソフト

ナ 10YR3/3 暗褐 礁粒徴量 ローム粒 ソフト

ラ 10YR2/3 県褐 礁粒 ローム粒炭粒微量 ソフト
ム 10YR3/3 暗褐 様車立 ロ ム粒炭粒極少量 ソフト

ウ 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ロームプロッタ20% 炭粒 ハード
微量

牛 10YR3/3 暗褐 ローム粒 ロームプロック 基盤礁 ややハード
炭粒徴量

ノ 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ロームプロック 基盤礎 ややハード
炭粒徴量

オ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒炭粒極少量 ソフト

ク 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ロームプロック 基盤礎 宇宇ソフト
炭 粒 火 山 灰

ヤ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ロームプロック 砂粒微量 ややハード
マ 10YR3/4 暗褐 礁位微量 ローム粒 ロームプロヅタ 宇宇J、ード

基盤礁炭粒火山灰
ケ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ロームプロック 炭粒微量 ややハード
フ 10YR3/4 暗褐 礁位微量 ロームプロック20% 炭粒 や宇J、ード

5% 
コ 10YR3/4 暗褐 ローム粒微量基盤礁10% ややハード
エ 10YR4/3 に.0;い賀褐 際位 ロームプロック20% 砂誼徴量 宇宇J、ード

テ 10YR3/4 暗褐 礎控鍛量 ローム粒 ややソフト

ア 10YR3/4 暗褐 礁粒 ロームプロッタ炭粒 ややハード
サ 10YR4/3 にぷい賞褐 E聖位徴量 ロームプロック50% ハード
キ 10YR4/4 褐 ローム粒炭粒微量火山灰20% ややハード
ユ 10YR3/4 暗褐 ロームプロック 基盤様炭粒微量 ソフト

10YR3/3 火山灰
メ 10YR3/4 暗褐 礁粒徴量 ロームプロック 炭粒10% 宇宇ハード

10YR4/3 にぶい貰褐 ロームプロック 基盤型軽20% ハード
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シ 10YR3/4 暗褐 礁粒円礁1こ火山灰微量 ややハード
ゑ 10YR4/6 褐 ロームプロック 基盤礁30% ハード

ヒ 10YR3/4 暗褐 様粒徴量 ローム粒 ややハード 土器1こ
そ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒炭粒微量 ハード

セ 10YR3/3 暗褐 事聖粒徴宣 ローム数 ややハード
ス 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ロームプロック 10% 基盤 ハード

礁10%
γ10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒火山灰微量 ハード
ガ 10YR4/3 にふ;ぃ賞褐 ロームプロック40% 炭粒 ハード

竪穴79 10YR4/6 褐 ロ ムプロッタ 基盤礁30% ハド
PlJ76・あ

い 10YR3/3 府褐 ローム粒微量 ロームプロッタ 基盤 ややハード
礁

う 10YR3/4 暗褐 様粒ローム位炭粒微量 ややソフト
え 10YR3/4 時褐 E聖位5% ローム教基盤礁3聞大lこ ややソフト

炭粒
お 10YR3/3 時褐 援粒ローム粒炭粒徴量 ソフト

か 10YR3/3 暗褐 礁粒微量 ローム位 ソフト

き 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒徴量 ロームプロック ソフト

E穴77-イ 10YR3/3 暗褐 ロ ム粒礁粒基盤粒火山灰 ややソフト 炭化物焼土粒
ロlOYR3/4 暗褐 ロ ム粒 E聖位基盤粒 ，、ード 炭化物
ハ 10YR4/4 褐 ローム粒基盤粒基盤礁小礁 ややハード 炭化物
ニlOYR2/3 県褐 ローム粒膿位基盤粒 ややソフト 炭化物焼土粒
ホ 10YR3/3 暗裕 ローム粒礁粒基盤粒 ややソフト 炭化物焼土粒
へ 10YR3/3 陪褐 ローム粒 E聖位基盤粒小磯 ややソフト 炭化物土器

ロームプロック 火山灰
ト 10YR3/3 暗褐 ローム粒礁粒基盤粒 ソフト 炭化物焼土粒骨
9 110YR4/4 褐 ローム粒礁位基盤粒火山灰 ややハード 炭化物焼土粒
ヌ 10YR3/4 時褐 ローム粒礁粒 ロームプロック ソフト 炭化物

火山灰
ル 10YR3/3 時褐 ローム粒礁粒基盤粒 ロームプロ ソフト 炭化物微量

.? 
ヲ 10YR3/3 暗褐 ローム粒 E聖位 ロームプロック ソフト 炭化物

基盤粒
ワ 7.5YR4/4 褐 ローム粒碑世 ロームプロ.? ハード 炭化物土器
カ 10YR3/3 暗褐 ローム粒聾粒 ロームプロッタ ソフト

基盤粒
ヨ 7.5YR4/6 褐 ロームプロッタ ローム粒基援粒 ややハード 炭化物
タlOYR3/4 暗褐 ローム粒基盤粒 炭化物土器
レ 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ロームプロック 基盤礁 ハード 炭化物焼土粒微量

基 盤 粒 礁 粒
ソ 10YR3/3 暗褐 ローム粒礁粒基盤粒 ロームプロ ソフト 炭化物

ツタ火山灰
ツ 10YR3/3 陪褐 ローム粒基盤粒 ややソフト 炭化物
ネ 10YR3/4 時褐 ローム粒 ロームプロック 基盤粒 ややハード 炭化物焼土粒徴量

E聖粒
ナ 10YR4/6 褐 ローム粒基盤礎 ハード 炭化物
ラ 10YR3/4 時褐 ローム粒礁粒 ロームプロック ソフト 炭化物少量焼土粒微量
ム 10YR4/4 褐 ローム粒 ロームプロック ，、ード 炭化物少量
ウ 10YR3/4 時褐 ローム粒 ロームプロック 基盤粒 やや，、ード 炭化物

火山灰10%
キ 10YR2/3 県褐 ローム粧礁粒基盤粒 ややソフト 炭化物袋土粒微量
ノ 10YR3/4 時禍 ローム粒 ロームプロッタ 礁粒 ややソフト 炭化物微量
オ 10YR3/3 陪褐 ローム位 ロームプロック 基盤粒 ややソフト 炭化物少量
ク 10YR3/4 陪褐 ロム位基盤粒火山灰 ソフト

ヤ 10YR4/6 褐 ローム粒 ロームプロッタ 基盤粒 ややハード 炭化物微量
E聖粒

マ 10YR3/4 陪褐 ローム粒 ロームプロック 基盤粒 ややハード
火山灰少量

ケ 10YR4/4 褐 ローム粒 ロームプロック 基盤粒 宇やソフト
火山灰

フ 10YR4/4 褐 ローム粒 ロームプロッタ 基盤粒 ハード
ヨ 10YR4/4 褐 ローム位礁粒基簾粒 ややハード 炭化物微量
エ 10YR4/4 褐 ローム粒礁粒基盤粒 ややハード 炭化物

竪穴76戸イ 10YR3/4 時褐 ローム粒基盤粒 ややハード 焼土粒10% 炭化物少量骨片微量
ロ 10YR3/3 暗褐 ローム位基盤粒 や宇ハード 炭化物焼土粒骨片微量
ハ 10YR3/3 暗褐 ローム粒基盤粒 ハード 炭化物少量
ニlOYR3/3 陪褐 ローム粒基盤粒礁粒 ややハード 炭化物焼土粒骨片
ホ 10YR2/3 黒褐 ロ ー ム 魁 基 盤 粒 礎 粒 礎 ややハード 炭化物焼土粒骨片
へ 10YR3/3 陪褐 ローム粒基盤粒 ややソフト 炭化物30% 焼土粒
ト 10YR2/3 県褐 ローム粒基盤位基盤喋喋粒 ややハード 炭化物焼土粒微量
チ 10YR2/3 黒褐 ローム位基盤粒 や宇ソフト 炭化物少量焼土粒微量
リ 10YRl.7/1 黒 全面炭化物 ややソフト 焼土佐
ヌ 10YR3/3 陪褐 ローム粒基盤粒礁粒 ややハード 炭化物焼土粒
ル 10YR2/3 占晶褐 炭化物40% ローム粒基盤穣基盤 ややソフト 焼土粒

粒
ヲ 10YR2/3 県褐 ハードローム 基盤粒少量 ややハード 粘性に富む 炭化物20% 焼土粒
ヲ 7.5YR3/3 暗褐 ，、ードローム 基鍵粒少量 ややハード 炭化物多量焼土粒骨片少量
カ 10YR3/4 陪褐 ハードローム 、ード粘性 炭化物少量
ヨ 7.5YR4/4 褐 ハードローム 基盤粒少量 ややハード 粘性に富む 炭化物10%
タ 7.5YR3/4 暗褐 ハードローム 基銀粒少量 や宇ハード 粘性に富む 炭化物10% 焼土粒
レ 7.5YR4/4 褐 ハードローム 基盤粒礁位少量 ややソフト 炭化物
ソ 7.5YR3/4 踏褐 ハードローム 着盤粒少量 ややソフト 粘性に富む 炭化物焼土粒
ツ 10YR3/3 暗褐 ローム粒基盤際基盤粒礎粒 宇や，、ード 炭化物20% 焼土粒微量
ネ 10YR2/3 IJ.I.褐 ローム粒基盤投礁粒 ややハード 炭化物10% 焼土粒少量
ナ 10YR3/4 踏褐 ローム栓基盤粒 ややハード 炭化物少量
ラ 10YR3/4 暗褐 ローム粒基盤投 ややJ、ード 炭化物焼土粒微量
ム 10YR3/4 暗褐 ローム粒基盤粒礁粒 ややハード 炭化物携土粒少量
ウ 10YR1.7/1 照 全面炭化物 ローム粒基盤粒 ソフト 焼土粒徴量

P1l26A 10YR3/4 賠褐 ローム粒基盤粒榛粒 ソフト C少量焼土佐微量

小柱穴a lOYR3/4 暗褐 基盤粒 宇やソフト C少量
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b 土境

土犠24(第38図) 19L9区、 4-8号建物跡があ

る地割面の北端にありこれら建物跡の外に位置す

る。直径80cm、深さ40cmの不整円形を呈する。壁

面は95・で急な立ち上がりである。覆土はやや湿

性に富んでおり、全体に柔らかし、土が主体となり、

火山灰、微量のれき、ローム粒が混入している。

特に底部にいくに従い、混入成分が火山灰主体と

なっており柔らかく、上部はローム粒が多いこと

等より、自然埋没後若干の埋め戻しを行ったと考

えられる。覆土中より鍛造事j片26.1g 、獣骨14.15

g木炭193.H米2.H が検出されている。(表12)

土壌37(第38図) 19K15区、第10-13号建物

跡がある地割面内に位置する。隣接して東側は焼

土7、9、南側には土坑38があり、焼土、土坑の密

集部分に位置する。特にこの地割面は東西に2本の

溝が入札細かく 3つに区割りされており、この中

で、これら焼土7、9、土坑37、38は第10号建物跡

のほぼ中央部に位置している。直径50cm、深さ5cm

の不整円形を呈し、壁面は120・の角度で緩やかに

立ち上がる。床面より第45図11の仏具の脚と思わ

れる銅製品が出土している。

土墳26(第38図) 19 J 21区、第15-17号建物

跡がある地割面中央のやや東側、第73号竪穴建物

跡入り口張り出し付近に位置する。直径65cm、深

さ22cmの不整円形を呈し、壁面は91" とほぼ直角

に立ち上がる。覆土は暗褐の土に焼土粒、炭化物

粒、ローム粒が入札やや柔らかい。覆土中より

米、胡桃等が検出されているが、 H以下であり、

極めて微量である。(表12)

土壌22(第38図) 18L25、19L5区、第1-3号

建物跡がある地割面北西端に位置する。 80cmX65

cmの隅丸方形を呈し、北東~南西方向に長軸をと

る。深さ20cm、壁面は西側は105・、東側は116・

の急傾斜で立ち上がる。底部はほぼ平坦となる。

覆土観察によると、図上ヨ、カ、タがローム質で

極めて堅致な土に対しその内側の、イ、ロ、ノ¥

チ、ヌが黒褐~暗褐の土を主体としたソフトロー

ムプロックが混入したやや柔らかい土であり、下

部に行くに従いハードロームの含有率が高くなり

やや締まった感じであるが、上部では極めて粗で

あった。この覆土ヨ、カ、タがほぼ垂直に立ち上

がり、さらにニ、ホ、チの境目に6点の和釘が出土

した。これを平面的に調査していくと土坑内部に
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55cm X38cmの隅丸方形の堀方が検出され、さらに

四隅に和釘が検出された。またこの堀方内部床面

から木質の柄部の付着した小万も検出された。覆

土からは木質炭化物、獣骨、鍛造剥片等が検出さ

れているが、19以下であり、極めて微量であった。

出土遺物は第40図に図示したが、和釘6点、そのう

ち木質の付着した和釘4点、木質柄部の付着の小

万である。和釘は木質が付着、頭部が欠損のため

明確ではないが、1.5寸程の大きさと考えられる。

小万は柄部に5箇所程切り込みが入る。

土壊2(第38図) 19 J 22区第15-17号建物跡が

ある地割面の西に建物跡群より50cm程離れた箇所

に位置する。 65cmX80cmの隅丸方形を呈し、深さ

30cm、壁面は93・とほぼ直角に立ち上がる。覆土

は上部のイ、ロ、ハはロームが主体となった堅致

な土であり、下部は焼土、炭化物が混入している

柔らかい土であり、自然埋没後埋め戻され、若干

の整地が行われたと考えられる。覆土からは木質

炭化物277.94 g 、小豆23.2g、胡桃3.75g、獣骨

3.65g 、不明溶解物16.6g等が主に検出されてい

る。(表12)

土繍11 (第38図) 20K15区18-20号建物跡が

ある地割面内北端に位置する。 120cmX 105cmの不

整形を呈し、深さ12cm、壁面は120.の角度で立ち

上がる。底部は5. の角度でやや緩やかに南東側に

傾斜する。覆土は全体がやや竪致であり、基盤礁

を多量に含む。全体がほぼ同質の土であり、一気

の埋め戻しである。覆土中より木質炭化物14.2g 、

鍛造剥片14.5gが主に検出されている。(表12)

土犠38(第38図) 19K15区9-13号建物跡があ

る地割面内の土坑37に隣接し、第10号建物跡のほ

ぼ中央部分に位置する。 80cmX70cmの不整円形を

呈し、深さ10cm、壁面は132・の緩い角度で立ち上

がる。覆土は焼土粒、炭化物粒が入り比較的柔ら

かい。覆土中より鍛造剥片30.H，木質炭化物25.7

g 、米7.5g 、不明溶解物4.8g等が主に検出され

ている。(表12)

土壌5(第39図) 20 J 2区15-17号建物跡の南

側、 24号建物跡がある地割面との中間地点に位置

する。 170cmX 110cmの不正隅丸台形状を呈し、北

東~南西方向に長軸をとる。深さ10-15cm、壁面

は底部付近が南西側は139・北東側は131・の角度

で緩やかに立ち上がるが、上に行くに従い壁面の

角度はやや急となる。またこの付近の傾斜は南西
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表10 土繍土層観察表

土繍22イ 10YR2/2 黒 ロム粒礁位 ソフト 宇や粗
ロ 10YR2/2 11.¥ ロ ー ム 粒 礁 粧 ソ フ ト

ハl OYR3/3 暗褐 ローム粒徴量 ややハード C徴量
ユ 10YR3/3 暗褐 ローム60% 礁粒砂粒微量 ややハード
ホlOYR3/3 暗褐 ローム60% 礁粒砂粒微量 ややハード
へ 10YR3/4 暗褐 ローム70% 砂粒微量 ややハード
ト 10YR4/4 褐 ローム90% 礁粒砂粒種少 ハード
チ 10YR4/4 褐 ローム90% 火山灰3-10% 礁粒極 ややハード やや粗

少量
リ 10YR4/4 褐 ローム90% 礁粒砂粒 ハード
実 10YR4/4 褐 ローム90% 礁粒微量 宇や組
Jレ 10YR4/4 褐 ローム90% 礁粒種少 ハード
ヲ 10YR4/4 褐 ローム90% 礁粒砂粒種少 や や ハード湿性
ワ 10YR3/4 暗褐 ローム50% 礁粒微量 宇や粗

外カ 10YR4/6 褐 ローム95% 礁粒種少 ハード
周ヨ 10YR4/6 褐 ローム95% 礁粒種少 ハード
部タ 10YR4/6 褐 ローム95% 礁粒砂粒種少 ハード

土担124イ 10YR3/4 暗褐 礁粒ロ ム粒微量炭粒徴量 ソフト

ロ 10YR4/4 褐 礁粒少量 ロームプロッタ20% 炭粒 ソフト

2% 
ハ 10YR4/4 褐 ロームプロック30% 火山灰微量 ややソフト
エ 10YR3/4 陪褐 礁粒微量 ローム粒 ソフト

ホ 10YR4/6 褐 礁粒 ロームプロック50% 炭粒 宇やJ、ード

へ 10YR3/4 時褐 ローム粒微量 ソフト

ト 10YR3/4 暗褐 礁粒ローム粒火山灰炭粒微量 ソフト 径3、4m大の礁Iこ
チ 10YR3/3 暗褐 ローム粒火山灰徴量 ソフト

リ 10YR4/3 にぶい賀補 E聖粒 ローム粒徴量火山灰30% ソフト

ヌ 10YR5/3 にふ九、賞褐 火山灰50% 炭粒微量 ソフト

ルlOYR3/3 暗褐 ローム粒5% 炭粒5% ソフト

ヲ 10YR4/3 にふ九、黄褐 ローム粒火山灰50% 炭粒 ソフト

ワ 10YR4/3 にふλ、賞褐 ローム粒火山灰50% 炭粒 ソフト

柱穴あ 10YR3/3 賭褐 礁粒ロ ム粒火山灰徴量炭栓 ややハド
い 10YR3/2 県褐 礁粒微量 ロームプロッタ30% 炭粒 ハード

う 10YR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ロームプロック40% 炭粒 ややハード
え 10YR3/3 暗褐 礁粒ローム教炭粒 ややソフト
お 10YR3/4 暗褐 礁粒徴量 ローム位 ロームプロック ややソフト

5% 
か 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック5% や宇ソプト
き 10YR4/4 褐 礎控 ローム70% 炭粒微量

< IIOYR4/4 褐 礎粒 ローム50% 炭粒微量
け lOYR3/3 暗褐 礁粒ローム粒炭粒微量
こ lOYR3/4 暗褐 礁粒ローム粒火山灰炭粒徴量 ややハード
さ 10YR3/4 陪褐 礁粒ローム粒火山灰炭粒微量 ソフト

1.-I lOYR4/4 褐 ローム40% 火山灰炭粒5% やや
ハード

土郷8イ 10YR2/3 県褐 礁粒ロ ム 粒 微 量 焼 土 粒 炭 粒 徴 やや，、 ド

量
ロ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒微量焼土粒微量 や宇ソフト 不明溶解物3聞大lこ

炭粒
ハ 10YR3/3 陪褐 E曜粒 ロームプロッタ20% 焼土粒 ハード

炭粒
ニ 10YR3/2 県褐 礁粒ローム粒焼土粒微量炭粒徴 ややソフト

量
ホ 注記なL
へlOYR3/4 暗褐 事聖粒微量 ロームプロァタ30% 焼土 ハード

位微量

土!!126-イ 10YR3/3 暗褐 礁 粒 ロ ム 駐 基 盤 粒 ロ ム プ ロ ややソフト
ック焼土粒炭粒

ロlOYR3/3 時褐 礁粒ローム位基盤粒炭粒 ややソフト
ハ 10YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒炭粒 ややソフト
ユ 10YR2/3 黒褐 a粒ローム粒焼土粒炭粒 ややソフト
ホ 10YR2/3 11.¥褐 礁粒ローム魁焼土粒炭粒 ややソフト
へ 10YR3/3 暗褐 確粒 ローム粒 ロームプロ γ ク やや，、ード

焼 土 粒 炭 粒
トlOYR2/3 11.¥褐 際粒ローム粒基盤粒焼土誼 ソフト

炭粒
チ 10YR3/3 暗褐 際粒ローム位焼土粒微量炭粒 ややソフト

土損2-イ lOYR4/4 褐 全ロ ム質土礁粒小E曜まじる ハド

ロlOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒焼土粒微量 ハード 炭少量
ハ 10YR4/4 褐 全ローム質土 <，、ードローム〉 楼 ハード

粒 火山灰 〈イ〉より明るい賞褐色〉
ニ 10YR3/3 踏褐 礁粒ローム粒小礁ロームプロッ ソフト 炭

ク

ホ 10YR2/2 県褐 礁粒 ローム粒焼土粒徴量 ソフト 炭
へlOYR2/1 県 穣粒 ローム粒 ソフト 炭多量
ト 10YR2/2 黒褐 様粒 ローム粒焼土粒徴量 ソフト 炭少量
チ 10YR3/2 無褐 礁位 ローム粒 ローム粒ロームプ ソフト 炭

ロック 焼土粒少量
リ 10YR3/4 府褐 E聖粒 ローム粒 ソフト

ヌ 10YR4/3 にふ;ぃ賀褐 喋粒 ローム粒 ソフト 炭少量
ノレ 10YR3/3 暗褐 確粒 ローム粒 ロームプロ 79 ソフト C少量
ヲ 10YR4/3 にぶい黄褐 礁粒 ローム粒 ソフト C少量

土績5イ lOYR4/4 褐 礁粒基盤粒ロ ム粒焼土粒徴量 ，、ド 炭
ロ 10YR3/3 暗褐 礁粒基盤粒ローム粒焼土位微量 ややソフト 炭少量
，、 10YR3/4 暗褐 穣粒基盤粒ローム粒焼土位徴量 ややJ、ード 決少量
ニ 10YR3/3 暗褐 小礁 ロームプロック ローム粒 ややハード 炭少量
ホ 10YR3/4 暗褐 穣粒 ローム君主 ソフト 炭徴量
へ 10YR3/4 暗褐 ロームプロ 7ク ローム桂 ややソフト 炭少量
ト 10YR4/4 褐 全ローム質基盤粒 ハード 炭 少 量 骨
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チ 10YR3/4 陪褐 全粘土土 ソフト 炭少量
リ 10YR3/3 暗褐 礁粒基盤数ローム位焼土粒少量 ハード
ヌ 10YR4/4 褐 ロームプロァク ローム粒 ハード 炭少量
ノレ 10YR4/4 褐 礁位基盤粒ローム粒焼土粒 ややJ、ード 炭少量不明溶解物
ヲ lOYR4/4 褐 全ハードローム質土基盤粒 ローム ハード 炭

粒焼土粒
ワ 10YR3/4 陪褐~にぶし 全ローム質土 ややハード 炭少量

-4/3 貰褐
カ lOYR3/3 陪褐 ロームプロック ローム粒焼土粒徴 ソフト 炭

量
ヨ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒焼土粒徴量 ハード 炭

柱穴115あ 10YR3/3 踏褐 礁粒基鍵粒ロ ム粒焼土粒 ややソフト 炭
L 、 10YR3/4 暗褐 穣粒基盤粒徴量 ローム粒焼土粒 ややハード 炭

少量
う 10YR3/3 暗褐 礁基盤粒 ローム粒焼土粒徴量 や宇ソフト 炭3%
えlOYR3/4 陪褐 基盤粒 ローム粒 ロームプロック ややハード

土星置7-イ 10YR4/6 褐 全焼土佐ロ ム粒 や宇ソフト
ロ 10YR2/3 黒褐 ローム粒焼土粒少量 ややソフト 炭徴量
，、 lOYR2/3 県褐 ローム粒焼土粒少量火山灰20% ややソフト
ニ 10YR2/2 黒褐 基盤粒 ローム粧焼土粒少量 ソフト 炭多量骨徴量
ホ 10YR2/3 黒褐 基接粒 ローム粒焼土粒微量 ややソフト 炭
へ 10YR2/3 黒褐 基盤粒少量小礁 ローム粒焼土粒 ソフト 炭

少量
ト 10YR2/3 黒褐 基盤粒少量小磯 ローム粒 ソフト 炭徴量
チ 10YR3/3 陪褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 焼 土 粒 ソフト 炭
り 10YR3/3 時褐 基盤粒 ローム粒焼土粒 ソフト 炭少量骨徴量
ヌ 10YR2/3 黒褐 基盤粒 ローム粒焼土位徴量 ややソフト
ル 10YR3/3 陪褐 ローム粒焼土粒微量 ややソフト 炭
ヲ 10YR3/3 暗褐 ローム粒 ロームプロ ，fl や宇ソフト 炭徴量
ヲ 10YR3/3 暗褐 基盤粒小礁ローム粒 ロームプロ ソフト 炭

ツタ 焼土佐
カ 10YR3/4 陪褐 ローム粒焼土徴量 ソフト

土自由9-a lOYR3/3 陪褐 ロム粒 ややソフト 炭微量
b 110YR3/3 陪褐 基盤粒微量礁粒 ローム魁焼土粒 ハード

徴量
c 110YR3/3 碕褐 ローム粒 ややソフト 炭徴量
d IIOYR3/3 暗褐 基盤粒礁粒ローム位焼土位徴量 ややハード

e I 10YR3/4 暗褐 基盤礁少量遺産盤粒 ローム粒焼土 ソフト 炭
位微量

土繍5あ 10YR3/3 暗褐 ロ ム粒焼土粒徴量 ややハード 炭

土壇11-イ 10YR3/4 陪褐 韮盤礁60% 炭位微量 ハード

ロlOYR4/4 褐 ローム粒徴量基盤礁60% ハード
ハ 10YR3/3 陪褐 礁粒火山灰炭粒微量 ハード
ニ 10YR3/4 暗褐 ローム粒徴量基盤礎30% 炭粒 ハード

ホ 10YR3/4 褐 ローム粒基盤礁60% ハード

土拠51V-l 10YR3/4 陪褐 礁粒 ロームプロック微量 C徴量
イ 10YR2/2 県褐 礁粒 ローム粒微量火山灰5% ややソフト
ロ 10YR2/3 県褐 礁粒 ローム粒微量火山灰極少 ソフト

ハ 10YR3/2 暗褐 E聖位10% ローム粒 火山灰微量 宇やソフト
ニlOYR2/3 思褐 E聖位 ローム粒徴量 ややソフト

ホ 10YR3/4 賠褐 礁粒 ローム粒微量 ややソフト
へ 10YR2/3 11.¥褐 礁粒 ローム粒火山灰極少 ソフト

ト 10YR3/2 暗褐 礎控 ローム粒微量 Yフト

チ 10YR2/3 黒褐 E聖粒微量 ソフト C徴量
リ 10YR2/3 黒褐 E聖粒基盤礁 ローム位微量 ソフト C徴量
ヌlOYR2/3 黒褐 際 粒 基 盤 礁 ローム粒徴量 やや，、ード C少量
Jレ 10YR3/4 陪褐 E聖位基盤楳 ローム粒 ややハード C極少
ヲ 10YR3/4 時褐 穣 粒 基 盤 礁 ローム粒 ややハード C極少
ワ 10YR3/4 時褐 棟粒 ローム粒 ややハード C微量
カ 10YR2/3 黒褐 礎粒基盤礁4cm大2こ ソフト

ヨ 10YR3/2 暗褐 礁粒 ローム粒徴量 ソフト C極少
タlOYR3/2 暗褐 礁粒 ローム粒微量 ソフト C極少
レ 10YR2/3 県裕 礁粒 ローム粒微量 ソフト

ソ 10YR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒微量 や宇ソフト
アlOYR3/2 思褐 E聖粒 基盤礁10% ローム粒 やや，、ード

ネ 10YR3/4 時褐 礁粒 ローム粒微量 ややソフト
ナ 10YR2/3 思褐 E聖位 ローム粒徴量 ソフト C微量
ラ 10YR3/3 暗褐 穣粒 ローム粒微量
ム 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒微量 ソフト C徴量
ウ 10YR2/3 黒褐 礎控 ローム栓微量 ソフト C徴量

土蜘2イ 10YR4/3 にぷい貰褐 基盤ftlO% 砂利徴量炭粒 ハド

ロ 10YR3/3 陪褐 礁粒基鐙礁5% ローム粒 ハード
ハ 10YR3/3 暗褐 基盤礎 ローム粒炭栓微量 ハード

エ 10YR3/4 陪褐 基盤礁10% ハード
ホ 10YR4/4 褐 基盤礁 ローム粒炭粒微量 ハード
へ 10YR4/3 にぷい黄褐 基盤礁砂利 ハード

ト 10YR3/4 暗褐 基盤礁30% 炭粒微量 ハード
チ 10YR3/4 暗褐 基盤礁10% 炭粒微量 ハード
リ 10YR3/4 暗褐 基盤礁徴量 ハード
ヌ 10YR3/4 暗褐 基盤礁 ローム粒徴量 やや，、ード
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第41図焼土7・9・12平面図他

表11 19K15焼土7.9、20K5焼土12土層観察表

焼土7イ 10YR3/4 陪褐 中粒砂15% 10YR4!4褐中焼土粒 ソフト 密
礁粒5% 炭粒

ロ 7.5YR3!4 暗褐 中粒砂 10YR4!6褐中焼土粒10% ソフト 密
署警粒徴量 炭粒

ハ 10YR3!3 暗褐 粗粒砂徴量 5YR4!6-4!8赤褐小焼 ソフト 密
土粒炭粒微量

ニユ 7.5YR3!3 暗褐 中粒砂5% 5YR4!8赤褐中焼土佐 ソフト やや粗
炭粒5%

ホ 7.5YR2!3極暗褐+7.5YR4!6褐中焼 ソフト 密
土粒炭位少量

へ 10YR2!3 m褐 粗粒砂50% 7.5YR3!4陪褐中焼土粒 ソフト やや粗

50% 炭粒微量
ト 10YR3!3 暗褐 粗粒砂焼土粒徴量炭粒 ソフト やや粗
チ 10YR2!3 県褐 組粒砂 7.5YR3!3中焼土粒少量破 ソフト やや粗

粒少量炭粒20%
リ 10YR3!3 暗褐 中粒砂小穣粒極徴量炭粒種微量 ソフト 密
ヌ 10YR2!3 』県褐 中粒砂 5YR4!4にぶい赤禍焼土粒徴 ソフト 密

量炭粒微量

焼土9あ 10YR3!3 黒褐 中盤砂 7.5YR3!4暗褐中焼土粒10% ソフト やや粗
炭粒少量

い 7.5YR3!3 暗褐 中粒砂20% 7. 5YR6!6檀焼土粒 ややハード 粗
う 7.5Y宜4!4 褐 中粒砂 7.5YR4!6褐焼土佐30% 基 ややハード 粗

盤礁粒少量
え 5YR4!6赤褐焼土塊 ハード 粗 〈小E聖位が焼けたような感じ〉
お 5YR4!4にふλ、赤褐焼土粒炭塊 ハード やや粗
かlOYR3/4 時褐 中粒砂礁粒微量 ややハード 密
き 7.5YR4!6焼土粒やや細粒 ソフト 密
< I 7.5YR4!3 褐 中粒砂焼土細位少量段位 ソフト 密
け 7.5YR4!3 褐 中粒砂焼土粒炭粒種徴量 ソフト やや粗
こ 7.5YR4!4 褐 中粒砂中焼土粒礁粒微量 ソフト や宇粗
さ 7.5YR4!4 褐 中粒砂炭粒種徴量 ソフト

1I1-1 lOYR3!4 陪褐 租粒砂焼土粒少量礁粒少量 ソフト 密

V-1 lOYR4!3 にふ;ぃ黄褐 ソフトロ ム ソフト 密

焼土12-イ 7ιYR4!4 褐 様粒 ローム粒焼土塊30% ハード
ロ 7.5YR4!4 褐 E聖粒微量焼土粒10% ハード
ハ 10YR4!4 褐 焼土粒5% ハード
ニ 10YR4!4 褐 礁粒徴量焼土粒徴量 ハード
ホlOYR4!6 褐 ローム質土礁位微量 ハード
へ 10YR4!4 褐 礁粒微量焼土粒鍛量 ハード
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表12 竪穴建物跡覆土成分表
サ Y プル 成 卦 (g)

竪穴NO ?' 97ド 量量(.) 木炭 植物 米 〈るみ あずき 不明種子 獣骨 ;&骨 且 不明院止."不明帯解勧 量追剥片 磁磐石 続土塊 備考そり他

熱を受けた際2.9.
竪穴79 20J25 23.750 57.1 0.1 0.05 2.8 0.1 4.1 磯町下炭化物範囲上部

鼎を受けた礁67.
竪穴79 20J25 9.350 11.8 0.8 0.1 4.1 礁の下炭化物範囲下部

竪穴71
19K24 

700 2.6 0.1 0.05 0.05 舶を受けた礁10.8.
.25 

カヤ 焼土、炭化物範囲

堅穴72 19K24 148.500 652.8 2.6 54 0.6 21.4 14.2 16.4 0.6 10.3 舶を畳けたた聾711.3.

カヤ ロ ムプロ 7?、民化

聾穴72 19K24 32.150 128.9 0.2 2U  0.05 0.2 0.1 3.1 I.7 1.5 0.05 12.7 量量'畠校耽III~.JI

慶穴70
炭化物 19K20 109.700 174.2 3.4 0.25 1.8 2.7 1.8 710 25.4 115.9 玉0.4.

竪穴70
炭化物下 19K20 75.510 335.9 4.2 0.3 0.5 0.3 4.35 1.2 112.1 22.5 0.9 32.7 54.6 

堅穴70
焼土 19K20 15.500 0.4 7.05 0.25 0.05 3.8 89.7 

竪穴70
火山灰 19K20 1.100 4.5 0.05 0.05 0.1 2.7 0.3 

畳穴70
入口 19K20 29.050 31.1 0.36 0.65 0.15 1.13 19.3 6.6 0.1 299.7 

竪穴70
入口小ピ，ト 19K20 300 1.4 1.8 0.1 0.1 1.2 0.1 1.1 

竪穴70
入ロ炭化骨 19K20 16.250 35.1 0.5 0.1 0.5 

竪穴70
鍋周囲 19K20 29.910 21.2 0.7 0.1 0.25 0.4 2.5 0.7 37.9 5.8 19.2 37 

竪穴70
鍋の中 19K20 7.600 20.9 0.3 l 0.1 0.1 6.9 

慶穴70
掴の下玉砂羽 19K20 14.660 0.7 0.1 0.05 0.1 0.8 3.4 5.8 

竪穴70
覆土 19K20 226.150 285.8 18.25 0.75 16.2 0.6 16.8 22.45 166 51.3 

竪穴77
焼土 2014 28.300 4.4 0.4 0.1 13.1 0.7 0.6 0.3 0.3 執を畳けた礁69.4.

竪穴76 カヤ

焼土 20116 34.850 105.2 59.8 0.4 13.1 0.7 0.6 0.3 熱を受けた疎98.7.

竪穴73
上部炭範閥 20Jl 85.350 227.7 2.95 0.3 0.85 14.9 2 30.6 3.8 6.1 勲を受けた瞭210.3.

表13 土墳覆土成分表
サソプル 成 分 (g)

竪穴NO ?，I}.yド 邑量(.) 木炭 組物 米 くるみ あずき 不明種子 献骨 魚骨 H 不明』便化物 不明書解"世量剥片 磁珊石 焼土塊 備噌その他

土境22
内阿部県 19L5 13.650 0.8 0.05 0.8 0.05 0.1 

土損22
内阿部褐色 19L5 12.500 0.3 0.1 0.05 0.1 

土損22
外周部鳳色 19L5 33.850 0.4 0.05 0.1 

土繍24 19L9 166.050 193.4 2.7 0.2 0.2 0.4 14.15 2 6.6 26.1 4.7 熱を受けた礎11.8.

土境38 19K15 19.950 25.7 7.5 0.1 0.8 1.2 0.2 4.8 30.1 2.1 11.5 

土境26 19J21 22，700 4.2 0.1 0.1 0.1 0.2 0.3 0.4 熱を畳けた1lI!0.3.

カヤ

土損2 19J22 136.000 277.94 2.1 0.6 3.75 23.2 0.9 3.65 0.4 0.05 16.6 1.8 11.5 6.7 

土損5 20J2 208.400 69.7 2.1 15.5 0.2 11.3 0.3 11.3 51.7 1.8 54.9 

土損7
炭化物膚 20J2 52.550 16.4 0.35 0.5 15.2 0.7 0.1 73.9 8.9 

土損7
焼土層 20J2 4.550 0.8 0.2 0.1 1.1 0.2 9 0.4 28.5 

土損9
覆土 2012 4.700 0.3 0.3 0.05 4.5 5.9 5 

土損9
続土眉 20J2 2.300 0.3 0.1 0.1 0.4 0.7 61.4 

土損9
炭化物掴 20J2 25.500 7.3 0.9 1.2 1.8 1.2 3.9 2.6 11.3 

カヤ

土損11 20K15 21.750 14.2 0.05 0.9 0.05 0.4 0.05 0.1 0.8 14.5 0.6 

カヤ

土損35 21]2 65.850 30.5 2.7 0.7 0.3 0.1 0.2 2.7 6.7 4.3 舶を受けた聾17.5.

カヤ

土損32 20J14 101.000 39.9 0.2 2.7 5.5 0.3 5.8 0.9 21.4 32 1.5 熱を受けた礎17.1g 

成

植物 | 米 |くるみ|あずき|不明種子|獣骨| 魚骨

向日1.81

70 



~北東方向に緩やかな斜面となっているため南西

側をやや深く掘り下げ、北東側はやや浅めに堀り、

底部を平坦に作り出している。従って覆土の堆積

は北東部へ行くに従い次第に薄くなる。覆土は下

部のト、ワ、チ、ヲはローム質であるが、他は焼

土粒、炭化物、れき粒が入ったやや堅致な土であ

る。覆土中から主に鍛造剥片5l.7 g，木質炭化物

69.7 g 、小豆15.5g、獣骨11.3g 、不明溶解物1l.3

g等が主に検出されている。(表12)土坑7に切ら

れている

土坑7(第39図) 20 J 2区15-17号建物跡の南

側、 24号建物跡がある地割面との中間地点に位置

する。 75cmX90cmの不整円形を呈し、深さ11cm、

壁面は128. の角度で立ち上がる。覆土は全般に焼

土粒、炭化物が主体をなす柔らかな土である。覆

土中からは主に鍛造剥片82.9g、獣骨16.3g 、木

質炭化物17.2gが主に検出されている。土坑5、9

より新しい。

土坑9(第四国) 20 J 2区15-17号建物跡の南

側、 24号建物跡がある地割面との中間地点に位置

する。 105cmX65cmの不整円形を呈し、北西~南東

方向に長軸をとる。深さ8cmで、極めて浅い。壁面

は143.で緩やかに立ち上がる。覆土中から鍛造剥

片10.5g 、不明溶解物5.7g 、獣骨2.5g、等が検

出された。(表12)土坑7に切られている。

土坑35(第39図) 調査区西端の一段上がった

面に位置する。 105cmX80cmの不整円形を呈する。

深さ52cm、壁面は11アの急傾斜で立ち上がる。覆

土は全体として柔らかく、火山灰等も混入する。

自然、埋没である。覆土中から鍛造剥片6.n、不明

溶解物2.7gが主に検出されている。(表12)

土坑32(第39図) 21 J 3区、第25、26号建物跡

がある地割面内の北東部分に位置する。 130cmX 

100cmの不整隅丸台形を呈し、北東方向に長軸をと

る。この付近の傾斜は南西~北東方向に緩やかな

斜面となっているため南西側は13cmとやや深く掘

り下げ、北東側はやや浅めの5cm程にし、底部を平

坦に作り出している。壁面は南西側は92・ とほぼ

直角に立ち上がるが、北東側は120・とやや緩やか

に立ち上がる。覆土は基盤れきが多量に入札全

体として極めて堅致である。一気の埋め戻しと考

えられる。覆土中からは、鍛造事j片3zg、不明溶

解物2l.4g 、獣骨5.8g 、米2.nが主に検出され

ている。(表12)

焼土7(第41図) 19K15区、土坑37、38に隣接

している。 50cmX50cmの不整円形を呈し、深さ50

cmである。覆土は柔らかく投げ込みによるもので

ある。覆土中からは獣骨l.8gのほかは魚骨、鍛造

量u片等19以下である。焼土9を切っている。

焼土9(第41図) 19K15区、土坑37、38に隣接

している50cmX45cmの不整円形を呈し、深さ9cmで

ある。覆土は柔らかく投げ込みによるものである。

覆土中から獣骨4.8g等が検出されている。

焼土12(第41図) 20K5区、 15-17号建物跡が

ある地割面内北側に位置する。覆土中から獣骨、

魚骨等が検出されたが19以下と極めて微量であ

る。(斉藤)

C 通路跡

通路跡 (帯曲輪)(第 5図〉 調査区南東縁辺部

201 2区-2116区周辺に位置する。平成6・7

年度の調査で確認されているものの延長であり、

今年度は約24m検出された。 3年間に亘る調査の

結果約68m確認され、さらに調査区外南西方向に

延びる。過年度調査同様、縁には櫛列を検出し、

4回以上の作り替えを確認した。櫛列は過年度の

結果同様、斜面側に行くほど古く、内側の方が新

しいが、 2111・6区にかけての範闘で一番新し

い櫛列(溝 6)に切られた古い柵列(溝62)を内

側で検出した。 21I2・7区付近の柱穴P1195・

1196・1394・1395・1396・1397・1398は棚列の柱

穴の中では比較的大きく、要所要所を支えた主柱

穴と考えられる。また、 20122区と2112区で斜

面に向かつて落ちる溝 (59・72)を検出した。溝

59では、溝の底に細かい砂利が少量見られ、平成

7年度調査の溝77と同じ現象が見られた。 20112

区周辺では斜面が崩落していて、櫛列の痕跡が失

われていて不明であるが、溝61も斜面に向かつて

落ちる溝であったのかもしれない。平成 7年度で

は斜面に落ちる溝を竪堀と推定したが、確定する

には斜面中腹の状況を確認する必要があり、今後

の課題である。しかし、このような遺構が複数確

認できたことは勝山館での地業の在り方等を考え

る上で興味深いものである。整地層の厚みは場所

によって違いがあり均一ではないが、特に調査区

西側縁では後世の撹舌L等も少なく、整地層が良好

に残っているようである。

調査目的でも述べたが、華ノ沢斜面に帯曲輪と

一部並行してある腰曲輪様の平坦面との連絡路な
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第42図調査区出土遺物(陶磁器)
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第46図 調査区出土遺物(石製品・木製品〉
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表15 出土遺物観察表 (陶磁器〉

種別器種 口径 法底量径田 器高 叩島
調胎 土 特 置 備 考出土地点 図版番号

青磁腕 134.0 56.0 73.0 
グレイみの グνイみの 直ロ縁胴部に丸味を持つ、外面ロ縁直下、 本と腕部中央に一本の枕線、 l飯111プラウ γ ブラウ γ 且込印畳付以下無職

背磁皿 116.0 56.0 30.0 
明るいグν グレイみり

丸皿、外面にヘラ摘きの大きく粗略な蓮弁文 凱 l斑E問自 2 
イみの緑 プラウ γ

" 123.0 55.0 29.0 グレイ
ブラウ γみ

組花、粗〈へヲ削りされた低い高台から目録にむかいゆるく外反 世熱
1!I(2.Z1・

3 のグνイ 1Il且l!田

グレイみの
明るいオリ

。 115.0 38.0 25.0 
貰録(グレ

ープみのグ .花見込無柚で印花、中央には大町文字が刻まれる 調1)1阻 4 
イみのりー
フ〉

レイ

白磁皿 033.0) 64.0 28.0 青みの白 自 輔花、五井花、全面量柏、高台、高台際に少量の砂付着
l銀12.1'

5 1Il鉱旦1.11

" (112.0) 62.0 26.0 貰みの白 うすい賞 端反、量付のみ無鞍高台際に砂付着 ZUIlIIi 6 . (115.0) 70.0 31.5 明イるいグν 向】 増反、全面施軸高台内四角〈囲んだ中に文字が書かれるが不明 蝿 l靖10 7 

染付碗 44.0 うすい糞
うすいオレ

見込花文軟質の胎土に乳白色のF皆、畳付以下露胎 1i>!!11I 8 ンジ

" 053.0) 60.0 53.0 のうすスいカ怨イみ ム】
増反、内外ロ縁に2条町園緯、外面体部、際限部簡略化した蓮弁見込法螺

E也IllUlm 9 
員

" 030.0) 53.0 44.5 明イみるいの縁グν A 日 肉厚で外聞き気味の底平な碗、析t主主風位様量付平
I9KI壇お3

10 
l劇21'11

染付皿 025.0) 30.0 77.0 青みの自 自 織反、見込団花敏、外面唐草鉱畳付のみ露胎 目)31・1121脚 a 11 

" 041.0) 27.5 82.0 緩みの白 自
丸皿、内外ロ縁1条の園娘、見込踊子文高台内に舶のI部が獲るが判読不

l市1112糊 111 12 
可

" 38.0 
グνイみの うすいオレ

碁筒底、且込に人形化した膏 獄 l噸13 13 
貰 Y ジ

" 040.0) 70.0 25.0 貰みの自 自 ||凪たま開る 時 tL特に融何帥馴化比酷高台肉に酎佳 l且 11園1Il.~llI l 14 

" 72.0 膏みの白 白 由1)11ヘルト III 15 
灰軸皿 113.0 60.0 23.0 〈らい賞 ヘシ.

ド痕チ復、高台のI部に軸が
刻施1.111 16 

" 114.0 68.0 25.0 
グνイみの ベ晶ーシ'品 制湿m 17 
賀. 113.0 60.0 伊0-2)
グレイみの

貰
ヘーシ晶 端反、見込菊花(ワ〉の印花、全面撞勅高台内に輔ドチ痕 桂勲 調112司J1UIM 18 

. 87.0 46.0 18.5 
グνイみの うすいベ

錨反、見込無絞トチ痕が残る、全面施勅、高台内に瞳ドチ痕
制13

19 
貰 ジs 醐

" 85.0 50.0 19.0 にA九、賞
にぶい賞み

端反、見込梅の印花、 F砲の治哨・りが粗い 同付着ロ骨縁に
蹴却

20 
のオレ Y ジ 円日i

" 114.0 64.0 27.0 うすい賞 ベージー 繍反、見込菊の印花、全面施柏、柚ドチ痕
制12 21 
円刷

" 102.0 58.0 25.0 
グνイみの

ベージ昌弘 体部は直線的で端部がわずかに端反る、器庫が厚い柚ドチ痕 蹴却111 22 
貰

" 97.0 48.0 0.0-21 うすい賞 ベショ‘ 内制、且込のほほ全面のみが露胎 鈎')~.1.I 11 23 

" 102.0 58.0 28.0 うすい賞縁
うすいォν

且込印花、内面胴部に約3四寝の条線を密に引く 蹴 部1 24 γγ  

灰軸碗 120.0 
グレイみの

，、‘.;;且 腕部無絃 21)1凹 25 
賞

〈らい〆ν
あきい貰み

鉄軸皿 122.0 62.0 24.0 イみのプラ 内面全面外面体部上半に施柏、且込にトチ瓜 21)1珊H 26 
ウン

のプラウ Y

" 96.0 54.0 22.0 
こい貰みの うすいベ

高台から体部まで直線的でわずかに端反る
掛目

27 プラウゾ シ. 町盟l

."朝腕 082.0) (62.0) (91.0) 青みの自
あかるいグ 目録は端反、回は湾曲して大きな高台がつ<.底部の器堕が厚い、高台

!日;ID主l 28 
レー 内個に砂目

指鉢 (264.0) (103.0) 001.5) 
こい貰みの グレみの

ロ唇断面丸味10条l単位 l保WII l 
プヲウン プラウ γ

" (313.0) 036.0) 113.0 
グレイみの 浅い茸みの

口唇断面丸味、器mがうすい、 10条1単位 2001・H甑引l 2 プラウ γ オレ Y ジ

" (315.0) (138.0) 115.0 
明るい蒜み

ベージ晶 口署断面形鋭角9条l単位の揖L自は摩耗のため方向噂不明 下駄印 9)6.31・1119)11 3 のオレンジ

加iJl2

" (319.0) (152.0) ∞トIlli
グレイみの

ベ-9.:0. ロ唇断而形鈍角9条I単位指し目左廻り
問。

4 プラウ γ 21Jl1 
隅柱"

明るいオリ

" (334.0) 030.0) 日ト112 ープみのグ
νィ

，、~- .ン且 ロ唇断面形鋭角で内削り茸味10-11条l単位摺し目左廻り 下駄印 阿部市)11.11 5 

明るいオリ. (354.0) 073.0) 116.0 ープみのグ ベーシ且 ロ唇断面形蝿角9条1単位指L目左廻り 蝋"， 1121)1咽 6 
レイ

暗いプラウ
ブラウンみ

" (361.0) 066.0) 115.0 γみのグレ
のグレイ

ロ唇断面形鋭角9長1単位揮し目右廻り 蹴21.31.11 7 
イ. ベーー『ノ.'且 うすいオレ

ロ睡眠面形丸味、摘し日間隔が広い 1~.21 ・ 11 8 
γジ

暗いグレイ
明るい赤み

同盟臨御 1111" みのプラウ ロ唇断面形は角張り水平に近い10-11粂l単位 9 
:ノ

のオレンジ

" 叫-γ'. ベジ a ロ唇断面形は丸みで水平に近い揮し目が横走 初j献百 10 

" 
グレイみり 浅い赤みの

口唇断面形は丸みで水平に近い
21陥

11 プラウ γ ブラウ γ 置13

" (323.0) 040.0) 118ト阻
浅い赤みり

ベーシ且 口唇角張り内削覧味1O!長1単位右廻り口縁外国に指おさえ t:!;151 1121)6. 1 11 l オレ γ ジ

" (323.0) 052.0) 田0-110
グレイみり 賞みのグレ

外面胴部形盤は右指で撫跡が残り担雑な仕上り、 7-印象l単位 制I1幻1 2 
プラウ γ イ

" 【335.0)052.0) J2l.0-12 --:-ー‘.:;晶
うすいへ

口署断面形はやや鋭角、ロ縁直下から掴L目が走る9!長1単位左廻り
制t蜘

3 
'/:11. 制府3一
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表16 出土遺物観察表 (鉄製品他〉

種別器橿 巾四 早田 長田 置量 g 特 置 情考 出土息長 国版番号

弊 5 2.5 12 17 

I| 柄両両端端部砂舟がが5絞矢、K褒様損銅、、面な腐聞にL飾の巾地3が問啓煩。El 

2017-1 

" .0 5 Lる 20Jl 
小柄 6.5 8 ，さオ1る

" 12.5 5.5 29.4 20)1 '(73 
。 16 5.0 14 8 腐闘が著L 1i1. 5 
路 25 。 15.0 6 
h 22 。 26.0 4.5 .が著しい ~5 

賞金 16 。 39 Hげ C聾1tする l鰍 l
紅皿 0.5 Eを型どる切子の壷か 20)41 
開 太11.0 49 49 Eを両面から侠も l気]

h 16 見聞~O)願 品 象 こもの‘ E付型 l分は丸 1!I(I5 137 
I!l耳 § s 36 吊る穴がみ Lる. >11<11 'も i ，る 11 1I.2~3 

毛筆き 5.0 2 49 ;:þ;~ I( 'J、;t<;lf;1¥I 2匝S揖l
鏡 5 径74.0 ー構図P iとE省、血は亀 211(14凹
h 0) 2 擁計 O 式中録、細線単周 園内外にf 20) 15 

小札 24 20JIIl¥i 16 
h 19.5) 5 (58.0; 6 Eれ 、るけで帯周不明 21)5凹

33.0 (39.0) |刷、札、穴が2列 20JI掴m方61 

40.0 3.0 (20.0) 4.7 |刷、札、穴が2列 目j1)i凹蝉8方 19 

27.0 3.0 63.0 9 師二日1ー山益吉開会 ・6ミ陪 11ョ内γ宮 20 

万子 (5.0) 51 刃先、 ii:x損 13揖15
h 16 15.3 ドに残る

置 38.0) (4.0) 5 ご i弛 'もつ 胸板又は脇板 I飯田

厳 5 8.6 茎 長22圃 2町4-3111 24 

" 5 5 h 副ま円形韮 t向 2町11皿 25 
不明E盟品 5) (7.0-; 101 196.2 rと思える径17闘の穴あり刃先ワ矢掛 2町41l¥77 26 

" 5) 6.6 

I| 飼外断陪径面ぼい2憲完8状園形の断四内径面向も2四形の1圃角を左形方向に盆る

21)3田
聞金具 6 

-」22a1些町l旦豊4堕l雄3lLE温11I調1 L -
ト~ー

嗣 95.0 太宰9.0 68 24.2 

" 75.0 京さ O 57 9 守二
露 o 5 63 16.5 " . 12.0 6.0 78 。 |完形 ， 2町12円fo 32 
釘 :.0 。 68 9 折釘完形 2即刻.1

" 5 5 64 4.5 h " 11駅1P114咽却 34 

" 5 6 3.9 " h l鋼~1I 35 

" 14.0 9 58 8.0 ' 先蝿部x損

講義に主" 6 5 57 6.8 " " 。 7 7 48 5.2 " " 
h 。 9 50 4.9 " 

。 2町2土輯 39 

" 9.5 6 45 " 
。 1区2靖』 40 

" 5 7.0 42 :.6 h 。
12l92'依K町ilS21調揖講il官3H7 6 l 

。 8.5 5.5 40 " h 

石醇 3笹(260.0) E径90.0 |器商 器厚24 内外曲とも 恒閥ら い聾市がされる円曲に1[仮あ l

玉 8 水J1可念珠泊、 44 

" 0， |径4園高さ2.3圃 20Jl 45 
羽量 (57 5.5 5) 37 2町民 46 
鍋 (54.0: 8.0 (89.0) 65.5 

藍子
1!1(1 

。 (94.0: 5.0 16.5) 129 ZU4 

" 。 l駅l 111 49 
高董葺 。) 4.5 (61.5) 24.0 2m!: 50 

主事 6.0 6.0 008.5) 6 2瓜J 51 

" 5 5 【10'i 19. 2m; 52 
鍋 820.0 

璽事量聖
20)9 m 

紛挽き日 ~Ç300.0; 高さ O 1!1(l 111 4 

高日 径(278.0; iき99.0 J!II.I .~) 5 

" 径(342.0; |両 0) 21K11 Eサイ 6 

硯 63.0 21.0 (97 1!1(I 帽4

" 39.0 10.0 (55 211(1酬 t.1 
砿o 68.0 46.0 (95 2ij41115 3 

56.0 001.0) 砥面は7面 町012l2w揖45s 4 

" 33.0 【6.0) 63 2価(25111 5 

" 32.0 9.0 75 .:.. 2町11111 E 
Z 60.0 42.0 79 bま4薗 1!配 111

" 62.0 64 211(1 8 

" 12.5 。ま3面 2a1ilsI 』画 9 
柱材 o曲 0) 98 1!1(12P 10 

" 15.0 19 " 2町8p.;

" 10.0) 73 " 2町24p.1~O 12 
h 044.0) 108.0) (10: " 2018p.7:i1 

表17 掘立柱建物跡一覧表

号数 図版番号 発掘区 建物軸方向 (棟方向〉 梁間 桁行
梁間 桁行

主要間
(m) (m) 

1 第 6図 18K22 N-40"-W (南北〉 3 6 5.73 12.42 6 

2 第 7図 18K22 N-39"-W (南北〉 3 6 5.91 10.92 6 

3 第 8図 18K21 N-38.5・-W(南北〉 3 5 5.82 10.00 4 

4 第 9図 19K 7 N-40"-W (南北〉 3 3 6.00 6.00 
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5 第10図 19K6 N-390-W (南北〉

6 第11図 19K6 N-3T-W (南北〉

7 第12図 19K6 N-390-W (南北〉

8 第13図 19K 7 N-380-W (南北〉

9 第14図 19K15 N-350-W (南北7)
10 第15図 19K20 N-350-W (東西〉

11 第16図 19K20 N-300-W (南北〉

12 第17図 19K20 N-33S-W (南北〉

13 第四図 19K20 N却。 W(南北〉

14 第四図 19]18 N-31
0-W (南北〉

15 第20図 20]1 N-31・-W(南北〉

16 第21図 20K5 N-30.5・ W(南~t)

17 第22図 20K5 N却。 W(南北〉

18 第23図 20J11 N-300-W (南北〉

19 第24図 20J11 N-290-W (南北〉

20 第25図 20J11 N-29.5・W(南ゴヒ〉

21 第26図 20J22 N-300-W (南北〉

22 第27図 20K20 N却。-W(南北〉

23 第28図 20K20 N-33S-W (南1ヒ〉
24 第29図 20J 9 N-350-W (南北〉

25 第30図 20]19 N-23
0-W (南北〉

26 第31図 20]19 N-25
0-W (南北〉

どが検出されるかと期待されたが、斜面には柵列

以外の構築物は検出できなかった。今後の課題で

ある。(松田〉

(5)出土遺物の概要

陶磁器・金属製品・石製品・木製品他、計3.711

点出土した(第42-46図・表15-18)。以下、第70

号竪穴建物跡以外の調査区出土遺物の一部を紹介

する。

陶磁器 (第42-44図〉今年度出土の陶磁器の出

土点数のなかで l番多く出土しているのは、瀬戸

美濃で今年度の陶磁器総出土点数2.909点の内790

点で27%を占める。瀬戸美濃が出土陶磁器の内最

も多いと L、う傾向は今年も変わらない。次に、染

付639点で22%と続く。器種別では皿が1.672点、

次に播鉢(こね鉢を含む〕の605点、碗の505点と

続く。今年度調査で目立って多く出土しているの

は越前の播鉢である。602点で全体の約21%を占め

る。昨年度に比べ70点、 l昨年より 140点程多い出

土である。 11の染付皿は平成 7年度調査区出土の

ものと接合した。同じ文様のものが少なくとも 3

個体程出土していてる。 3の青磁稜花皿は被熱で

表面の粕がただれている。 28は李朝碗で、平成 2

3 4 5.82 7.79 6 

3 3 5.79 7.00 

3 6 6.00 11.64 6 
2 3 4.30 6.57 

2 2ワ 4.18 4.00 

2 3 4.84 5.37 

3 5 5.03 9.89 

3 6 6.00 11.52 6 

3 6 5.91 12.65 6 

3 3 4.09 9.60 

3 3 5.67 5.79 

3 5 5.64 10.00 6 

3 4 5.91 7.91 6 

3 5 5.01 10.63 12 

3 6 5.24 11.19 15 

3 6 5.64 12.21 9 

3 3 4.00 9.10 9 

3 5 6.30 10.60 9 

3 6 5.49 11.85 9 

3 5 5.37 9.37 6 
2 3 4.00 5.58 

4 5 7.70 12.29 6 

年度出土のものと接合した。また、平成 6年度出

土の青磁盤と接合する破片が 1点出土している。

金属製品 (第45図) 9の銅製入子は初出土であ

る。化粧道具の一種、紅皿として使われていたと

考えられる。 10の脚は鉄製の芯の表面を銅で覆っ

たものである。他にもこの技法を用いたものが出

土しているが、製品名は不明である。 11の脚は昭

和55年に出土したものと対になるものであり、火

舎か金剛盤の脚と考えられる。

石製品ほか (第45・46図)43の石鉢は初めての

出土である。表面・内面ともに加工時のはつり痕

があたかも播鉢の播自の様に残り、内面には若干

炭化物が付着している。火鉢として使用されたこ

とが考えられる。ほかにも同一個体かと推測され

るものが 2点出土している。勿谷石製と推される。

石臼は 7点と多数出土した。その内 5・6は茶臼

である。 3-9は砥石で、 3・5・6・8・9は

肌理の細かいもので、 4・7は肌理が粗いもので

ある。各々の産地は不明であり、今後の課題であ

る。 44は念珠玉である。〈掲載遺物の詳細は表15・

16遺物観察表を参照¥0)(松田〕
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表18 出土遺物集計表(陶磁器)

調 産地 舶 載 国 産

査 種別l 中 国
朝鮮 小計

瀬戸美濃
志野 唐津 土器 備前 珠洲 信楽 備前

小計院皿計 合計 不明 近世 総計

区 器種 青磁白磁染付赤絵褐粕 灰粕鉄F由鉄奨

碗 111 16 213 5 1 346 74 74 l 16 165 (511) 511 20 531 

血 131 451 423 1，005 605 28 25 8 666 (1.671) 1.671 l 9 1.681 
総 かわらけ 2 2 (2) 2 2 

杯 9 3 12 12 12 

盤 1 1 I 1 2 
ぷchzh 

香 炉 1 1 2 

指 鉢 こね11 602 1 605 605 3 608 2 

計 瓶壷鉢 1 l 6 24 31 32 4 21 57 

袋 物 1 1 何lff 2 8 10 

その他 1 1 3 4 

計 243 477 639 5 2 1，366 680 108 2 I 26 26 2 626 1 1 1.472 (2.184) 2.838 5 66 2.909 

表19 出土遺物集計表 (鉄製品他)

¥種別¥1数¥¥量 点数 重量(g) 備考 長?ぞ空 点数 備 考 銭 名 点数 備 考

武 万子 18 219.1 4角総't 鎌 3 開元通宝 3 (初鋳年) 621 
岩告 童基 2 22.2 不明 21 刺突具又は中柄 至道元宝 1 995 

武 小札 71 241.1 il' 言十 24 祥符元宝 1 1008 

具 脇板 5 63.9 硯 3 天聖元宝 2 1023 

計 96 546.3 碁石 2 治平元宝 1 1064 

鉄
義笠締鈎金具

2 37.1 石 茶臼 5 銅 無寧元宝 1 1068 

4 39.4 穀臼 2 元豊通宝 2 1078 

吉十 6 76.5 製 石鉢 3 元祐通宝 2 1086 

製 館現t1J里Hて担 釘 195 748.0 砥石 32 元符通宝 3 1098 

JヨL 量産 9 205.9 品 砥石原石 4 政和通宝 1111 

計 204 953.9 軽石 2 度元通宝 1195 

生活
鍋 232 13.977.2 有孔石製品 1 

銭
皇宋元宝 1253 

nEn Z 
羽釜 37.4 ぷ仁当ヨ‘ 計 54 洪武通宝 6 1368 

具
火箸 2 201. 6 建築部材 8 柱材 永楽通宝 1 1403 

言十 235 14.216.2 そ 陶錘 8 朝鮮通宝 1 1423 

茶道具 2 49.5 茶釜蓋 瓦 2 無名銭 8 

容器 7ιo 
の

ガラス玉 B うち念珠 不明 40 事l読不可不
明 その他 36 441.0 他 漆 計 75 

il' 計 580 16.357.4 獣魚骨 22 寛永通宝 3 

小柄 3 71.6 il' 計 49 メロ斗 計 78 
武

鉾 2 22.8 
器

組 3 21. 3 

銅
武

資金 l 2.8 
具

縁金具 2 5.2 

計 11 123.7 

製 瓦き予 吊脚耳
2 71.2 呑炉か金剛A
I 8.3 鉦

計 3 79.5 

生
鏡 3 79.2 

品
具活 毛抜き 1 2.3 

入子 3.1 紅皿

計 5 84.6 
方[lJl丈 6 14.6 

合 計 25 302.4 

鍛連冶関

羽口 1 139.0 

鉄浮 8 776.2 

銅滴 3 9.1 

合計 12 924.3 
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111 小括

建物跡については調査区内で26棟確認されてい

る。 6X3間8棟、 5X4間1棟、 5X3間6棟、 4X3間2

棟、 3X3間5棟、 3X2間4棟である。このうちの13

棟が内部に間仕切りを持つ。、内訳は桁行南北各1

聞に間仕切りをもっ建物跡が第22号の5X3間と第

17号の4X3問、桁行南側1聞に間仕切りを持つ建物

跡が第18号の5X3問、第19号の6X3問、桁行南側

1問、北側2聞に間仕切りを持つ建物跡が第23号の

6X3問、第20号の6X3問、第16号の5X3問、桁行

南北2聞に間仕切りを持ち、そのうち南北どちらか

の2聞が総柱状となる建物跡が第2号の6X3問、3号

の5X3問、第7号の6X3問、同じく桁行南北2聞に

間仕切りを持つが、梁間すべてに間仕切りがなく、

総柱状とならない建物跡が、第1号の6X3問、 13号

の6X3間である。なおこれら南北に間仕切りが入

る建物跡については仕切られる空間の使用法等に

ついてはその詳細は不明だが、第7号建物跡につい

ては南側部分が盛土されて、堅致な床面が作られ
駐

ているようであり、土聞の可能性がある。

土壌については今年度16基確認されている。不

整円形で深さ約30cm以上で壁面の角度が90度

一100度でほぼ直角に立ち上がる一群(土壌24、2、

14、30)と不整円形で、深さが7cm-12cmほどで極

めて浅く、壁面の角度もほぼ120度一140度と緩や

かに立ち上がる一群(土嬢7、9、37、11、38、、 16、

18)、さらに隅丸台形状を呈し北東~南西方向に長

軸をとり、深さは10cm内外で規模が130-170cmx 
100-110cmと大きく、壁面の角度が130度-140度

と緩やかに立ち上がる一群がある。 (土壌32、5)

それぞれA型、 B型、 C型とすると、 A型は地

割面内の建物跡の外に位置しており、覆土の状態

は自然埋没や、自然埋没後若干の整地を行ってい

る状態であり、覆土からは鍛造剥片のほか獣骨、

小豆、米等が多く検出される。土嬢2では木質炭化

物のほか小豆、獣骨、胡桃等が主成分あり、鍛造

剥片は微量である。それに対し、 B型では地割面

内の建物跡内にあり、覆土の状態は土嬢11の一気

の埋め戻しを行っているものや土嬢7の投げ込み

によるもの等があり、覆土から鍛造剥片が他の穀

物や獣骨等に比し5-10倍検出されている。また土

嬢37からは床面で仏具の脚も検出されている。 C

型は地割面内の建物跡の外にあり、覆土の状態は

土撲32では一気の埋め戻しである。覆土からは鍛

造剥片が米、小豆、胡桃、獣骨の5倍以上検出され

ている。これら覆土の成分よりみるとA型はB、

C型に比し、生活の営みによるものが多く含まれ

る傾向がある。また覆土も自然埋没の状態を示し

ていることから、その土壌の使用の状態をかなり

良く示しており、生活に密着した遺構と考えられ

る。 B型、 C型はA型に比し、米、小豆、胡桃、

獣骨等の比率が低く、生活というよりも何らかの

生産的行為を行った遺構とも考えらる。今後建物

跡との位置関係、覆土、遺物のより細かな分析を

行うことにより、使用法が明確になると思われる。

土境22は内部に方形の掘り方を持ち、その4隅に

木質部付着の和釘が出土し、この部分の覆土は土

境内の掘り方の外の土に比しやや粗であり、黒褐

~暗褐の柔らかい土が主体となっていることよ

り、土葬墓の可能性が考えられるが、ソフトロー

ムの含有率が高く撹乱を受けたような状態であ

り、この遺構の性格が今一つ不明である。また勝

山館跡内で検出された土葬墓は、その木棺の大き

さが95cm-65cm X 35cm -85cm X 50cm -30cmである

のに対し、この掘り方が55cmX 38cm X 20cmであり、

かなり小型となっている。(斉藤〉

註文化学院鈴木豆先生にど教示を賜った。

誤りは筆者の責である。
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IV 保存処理

1 木製品 を維持できるとのことである。従来使用していた

過去P. E. G含浸処理を完了した木製品(柾 シリカゲノレでは吸着した水分と遺物が同じ容器に

材・箸・下駄他)200点をエタノールによる表面処 ある為、結局シリカゲルが調湿剤となって遺物の

理を行った。 劣化進行の原因となる為適宜交換が必要であり、

2 鉄製品 時間と労力の面からこのような作業は不可能であ

武具(小札他)・生活用具(鉄鍋・釘他〉等1，400 り最良の保存環境を維持できなかったが、 RPシ

点の処理を行った。錆除去後、エタノール脱水、 ステムによりこの問題が解消されることと思われ

パラロイドNAD-10のソノレベントナフサ20-30 る。

%溶液による樹脂含浸、接合・注記などを行った。 3 銅製品

処理後はシリカゲノレを入れたovフィ/レムに入れ 武具・仏具等270点の処理を行った。メスによる

て保管していたが、今年度より三菱ガスの RPシ 錆除去後、エタノーノレ脱水、ベンゾトリアゾール

ステムを導入した。 RPシステムは精密機器の分 のエタノーノレ 2-3%溶液による減圧含浸処理を

野で利用されていたものであり、水、酸素、腐食 行った。鉄製品と同じく RPシステムを導入した。

性ガスをすべて取り去る効果がある。また従来使 いわゆるブロンズ病のものも数点見受けられる

用していたOVフィルムの替わりに、密閉製の高 が、その進行を防ぐ方法を現在持たないため、こ

いフィノレム(エスカル〉を併せて使用した。 RP れ以上の遺物の劣化進行を防ぐためにも、 RPシ

剤は必要量封入すれば、 5年聞は一定の保存環境 ステムの効果に期待する。(松田)

V まとめ

本年度の調査の概要はIIIで述べているが、中央 670、597、591、578、の柱穴を用いた桁行6.1尺、

通り南東半部の遺構を中心に若干補足したい。 梁間6.4尺等聞の建物で、 P606・608、617・618、

第 9~14号建物跡:第10号建物跡は溝57で画さ 632・633の新旧が逆である。 16号建物跡は、 P608、

れ、 9号建物跡は溝2で画される。土層堆積図か 643、(622)の柱穴を用いた桁行6.6尺、梁間6.2尺

ら10号建物跡柱穴P444が溝 2より古いことがわ 等聞の建物で、 649・650・633・632、595・594、

かるので、 9号建物より 10号建物跡が古いと推さ 582・1399の新旧が逆となる。なおこの地割内には

れる。 9号建物跡はP295・354・343(344)・365・ これらに先行する、 P571・605・613.616・( )・

372・319・318・311の2x 2聞の総柱の建物であ 653・694・( )・ 680・674・( )・ 603・598・596・

1)， 398・402・407・430・44・( )・438・414と ( )からなる 5X2 (3)聞の建物が想定でき

拡張したとも推される(但し402と403の新旧は そうである。

逆)014号建物跡は10・9号建物に並行するであろ 第18~20号建物跡 5 x 3聞の18号建物が19号

う。又、これに先行する、 P468・476・532・539・ 建物跡に拡張され、 20号建物の最も整った構成へ

546・548・( )・518・512.501・の 3x 2問、 512・ の変遷が見られる。なお、 19号建物跡の柱穴とし

513・546で仕切る(或いはここまでの 2x 2聞の〉 たP979を20号建物に用い、 980・981を充てる方が

建物が推される。 11号建物跡の P441はP442の方 良いかと推される。又、 P890・915・922・958・

が通りが良く、 P349・374・377で仕切る九間二室 983・1012・1016・975・948(941)・908・900の先

の建物かと推される。 行する 4x 2聞の建物が想定される。更に924・

第15~17号建物跡:第15号建物跡はP565-567 956、924・931・938・947の柱筋の建物も想定され

までの桁行30尺、 5間程度の建物かとも推される。 るが、柱穴の検出や柱間寸法などに難がある。

16・17号建物跡は柱穴検出時の観察記録から、 17 第21~23号建物跡: 21号建物跡西隅の柱穴はP

号建物跡が古いとしたい。 17号建物跡は569、606、 1220よりは1218であろう。又22号建物と23号建物
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の新|日を明示する柱穴の切り合いはなく、溝 7が

溝30より新しく、各々に22号、 23号建物が伴うと

することから、その新旧は逆と推される。 23号建

物の P1245、1281聞の柱穴にP1247が充てられよ

う。又、 22号建物の桁行柱間寸法は 7尺等問、梁

間も6.9尺か 7尺等聞のようである。 P1202・

1238・1250・1261・1275・1239・1226・1213・( ) 

の先行する建物の柱列が見られる。 P1248まで拡

がる 4-X3問、二室の建物かと推される。又、

溝28に伴う、 P359・360・( )・1260・1266・1264・

1263・1259の柱列が見られるが、 P1288まで拡が

る5? x 2間程度の建物かもしれない。

第24号建物跡:桁行の柱間寸法は6.2尺等聞で

あろう。先行して P725・( )・779・784・813・

( )・( )・ 820・( )・ 829・810・802・774・

766・751・740の 5x 3問、北側に723・737・764

の下屋?の付く建物跡が想定される。787で二室に

仕切られよう。

第25・26号建物跡 25号建物跡は柱穴P1100が

1099となる桁行柱間6.2尺等聞の建物のようであ

る。 P624・1142・1137・1116(・ 1119)はこれに

付随する柱列であろう。 26号建物跡の区画溝22は

溝10や39より新ししそれに伴う 18-20号建物跡

とは併存しなし、。この地区では、 P1044・1047・

1048・( )・1135・1141・1100・1095・1091・1069

の建物跡や、 P1051・1071・1101・1097・1093・

1140・( )・1112・( )・( )の建物が推される

が、柱穴が不足する。なお前者には、北にP1043-

1031・1042の庇が付き、 P1086で南一室が仕切ら

れ、後者ではP1087で一室が作られるようである。

今年度調査区、中央通り南東半は、通りに接し

て第 9-13号、 15-17号、 18-20号、 21-23号の

各建物跡の立つ地割が早い時期から踏襲され、

5・6x 3・2問、六聞や九聞の空聞を持つ建物

が各 3回前後建てられている。一方、通りから一

区画華ノ沢側に離れて位置する24号や26号建物跡

は六間二室と 1x 3聞の空間に縁または庇状の外

屋の付くもので建物の形態が大きく異る。特に26

号建物跡は柱穴も大きく、柱間寸法の長い大型の

ものである。 26号を24号の移設拡張とするか、 24、

26号の二棟併存とするかは、この建物の性格付け

とも関連するところである。移設後の24号建物跡

地の利用にも不明なところがある。

これらの状況に平成 6年度来の第二平坦面中央

通り南東半部の調査結果を併せて全体を通観する

と、中央通り寄りに一列(中段の広い空間までは

二列〉の 5・6x 3・2聞の、通りに直交する棟

筋を持つ建物跡が並び、華の沢寄りには、端に柵

列の廻る通路を兼ねた帯曲輸が通り、これに並行

する棟筋の建物が立ち、第二平坦面の最も奥まっ

た南西隅には24・26号の建物が立つ様相となる。

24・26号建物跡はこの中で館の後半(終〉期に限

定して出現していることから別に検討することと

すると、華の沢寄りの帯曲輸に面する建物跡は東

隅の櫓も含め、外側を強く意識した建物かと推さ

れる。他方中央通り寄りの建物群は、大小の差は

あるが、六間や九聞の空聞が作られるなど居住性

が強く感じられる。全体の大小や間取りに幾分の

差は見られるが、大きくは通りに直交する棟筋の

建物が整然と配されている感があり、均質ないし

は同質の構成(者)が窺われる。勿論、唐物茶入

や鏡、鉦などの仏具が出土し、狩猟・漁労用骨角

器や陶錘、鋳型などが出土している一帯を均質な

ものと把えることは粗雑にすぎるが、単位面積あ

たりの陶磁器出土量や組成、建物跡の形状などに

は、中央通り北隅の客殿空間のような突出した様

子は認められないところである。撃(桧〉ノ沢や

寺ノ沢地内に祈型や虎口状の作りを見せる敷地や

平地があることから、別の一団が構成されている

かとの推測を述べたことがあるが、この第二平坦

面南東半の様相は、第二平坦面全体の直接の領有

者(客殿空間占有者〉、或いは、南東半を有する者

(例えば後終期の24、26号建物占有者〉等に直属

する一団による構成の感を強くするところであ

る。

例年のことながら、個々の遺構・遺物の検討が

不充分なままに期聞を終えるところとなり、憶測

はどのようになし得ても勝山館の実像には程遠い

ところである。土療について若干の検討が試みら

れた。竪穴建物跡も含め更に詳しく検討すること

が必要である。

北海道教育庁文化課木村尚俊主幹のご理解と強

い勧めで始めた中央通り南東半の遺構調査は今年

でほぼ完了した。木村主幹のご厚情にどれだけ応

え得たか心もとない限りである。

1 -8号建物跡は次年度調査区と併せて検討し

たい。今後共諸先生、諸先学の方がたの一層のご

指導とご教示をお願い申し上げたい。(松崎〉
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